






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　２０２４年３月18日。

　デリダ・イヴェンは、郊こう外がいの病院で産うぶ声ごえをあげた。

　母のことは記憶にない。ものごころついたころから、デリダの家族は父であるジャキスひとりだった。

　デリダの記憶のなかのジャキスは、いつもひどく忙いそがしかったように思う。

　寂さびしい幼少期を過ごした。

　だからといって、それをいいわけにするのは嫌いやだった……のだろう。昔のことはあまり覚えていない。

　父との関係は必ずしも友好的なものではなかったものの、嫌けん悪おの情、というほどではなかった。甘えを口にするのは、なんとなく負けのように思えたのだ。いつか見返してやろう、とそう肩かた肘ひじを張っていた。




　飛び級で、十七歳にしてイェーツ工科大学に入学したときのことだ。

　運命的な出会いがあった。

　四つ年上の彼と友人になったのは偶ぐう然ぜんで、そのきっかけはもう覚えていない。

　重要なのは、その彼、すなわちネイサン・ビルシュタインとの交友が、以後十年近くにわたって続くということである。

「不可能を可能にしたい。新しいなにかを創つくりだすことで、人類の未来に貢こう献けんしたい。それが、科学者としての使命なのだ」

　デリダは、己おのれの考えをネイサンに熱心に語った。いまにしてみれば、青あお臭くさいガキの戯たわ言ごとだったかもしれない。

　だがネイサンは、理想を抱いだいて熱く語るデリダを、とてもまぶしく感じたのだという。

　以後、ネイサン・ビルシュタインはデリダの最大の理解者となる。




　専せん攻こうは理論系だったが、のちに実学にも興味が向き、そちらにも手を出した。

　修士までにさらに一年スキップ。

　卒業後、父の立ち上げた会社であるリビルド社に就職した。

　好んでそこを選んだのではない。

　ほかにアテがなかったのだ。大学で少々問題を抱かかえたことに加え、戦争の気運が高まっての就職不ふ況きようが重なった。

　そんなところに、父であるジャキスからの誘さそいがあった。

　ジャキスは、就職先に困っていたデリダに対して、救いの手を差し伸のべたつもりだったのだろう。

　だがそれは、いっそうデリダを偏へん屈くつにさせた。父に対する劣れつ等とう感は否いや応おうなく高まり、反はん抗こう的な態度に繫つながっていたかもしれない。

　不器用な父であったが、デリダはそれに輪をかけて不器用な息子むすこであったと思う。

　幸いにして、リビルド社には一年前、親友のネイサンが入っていた。

　ネイサンと共に、オートマタの研究をした。

　父が生しよう涯がいをかけて研究していたオートマタの実現まではあと少しで、その最後のひと押しに、デリダたちは貢献した。

　ふたりがいなければあと数年はかかっていただろう、と周囲は称しよう賛さんした。

　少しだけ、父に近づけたような気がした。




　リビルド社に就職して四年と四か月、２０５０年の終わり。

　開発中のオートマタの基き礎そプログラムに致ち命めい的てきなバグを見つけるまでは。

　その誤ご謬びゆうの発見こそが、すべての転落のはじまりだった。




　デリダはそう、思っていた。

　記憶力には自信があった。大学時代の実験の影えい響きようで、ちょっとばかり頭痛持ちになり、それ以前の記憶に欠落があるだけだと。

　それだけだと、信じてきた。
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　ことのはじまりは……とデリダ・イヴェンは思い出す。

　そう、２０５０年の12月20日だ。

　同どう僚りようであり親友のネイサン・ビルシュタインの娘むすめ、マージュ。その八歳の誕生日パーティに呼ばれた、あの日であった。

　デリダは二十六歳だった。リビルド社に勤めて五年目。社運をかけたオートマタの開発に携たずさわっていた。

　ＤデイＺジイ。

　リビルド社は、これを自社が開発する自律ロボット、オートマタの集大成と位置づけていた。

　自己メンテナンス機能を持ち、高い汎はん用よう性でもって人々に、社会に奉ほう仕しする。あまりにも高い理想がゆえに、デリダの父、ジャキスの天才性をもってしても開発は難航した。

　それでも父とともに一歩ずつ、先へ進んでいく感覚はデリダにとって初めてのものだった。

　ＤデイＺジイの開発を通じて父とわかりあえていくような、そんな錯さつ覚かくを覚えるほどに。

　日々の仕事は忙しく、充じゆう実じつしていた。

　とある懸け念ねんが浮うかぶまでは。




　すでに出しゆつ荷かが開始されたＤデイＺジイのプログラムに致命的なバグが存在し、暴走する懸念があると判明するまでは。




　　　　＊




　会社組織であるから、当然、すぐに上じよう申しんした。

　上層部の動きは重かった。

　無理もない。すでに政府など大量の顧こ客きやくへ出荷されたＤデイＺジイは実働を始めている。いまさらリコールということになれば、リビルド社は莫ばく大だいな損害を被こうむるだろう。信用にもおおきな傷がつく。

　担当部署を統とう括かつする者の経歴にも、おおきな傷が。




　困ったことに、デリダたちの上司は、なによりも保身で出世した人間だった。

　ハンス・アンドレイ。

　小心者で、功名心と自己顕けん示じ欲よくが強い、中年の男性だ。

　部下であるデリダたちからすれば欠点しかない人間だが、目上の人間に対するこびへつらいと、組織内での調整力には長たけていた。

　特に後者は、創業者たちを含ふくめて技術者肌はだばかりが集まるこのリビルド社において得え難がたい能力とされていたのである。

　三年前、取とり締しまり役やくの失言がもとで大量離り職しよく者が出たとき、そのフォローに奔ほん走そうして、他社から人材を引き抜ぬき、一ヶ月とかからずもとの体制に戻もどしたこと。

　二年前、マスコミ相手のプレゼンテーションの直前、事故で試作機が破損したとき関係各所に手をまわしてギリギリで修理できるだけの人員をかき集めたこと。

　なにより、部門の予算を、常に余よ裕ゆうをもって確保し続けたこと。

　実際のところ、アンドレイの組織調整能力がなければ、ＤデイＺジイの完成はあと数年、後ろにずれこんでいたに違ちがいない。デリダもネイサンも、それだけは認めざるを得なかった。




　数日前のこと。

　デリダとネイサンは、そのアンドレイに直じか談だん判ぱんした。

　リビルド社の重役室。アンドレイはブラインドが下りた部屋の窓まど際ぎわに立ち、デリダとネイサンに背を向け……。

「ありえん話だ」

　とデリダたちの直じき訴そを一刀両断してみせた。

　アンドレイはブラインドを指でずらし、眼下に広がる街並みを見下ろしている。まるで、おまえたちのことなど眼中にない、といっているかのような傲ごう慢まんさだ。

　デリダは、こみあげる怒いかりを懸けん命めいにこらえた。

「事実です、アンドレイ。ＤデイＺジイの基礎プログラム内には危険なバグが認められます」

「記録を十分遡さかのぼり削さく除じよ。席を外せ」

　アンドレイは秘書役の丸っこいオートマタに命令し、部屋の外に下がらせた。

「初期型の発売から七年。わが社のロボット、オートマタは、もはや人間社会の維い持じに欠かせない存在だ。リコールもゼロに近い」

「ＤデイＺジイは従来型と次元が違います。報告書に添てん付ぷしたシミュデータをご覧になられたはず」

　ネイサンがいった。

「記き憶おくにない。わたしは不正確なデータが嫌きらいなんだ」

　アンドレイの言葉は、およそモノづくりを看板に掲かかげる企き業ぎようの重役が発していいものではない。

　デリダはいらだちをこらえきれず、口を挟んだ。

「数万単位のＤデイＺジイに、連動ミッションを与あたえた場合！　一いつ斉せいに制せい御ぎよ不能に陥おちいる可能性あり！　看過できない確率です！」

「数万ものＤデイＺジイが同じ命令を与えられる前提じたい、無理があると思わんのか」

　アンドレイは、冷たく告げる。話を打ち切ろうとしていた。デリダは、そうはさせじと、言葉を挟はさむ。

「戦争に」

　アンドレイがぴくりとする。窓から振ふり返り、デリダを睨にらんできた。

「ＤデイＺジイが投入されるという話を」

「口を慎つつしめ！」

　激げき昂こうしたアンドレイが、デスクを叩たたく。

　屈くつ辱じよく的な話だ、と彼が感情を露あらわにしたのには、理由があった。

　国際情勢の悪化だ。

　周辺国では紛ふん争そうが頻ひん発ぱつし、この国もいつ巻き込まれるかわかったものではない。

　そんな状じよう況きようでは、最新のオートマタが兵器に転用されるという噂うわさにもある程度の真実味が出てくる。

　それはリビルド社の本来の方針に反するもので、少なくとも創業者のひとりであるジャキスは明確に否定していた。重役のアンドレイは、会社の方針に忠実である限り、心ない噂を否定し続けなければならない。

「現在、われわれが修正プログラムを作成中です」

「出荷済みのＤデイＺジイを回収しパッチを当てることで、危険は回かい避ひされます」

　デリダとネイサンが言葉を重ねる。

　しかしアンドレイは「黙だまれ！」と聞く耳を持たなかった。

「自分がなにをいっているのか、わかっているのか？　本年度目標をはるかに上回る出荷数を達成したＤデイＺジイをリコール？　会社を潰つぶす気か？」

「いえ、しかし」

　デリダは、なおもアンドレイに迫せまった。どうしても、この保身にこり固まった男に話を聞いてもらう必要がある。そのためなら、なんでもするつもりだった。

　とはいえ……。

「デリダ。ＤデイＺジイは社会に貢こう献けんするオートマタの集大成として、きみの父上が半生をかけたプロダクトだぞ」

「それは」

「些さ細さいな不具合を喧けん伝でんし、父上の名めい誉よに泥どろを塗ぬりたいのかね？　彼自身が完かん璧ぺきだと認めているものを」

「そんなつもりは」

「きみが父上の功績に嫉しつ妬とし、妨ぼう害がいを企くわだてているという話を耳にした。信じたくはないがね」

　デリダは拳こぶしをかたく握にぎり、アンドレイを睨んだ。

　そんなものは、根も葉もない噂だ。そう叫さけんでも意味はない。むしろ、相手の思うつぼだと理解している。

　だからといって……。

　隣となりで、親友がみじろぎする。

　彼の心配が理解できた。ざわめく心が、少しだけ落ち着く。かろうじて、激昂をこらえる。

「どうか再考を願います」

　そのネイサンが、口を開く。

「万が一の危険を除去するためにも……」

「くどい。リコールなど許されん！」

　しかし、アンドレイはにべもない態度を崩くずさなかった。




　この会話のあと、デリダとネイサンは彼の説得を諦あきらめ、ひとまずパッチの完成を急ぐことになる。

　そして、数日。




　　　　＊




「重役どもは、このバグがどれだけ危険なものか、わかっていない」

　２０５０年12月20日、15：30。

　ネイサンとデリダは、ふたりの研究室で話し合っていた。デリダは大型のモニタにコードを流し、最後のチェックに余念がない。そんな彼を、後ろからネイサンが眺ながめているかたちだ。

「だがＤデイＺジイの親、ジャキスの後ろ盾だてがあれば、あいつらも認めざるを得ないだろう」

　パッチはおおむね完成した。

　このあとは、社内政治の領域となる。アンドレイの懸念は、どこまでも会社の都合、そして彼個人の都合だった。それを覆くつがえすには、こちらも政治の領域に踏ふみ込むしかない。

　その理り屈くつは理解できても、デリダとしては父に頼たよることに忸じく怩じたる思いがある。

「しかし、本人は完璧だといっている」

　なにより、ジャキスは未いまだ、プログラムの欠けつ陥かんを認にん識しきしていないようだった。デリダは、父を説得する必要があるのだ。気が重くなる。

「ジャキスほどの天才が、バグの存在に気づいていないと思うか？」

「父さんの考えなど、おれは知らん」

「パッチが完成するまでＤデイＺジイの生産を止めるよう、きみの父上、ジャキスに進言するんだ。事故を未然に防ぐ方法は、それしかない」

　なんども話し合ったことだった。ネイサンの懸念はデリダも共有している。なんとかしなければならない。それは誰だれよりもよく理解しているつもりだ。

　父と会わなければならない。

　それが、どれほど気き後おくれすることだとしても。

「わかってる。明日あした、おれが直接話す」

「明日？」

「今日はマージュの誕生日だ。来るかどうかもわからんアポの返事を待って、パーティに遅おくれるわけにはいかないだろう」

　デリダは明るく、そういってみせた。

　マージュ・ビルシュタイン。ネイサンのひとり娘むすめ。

　デリダにとっても、目に入れても痛くないほどかわいい、年の離はなれた妹のような存在だ。

　今日は、彼女の八歳の誕生日なのである。




　　　　＊




　ネイサンによれば、マージュは、月げつ下か香こうが好きなのだという。

　デリダが誕生日プレゼントである月下香の鉢はち植うえを手にネイサンの邸てい宅たくを訪おとずれたのは、午後六時を過ぎ。

　すでにちらほらと雪が降りはじめていた。

　通い慣れた、郊こう外がいの閑かん静せいな邸宅である。

　呼び鈴りんを鳴らす。

　赤いワンピースのよく似合う、黒くろ髪かみ黒眼の少女がドアを開けてくれた。

　ネイサンのひとり娘、マージュ。本日で八歳になる、パーティの主役だ。

「ようこそ、デリダ！」

　マージュは花が咲さいたような笑え顔がおを見せ、デリダの手を引いて家に招き入れてくれる。

　親友のネイサンが結けつ婚こんしたとき、彼もデリダも、まだ学生だった。ネイサンの妻は彼の同級生で、彼は彼女の、科学者としてのありかたに惹ひかれたのだという。

　翌年、マージュが生まれた。デリダはマージュの誕生の日から、一家と家族同然のつきあいをしてきた。

　マージュが四歳のとき、ネイサンの妻が亡なくなってからも、それは続いた。

　彼女に、寂さびしい思いをさせないように。

　自分の幼少期、もうほとんど覚えていない、ただ寂せき寥りよう感だけを強く思い出してしまうあのころの気持ちを、この笑顔の似合う少女には知って欲しくないと……。

　そう、願ったのだ。

　幸いにして、マージュはまっすぐに、賢かしこい子に育った。

　ほとんどわがままをいわないんだ、とネイサンがこぼすほど、おとなしい少女に。

　せめて自分には、もっと感情をぶつけて欲しいのだと、ことあるごとに親友はいっていた。

　そのネイサン・ビルシュタインが、リビングの暖だん炉ろの前に立っている。

　デリダをみて、眼鏡のフレームに手をかけたあと軽く手をあげ、温和な笑みをみせる。

　さきほどまで会社で顔を合わせていたのだから、いまさら挨あい拶さつもなにも必要ないと、互たがいがよく知っていた。

　リビングでは、オートマタの家政婦が料理をテーブルに並べていた。今日は、この献けん身しん的に働くオートマタのアンテナに、可愛かわいい赤のリボンが巻きつけられている。

「ミセスハドソンもおめかしか」

「わたしの特別な日だもの」

　マージュはくるくるまわりながら笑う。

　ドレスにケチャップがつくぞ、とネイサンが苦言を呈ていすも、少女はそんなことてんで気にしていない様子で、たいへんに上じよう機き嫌げんだった。

「特別な日のマージュへ、これを」

　デリダが月下香の花を渡わたすと、マージュは目を丸くしたあと、「ありがとう、デリダ！」と笑って彼にハグする。

　続いてネイサンがクラシカルな懐かい中ちゆう時計をプレゼントしたところで、ドアチャイムが鳴った。

「ユーリィ！　もうぉ、遅おそーいっ！」

　マージュが玄げん関かんに走って、友人の少女を出で迎むかえる。

　入ってきたのは、マージュの同い年の友人である、栗くり色いろの髪かみをツインテールにした元気な少女だ。眼鏡の奥に輝かがやく青い双そう眸ぼうが、悪戯いたずらっぽく輝いている。

「お誕生日、おめでとう！」

　ユーリィと呼ばれた少女は、そういうや否いなや、カメラを拳けん銃じゆうのように抜ぬき放ち、マージュに向けて引き金を引いた。

　シャッター音が響ひびく。




　ネイサン、マージュ、デリダ、そしてユーリィ。

　マージュの誕生日パーティはなごやかな雰ふん囲い気きで進んだ。料理に関しては、国際情勢の影えい響きようで物流が滞とどこおっている現状、例年と比べいささか寂しいものだったが……。

　食事のあと、ユーリィが自じ慢まんの喉のどを披ひ露ろうした。

　マージュが好きな歌なのだという。

　時間の経過に色はない、ひとの感情こそが記き憶おくに色をつける、という内容の、ゆったりとした曲調の歌だ。

[image: ]

　さらにユーリィは、得意のカメラで皆みなの笑顔を切り取った。

　デリダは心の底からパーティを楽しんだ。




　時計の針が午後十時をまわり、パーティはお開きになった。

　マージュはユーリィを家まで送るため、コートを着て、ふたりで外に出ていく。




　　　　＊




　デリダとネイサンは、ふたりきりになった。

　これでしばし、大人だけだ。

　ネイサンはカウンターからブランデーの瓶びんを持ち上げ、「やるか」とデリダに訊たずねる。

「少し前なら飲酒運転で御ご用ようだ。オートマタさまさま、だな」

「我らが機械仕じ掛かけの神に……」

　乾かん杯ぱい、とグラスを掲かかげるネイサンだったが、デリダは首を横に振ふる。

「今日はマージュの誕生日だぞ」

「そうだな。……今日という特別な日に」

　ふたりのグラスが重なる。中身に少し口をつけた。カッと熱い液体が喉を焼く。

「そして明日も、特別な一日になる」

　ネイサンが呟つぶやく。

「明日？」

「無事にバグ修正が済めば、ＤデイＺジイの完成だ。きみたち親子の宿願が叶かなうだろう」

　親子の、か。デリダは苦笑いしてみせた。

「父さんの宿願さ。おれは上手うまく使われただけだよ」

「ジャキスは素す晴ばらしい人物だ。明日、話がついたら、ふたりで祝しゆく杯はいでもあげろよ」

　デリダはグラスを揺ゆらす。氷がぶつかって高い音を立てる。

　ＤデイＺジイの開発は、大学を卒業してからの、この数年、ずっと携たずさわってきたプロジェクトだ。

　リビルド社での日々は楽しかった。研究に夢中になって、日々の生活を犠ぎ牲せいにしてきた。深夜まで働くことを厭いとわず、ときにはこっそり会社に泊とまったりもしていた。

　もとより、そういう性しよう分ぶんなのだ。デリダ・イヴェンは生きつ粋すいの研究者なのである。

　だからこれは特別なことではない、と……そう、自分にいいきかせてきた。ずっと。

「父さんと祝杯……。想像もつかんな」

「そして、デリダ。この件が終わったら、ぼくの研究を」

　手伝ってくれないか、とネイサンはいう。

　デリダは驚おどろいて親友の顔を見た。ネイサンは真しん剣けんな表情をしていた。

「時間跳ちよう躍やくか」

　デリダは、苦いものを口に含ふくんだような気分になる。その荒こう唐とう無む稽けいな言葉を口くちの端はに乗せるだけで、腹立たしさすら覚えてしまう。

「あと少しで完成といえる段階だ」

　ネイサンは思いのほか熱心に語る。彼の本気が伝わってきた。なんども話し合ったことだった。学生のころから、ずっと。

　あのころ、熱心に語っていたのはデリダだったはず。なのにいまは……。

「あとは、いくつかの問題をクリアすれば」

「その冗じよう談だんを今夜も聞くことになるとはね」

　デリダはネイサンの言葉を遮さえぎった。

　できればネイサンには、諦あきらめて欲しかったのだ。しかしデリダの親友は頑がん固こだった。もちろんそんなこと、とっくに知ってはいたのだが。

「ぼくは本気だ。すべては、きみの理論が始まりなんだぞ」

　トラウト理論。ネイサンの口からその言葉を聞いて、胸の奥に痛みが走る。

「あれは絵空事、実現不可能だったんだよ」

「そんなことはない」

「くだらない実験を繰くり返した代だい償しように、ぼくは子どものころの記憶の一部を失った」

「それは」

　ネイサンは後こう悔かいしたような表情で視線をそらした。デリダは言葉を切る。いうべきではないことまでいってしまった。嘆たん息そくする。

「なぜ、そこまで時間跳躍にこだわる？」

「科学者としての使命だ」

「異い端たん科学者のレッテルを貼はられたら厄やつ介かいだぞ」

「きみは異端だと思うのか！」

　デリダは首を振った。

「まずは実現可能な研究を優先し、キャリアを築いてからでも遅くはない」

　ゆっくりと、嚙かんで含めるように語る。

「現実をみよう」

「現実をみる？」

　ネイサンはグラスを叩たたきつけるようにテーブルに置いた。

「上層部のようにか。こころざしも捨てて、欲の塊かたまりどもの仲間になれと？　……すまん」

　いいすぎたと思ったのだろう、ネイサンは肩かたを落とした。

「いや」

　ころあいだ。デリダは明るく首を振って、立ち上がる。

「ブランデーが強すぎたのさ。そろそろ、おいとまするよ。今日は楽しかった」
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　デリダがコートを着てリビングを出ると、両手を後ろにまわしたマージュが待っていた。

　俯うつむくマージュをみて、話を聞かれていたな、とデリダは気づく。

　もう八歳だ。内容はわからなくとも、議論の雰囲気は伝わってしまっただろう。

「月げつ下か香こうはどこに植える？」

　だから、あえて明るく、そう訊ねた。

　マージュは顔をあげ、ぱっと笑え顔がおになる。




　少女に案内されたのは裏庭のはずれだった。

「暖かくなったらここに植えてあげるの」

「その日がくるのが楽しみだな」

　マージュは少しもじもじとしたあと、うつむき加減で「なぜお父さんの研究を手伝ってくれないの」と呟いた。

「タイムライド。ひとが時間を越こえる超ちよう常じよう現象」

　デリダは夜空を見上げた。街明かりで星はほとんど見えない。かわりに、無数の雪の粉が踊おどっていた。

「それは不可能なんだ」

「時間を越える鍵かぎになるものはなにか。消去されない思い出、特別な時間と場所。ひとの意識はなぜ……」

　マージュが諳そらんじているものがなにか、デリダは知っていた。

　ああ、知りすぎていた。

「なぜ、特別と定義した、その時間へ戻もどりたいと熱望するのか。……マージュ、驚いたな。きみは」

「あなたの論文の一節じゃない。お父さんは、デリダが提唱した理論を信じてる。わたしも」

　デリダの視線は、言葉を探して宙を彷徨さまよう。

「マージュ、ぼくはね。きっと熱に浮うかされていたんだ」

　しばしののち、そう答えた。

「時間を越える鍵が強い想おもいのなかに隠かくされているに違ちがいないと、ロマンチックな考えを証明したかったのかもしれない」

「素す敵てきな考えだわ。証明すべきよ」

　マージュは、まっすぐにデリダをみつめてくる。澄すんだ黒曜石の瞳ひとみに、吸い込まれそうになった。

「はじめて空を飛んだり、深い海の底を照らしたひとたちのように」

　少女は唱和するように呟く。

「ひとはあらゆる夢を叶えてきた」

　これもまた、デリダの論文の一節だ。

　数年前は、その言葉を信じていた。心から。

　だが、いまは……。デリダは首を振る。

「何千年と研究が繰り返されたすえ、結論は出てしまった。時間は、越えられない」

「これから覆くつがえされる可能性だって！」

「見果てぬ可能性とは夢と同義だ」

　デリダは目をつぶった。

「ぼくは夢から醒さめたんだよ。……きみにこんな話をするとは」

　デリダは苦笑いして首を振った。

　ふと、懐ふところに入れていたものに気づき、とりだす。アクセスキーの入ったチップだった。デリダはじっと、指先でつまんだそれをみつめる。

　そうだ。今日はこれをネイサンに渡わたすつもりだったのだと思い出す。あの口論で、そんなことも忘れてしまった。いまさら戻って、とはなかなか心情的に厳しい。

「すまない。これをネイサンに」

「わ、わかった。……お願い、デリダ。お父さんの……」

「近いうちにね」

　デリダはマージュにアクセスキーを渡し、背を向けた。おいとまするため、歩き出す。

　きっと少女は悲しい表情をしているのだろうな、と思った。

「強く、思えば……」

　マージュの、心細そうな声が風に乗って聞こえてくる。

　それでも振り返るわけにはいかない。もうすべて、終わったことなのだ。トラウト理論も、あの実験も。

　時間の壁かべは越えられない。けっして。
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　翌日の夕方。

　木々に囲まれたちいさな公園で、デリダは父のジャキスと待ち合わせをした。

　時間きっかりにその場に赴おもむくと、ジャキスはすでに公園のベンチに座っていた。古い階段を登ってくるデリダに気づき、父が立ち上がる。

「ひさしぶりだな、デリダ」

　ジャキスの顔をみて、老ふけたな、とデリダは思った。

　父とはこんなものだったか、と。

　互たがいに忙いそがしく、なかなか顔を合わせなかった。いや、忙しいことを口実としていたのかもしれない。研究室以外で顔を合わせるのは本当にしばらくぶりで、だからこそそんな感想を抱いだいてしまったのだろうか。

　親子は、公園の隅すみで並んで都市を見下ろす。

「不具合を特定したのはいつだ」

　世間話もそこそこに、ジャキスは本題に入った。それでいい、とデリダは思う。父と益やく体たいもない話をするような気分ではなかった。

「四日前」

「迅じん速そくな処置だな。えらいぞ」

「やめてくれよ」

　父と、どんな話をすればいいかわからなかった。

　デリダはチップを渡す。昨夜、マージュに渡したものと同じ、アクセスキーだ。

「プログラムは数か所のクラウドに分散してアトモス化してある。万が一みつかってもその物理キーと組み合わせなければアクセスできない」

　ジャキスは夕焼けに染まる街並みを眺ながめている。

「ＤデイＺジイが兵器に転用されるなんて噂うわさを信じるわけじゃないけど、危険性を知っていて放置するわけにはいかない。頼たよれるのは、ＤデイＺジイをつくった本人、父さんだけなんだ」

　先日の、上司であるアンドレイとの会話を思い出す。責任者の彼は、デリダとネイサンをまるで厄介者のように扱あつかった。

　功労者に対して、あの屈くつ辱じよく的な仕打ちはなんだ。

　いや、それも、いまはいい。

　重要なのは、このパッチが確実に適用されることだ。

　だからこそ、わざわざ父に頼った。

　正直、アンドレイから受けた言葉より、こうして父に頼ってしまったことの方に腹が立っている。そんな自分の狭きよう量りように、また苛いら立だってしまう。

　互いに無言のまま、しばし時が過ぎた。

　やがて、ジャキスが口を開く。

「デリダ。これ以上、この件には関かん与よするな」

　思わず、「はぁ？」という言葉が出てしまった。

　なにをいっている。信じられなかった。カッと頭に血が上る。

「まさか、父さんの口からそんな言葉を聞くとは思わなかった。それじゃ、あんたもアンドレイとグルだったってわけか」

「違う、デリダ」

「ぼくがバカだったよ！」

　思わず、罵ば倒とうが口から溢あふれ出た。

　いちど言葉にすると、もうとまらなかった。とめどもなく、これまで押さえつけてきた想いがこぼれだす。

「昔から、あんたがぼくを認めてくれたことなんてなかったもんな！　自律機械のＤデイＺジイ。デリダのＤ。機械人形に息子むすこと同じイニシャルをつけた。けっきょく、あんたにとってぼくは……っ」

　デリダは背を向け、走り出す。

　情けなかった。自分も、そして父のことも。

　なにもかもが腹立たしかった。

　ジャキスが、呼び止めるようにデリダの名を呼ぶ。

　それでも、足は止まらなかった。父の声など二度と聞きたくなかった。




　そのときは知らなかったのだ。まさか、父と二度と会えなくなるだなんて。

　デリダが父の声を聞くのは、それが最後となるだなんて。
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　会社に戻ったタイミングで、ネイサンから電話がきた。

　ジャキスとのやりとりを報告しなければならないのはわかっていたが、いまネイサンとそのことを話すのは億おつ劫くうで仕方がない。

「ネイサンか」

　だからといって、とらないわけにはいかなかった。そんな憂ゆう鬱うつな気分は、すぐに吹ふき飛んでしまう。

『マージュが倒たおれた』

　スピーカーから流れたネイサンの言葉に、デリダは愕がく然ぜんとする。

『たいしたことはないんだ。いまは容態も落ち着いている。心配させてすまない』

「いったい、なにがあったんだ」

『実験したんだ。ぼくの知らないあいだ、夜中に、ひとりで……』

「実験……？」

『時間跳ちよう躍やく』

　デリダは、息を吞のむ。

　昨夜、マージュとの別れ際ぎわの会話を思い出す。

　自分のせいだ。唇くちびるをきつく嚙かんだ。なぜあのとき、彼女にあんな突つき放すような言葉を放ってしまったのか。

　ネイサンの態度にいらだっていたから？　そんなことで、彼の娘むすめに当たっていいわけがない。自分はどこまで器うつわのちいさな男なのだと、いらだちが増す。

「ネイサン、詳くわしく説明してもらえるか」

『わかった。……明日あした、会社で』

　電話が切れる。デリダはデスクに突っ伏ぷして、呻うめいた。

　なにもかも、うまくいかない。

　結局、この日の残り時間、仕事はてんで手につかなかった。
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　悪いことは、それで終わりではなかった。

　同日、深夜。ネイサンからまた電話があった。寝ねぼけたデリダが端たん末まつをいじると、緊きん張ちようした彼の声が飛び込んでくる。

『デリダ、すぐでかける支し度たくをしろ』

「な、なにが」

『アンドレイだ！　一刻も早く、逃にげなければ！』

　いつもはおっとりとした彼の鋭するどい声に、眠ねむ気けが醒める。

　数分で、彼の車がデリダの家の前にとまった。ネイサンらしくない荒あら々あらしい運転に、尋じん常じようではない事態を悟さとり、開いたドアから飛び乗る。

　デリダを乗せて、ネイサンの車が走り出す。

　この時点ではまだ事態を把は握あくしていないデリダだったが、それでも素す早ばやく動けたのは、ネイサンとの信しん頼らい関係がゆえだった。デリダの親友は、こういう噓うそや冗じよう談だんを好まない。誰だれよりもよく、そのことを知っていた。

　なにより、そう。

　もしネイサンに騙だまされているなら、デリダにはそれでよかったのだ。笑い話の種はいくらあってもいい。

　彼がいない人生など考えられなかった。

　これからも、彼といっしょなら、なんでもできる気がした。

「さっき、ある男から警告があった。アンドレイはおれたちを殺す気だと」

　運転しながら、ネイサンは早口で語る。

「ＤデイＺジイの軍用化は、開発中から極ごく秘ひ裏りに進んでいたんだ。さっきのニュース、紛ふん争そう地域からのライブ映像に、戦せん闘とう用のＤデイＺジイが」

　車しや載さいモニタに録画された映像が映し出される。映りの悪いカメラがストップし、その一部がクローズアップされた。

　ＤデイＺジイとおぼしきオートマタが、そこにいた。

「これは……まさか、実戦配備」

「いまさら致ち命めい的てきなバグなど公表できない。これがリコールを拒こばんだ理由だ」

　すとんと腑ふに落ちた。

　なにもかもが、理解できてしまう。上司であるアンドレイのかたくなな態度。これ以上関かかわるなといった父の態度。

　すべては繫つながっていたのだ。

　彼らはこれを知っていた。いや、自分から推進していたのだろう。ＤデイＺジイは社をあげてのプロジェクトで、そのためには絶対に儲もうかるという保証が必要だった。

　戦争ビジネス。

　それがすべての答えだったのだ。

　車は暗い森のなかを走る。夜の森では、ヘッドライトの明かりすら心もとない。薄うすい霧きりが出てきていた。

「そして、バグの存在を知っているおれたちを始末する」

「死人に口なしってわけか。どうする」

「とにかく逃げよう。できるだけ遠く」

　ネイサンの言葉には迷いがなかった。こういうとき、彼に年上としての貫かん禄ろくを感じる。頼たのもしいなと相棒のことを思う。

「マージュは」

「ユーリィの両親に預けてきた。あそこならしばらく安全だ。……そういえば、アクセスキーは？」

「昨夜、マージュに。……受け取っていないのか」

「なんだと。それじゃマージュの身も！」

　ネイサンはハンドルを切った。タイヤがきしむ音を立て、車体が横を向く。次の瞬しゆん間かん、進行方向の闇やみにバリケードが浮うかび上がる。

「うわっ」

　ネイサンの悲鳴じみた叫さけび。

　なにが起こったのか認にん識しきする間もなく、強い衝しよう撃げきが走った。デリダの目に火花が飛び散る。天地がひっくり返った。しばし、意識が飛ぶ。

「ぐ……っ」

　デリダは朦もう朧ろうとした意識のまま、土つち煙けむりをあげて上下さかさまとなった車の窓から這はい出た。熱い液体が額を流れる感覚がある。だが負傷よりも、相棒の無事のほうがよほど気になった。

「ネイサン！　だいじょうぶか！」

　彼がそう叫んだのと同時に、バリケードの向こうから真昼のような照明が生まれた。強きよう烈れつなライトに照らされる。デリダは思わず腕うでで顔をかばい、車の反対側にまわる。

　窓の奥、ぐったりとするネイサンの姿が浮かび上がった。

「ネイサン！」

　ちらりと顔をあげれば、車のヘッドライトが武装した男たちを映し出していた。その中央には彼らの上司であるアンドレイの姿もある。

　アンドレイが笑っているのが、ひどく奇き妙みように思えたが……。

　いまのデリダには、そんなことは関係なかった。

　ネイサンを車から引きずり出そうと懸けん命めいになる。しかし車体が潰つぶれ、どこかが引っかかってなかなか引き出せない。

「逃げろ、デリダ」

　苦しそうなうめき声とともに、ネイサンが呟つぶやく。

「ダメだ、諦あきらめるな！」

「オートマタの生みの親ジャキス・イヴェンは、息子であるデリダ・イヴェン、その共犯者、ネイサン・ビルシュタインによって殺害された」

　そこに、ふたりの上司であるアンドレイの声が降ってくる。デリダは顔をあげ、目をおおきく見開く。

「その後、ふたりは仲間割れを起こし、デリダはネイサンを殺害。間もなく、みずからの命を絶った。……これが明日の朝刊に乗る、事件のストーリーだ」

　彼の言葉で、すべてが遅おそかったことを理解した。もはや、なにもかもが終わってしまったことを。

「みつけなければよかったのだよ、バグなど」

　絶望がデリダの心を覆おおう。

「アンドレイ……っ」

　思わず、よろめいた。そのタイミングでネイサンの腕がデリダの胸を突く。不意をつかれたデリダは数歩下がった。

「逃げろ、デリダ！」

「ダメだ」

「マージュを、頼む」

「ネイサン！」

　デリダは車に駆かけ寄ろうとした。だがそのとき……。




　奇妙なほど現実感のない炎ほのおが、デリダの目の前で吹きあがった。

　陽炎かげろうのような炎のなかから、ひとりの少女が姿を現す。

「な……っ」

　マージュによく似た年とし恰かつ好こうの、赤いワンピースの少女だった。

　その瞬間、時が止まったかのように、音が消しよう滅めつする。

　周囲が、濃こい霧のような白に染まった。

　少女と視線が交わる。炎に照らされ輝かがやくその瞳ひとみに、デリダは吸い込まれるような感覚を覚えた。

　それははたして、何秒の出来事だったのか。それとも、ほんの一いつ瞬しゆんにすぎなかったのか。

　少女の姿が、突とつ風ぷうのように渦うず巻まく霧のなかに消える。

　それは現実だったのか、はたまた幻まぼろしだったのか。

　ともかくそのせいで、デリダは立ち止まってしまい……。




　次の瞬間、アンドレイの「撃うて」という命令が響ひびいた。

　ネイサンの車に銃じゆう弾だんが雨のように注がれる。一いつ拍ぱく置いて、ガソリンに点火した車が爆ばく発はつを起こす。爆風で、デリダはおおきく吹ふき飛ばされた。

「ネイサンっ」

　デリダの身体からだは背後の崖がけを越こえ、虚こ空くうに消える。




　　　　＊




　そこから先のことは、うろ覚えである。全身に傷を負いながらもかろうじて一命をとりとめたデリダは、サーチライトに追い立てられるように森のなかを彷徨さまよった。

　なんどか、先にみた赤いワンピースの少女が先導するように現れた。

「デリダ」

　と呟く少女の声は、姿以上にマージュに似ていたと思う。

　熱に浮かされた幻げん覚かくだったのかもしれない。

　いやきっと、幻だったのだろう。その幻げん影えいのおかげでデリダの命が助かったわけなのだけれども。

　とにかくデリダは重傷を負いながらも知らない森のなかを歩き続け……。

　ハッチを踏ふみぬいて、地下施し設せつのダクトのなかを落ちていった。




　研究施設のような、工場のような、病院のような廃はい屋おく。

　そこの果てにあったおおきなカプセルベッドに横たわる。

　少しだけ、身体を休めるつもりだった。

　ひょっとしたら、眠ねむったら二度と目覚めないかもしれない。そうも考えたが、だからといって、もう限界だったのだ。

　これ以上は指先一本も動かなかった。休息が必要だった。

　したがって、ベッドに横たわった瞬間、その下から拘こう束そく具が現れてデリダの四し肢しを拘束したのは完全な不意打ちとなった。

「な……っ」

　ただでさえ弱った身体には抵てい抗こうする術すべもなく、カプセルの蓋ふたが閉まるのを寝ねたまま見守るほかない。

　電子音声が響く。

『冷れい凍とう睡すい眠みん装置、作動。冷凍完かん了りようまで二十秒』

　その言葉に目を大きく見開く。密閉されたカプセルにガスが注入される。

　冷凍睡眠装置は、たしか去年、その危険性から開発が中止されたはずだ。研究はすべて中断、施設は廃はい棄きされたと聞くが……。

　電子音声がカウントダウンを始め、さらになにかいい募つのっていた気もするけれど、よく覚えていない。

「やめろ！　こんな……っ」

　遺ゆい言ごんとなったネイサンの言葉を思い出す。

　マージュを頼む、と彼はいった。

　父も、親友も失った。あの言葉だけは、絶対に守らなくては……。

　意識が遠のく。

　最後に、あの赤い服の少女が悲しく笑ったような気がした。
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　デリダがふたたび目を醒さましたとき、経過した歳月が数日や数か月ではないことは、カプセルのある部屋の、凄せい絶ぜつな荒こう廃はいで理解できた。

　カプセルが開くまでそれだけの時間がかかったのは、彼の傷がそれだけ深かったからなのだろう。

　とはいえ冷凍睡眠装置から出たときのデリダは、まだ頭がよく働いていなかった。どうやって地上に出たのか、よく覚えていない。

　装置の端はしに置いてあったなにかを拾ってポケットに仕し舞まい、ふらふらと歩き出した記き憶おくだけは、おぼろげにあるのだが……。

　かなり長い階段をあがったように思う。

　外は、霧きりの深い夜だった。ここに来たときのように、森を彷徨い、丘おかを登る。

　視界が開けた。驚おどろきに目を見開く。一気に意識が覚かく醒せいした。

　丘の上から見下ろした街が、無残な廃はい墟きよと化していた。

　このときのデリダは、まだ時間の経過についてはっきりと認にん識しきしていたわけではなかったが、それでもなにか異様なことが起こったことだけは悟さとっていた。

　ついさっきまでは、豊かで平和な街並みが広がっていたはずだ。

　ところがいまや、ビルが倒とう壊かいし人々の姿は消え、遠くでオートマタとおぼしき影かげがうろついている。

　頭ははっきりしたはずなのに、目の前の光景はひどく現実感に欠けていた。

　まるで悪夢のなかにいるかのようだった。

「ここは」

　驚き戸と惑まどいながら、街へ赴おもむく。

　霧のなか、崩くずれた建物の間を彷徨う。道路が破は壊かいされ、標識が折れ曲がり、店のショーウィンドウは割れて無残な姿を晒さらしている。

「いったい、何が起こった」

　暗がりから獣けもののうなり声が聞こえてくる。立ち止まって周囲を見まわすと、濃い霧の向こうにゆらめく人ひと影かげがみえた。

　デリダは警けい戒かいして身構える。

　はたして急に霧から伸のびてきた金属の腕うでを避さけることができたのは、その用心のおかげだった。

「うわあっ」

　とっさに飛び退ずさり、しかしそのせいでバランスを崩す。

　金属の腕は、続いてその先せん端たんから連続して銃弾を放った。

　デリダは自分から転び、かろうじてその一いち撃げきをかわす。遠くの路面に着ちやく弾だんしたそれが、激しい爆発を起こした。

「ＤデイＺジイじゃないか！」

　濃のう霧むを割さいて、人影が全身を現す。

　デリダやジャキスが設計したオートマタ、その完成形が目の前に立っていた。ただし金属のボディは傷だらけで、泥どろと埃ほこりにまみれている。

　オートマタは、まるで何年もメンテナンスされていないかのように、四肢を動かすたび、関節がきしんだ音を立てていた。

「いったい、なにが起こった」

　ふと、思い出す。ネイサンがみせてくれた、ニュースに映った軍用のＤデイＺジイ。そしてデリダたちが必死にパッチをつくった、バグの存在。

　デリダにとってはついさっきの、アンドレイの言葉。

　バグなどみつけなければよかったのだ、と……。

　機械の眼まなこがデリダを睨にらむ。バグにより起こりうる可能性。ＤデイＺジイがひとの手を離はなれ、暴走するという最悪の予測。

「うわっ」

　とっさに身を投げ、次の銃じゆう撃げきをかわす。

　背を向けて、全力で逃にげ出した。

　ＤデイＺジイの金属の身体を相手に無手でできることなどないと、開発に携たずさわった彼が誰だれよりもよく知っている。

　必死で走った。

（なんで、こんなことに）

　混乱した頭で考えるも、答えなど出てくるはずがない。あまりにもめまぐるしい変化だった。デリダの主観では、ついさっきまで自宅で寝ていたはずなのに。

　親友が死んだ。

　父が死んだと聞かされた。

　会社の上司に殺されかけ、森を彷徨い、意識を失い……。

　そして目が醒めたと思ったら、こんどは殺人ＤデイＺジイとの追いかけっこだ。

　悪夢をみているかのようだった。これが夢で、目が醒めたらいつもの日常が続いていたというなら、どれほどよかったことか。

　瓦が礫れきにつまずき、転ぶ。

　よろめきながら立ち上がり、また走る。崩れかけたコンクリートの壁かべをよじのぼり、最後は飛び越こえて向こう側へ。

　直後、銃じゆう弾だんがコンクリートに弾はじかれる音が響ひびく。

　建物の陰かげに入って、脚あしを止める。

　体力の限界だった。荒あらい息を継つぐ。

　ふと、いやな気配を感じて振ふり返る。

　いつの間にか、別のＤデイＺジイがすぐ近くまで迫せまってきていた。

「うわああっ」

　デリダは悲鳴をあげて尻しりもちをつく。

　そこにＤデイＺジイがのしかかってきた。デリダは暴れる。

　手で払はらった衝しよう撃げきによりＤデイＺジイの顔の外皮パーツが剝はがれ落ち、裂さけた顔面の奥で金属機器のランプが点てん滅めつする。

　ＤデイＺジイがうなり声のような音を発生させる。

　まるで野生の獣のようなしぐさだ。こんなもの、デリダは設定した覚えがない。なんらかの学習の結果なのか、それとも不具合の成れの果てなのか……。

　ＤデイＺジイは腕に装着された刀とう剣けんパーツをデリダに向ける。

　殺される。デリダは顔をそむけた。

　その次の瞬しゆん間かん……。

　銃声が響く。

　デリダにのしかかっていたオートマタが、斜ななめ後ろに吹ふき飛んだ。デリダはとっさに、逆の方向に飛びすさる。

　振り仰あおげば、数十メートル先の路上でライフルを構えた男の姿があった。

　ＤデイＺジイが起き上がろうと蠢うごめく。

　デリダはＤデイＺジイを睨んだまま、這はうようにそこから距きよ離りをとる。そして……。

　男はライフルの引き金を引く。

　銃弾がＤデイＺジイの腹部を貫つらぬき、大量の人造血液が噴ふき出す。

　人造血液は大気に触ふれると同時に凝ぎよう固こしはじめた。まるで爆ばく発はつ途と中ちゆうの状態で時間がとまったかのように、ＤデイＺジイは人造血液の柱を抱かかえたまま機能を停止させる。

　ライフルを手にした男が歩み寄ってくる。黒いコートを羽織った、いかつい髭ひげ面づらの男だ。落ち着いたものごしからは、いかにも銃じゆう器きの扱あつかいに慣れていることがうかがえた。

　男はデリダを無関心に放置したままＤデイＺジイのそばに立ち、その胸にバールを突つき立てた。かたい音がして、バールが弾かれる。

「かたまりすぎたか。ま、仕方ねえ」

　舌打ちとともに、男の太い声が響く。男は携けい帯たいライトをとりだし、動かなくなったＤデイＺジイの内部を照らすと、無造作に腕を突っ込んで部品を漁あさりはじめた。

「こいつら、いったいなんなんだ」

　デリダが訊たずねる。男は無言で作業に没ぼつ頭とうする。

「なあ、ここはどこだ！」

　デリダは叫さけぶ。

「あんたは、いったい」

「わめくな」

　短い、否定の言葉。それが、男が初めてデリダに対して示した反応だった。

「教えてくれ。いまはいつだ」

「いつだろうが、この世は冬ばかりさ」

「冬？　何年の」

　男は、おまえはなにをいっているんだとばかりの目でデリダをみる。

「六十年……？　違ちがったかな」

　デリダがあのカプセルに入ったときが、２０５０年の年末である。つまり……。

「十年も経たったっていうのか」

　デリダは思い返す。会社に嵌はめられて、ネイサンと車で逃げて……。

「冷れい凍とう睡すい眠みん装置に落ちた」

「冷凍？　事故ばっかりでずいぶん前に禁止されたアレか？」

　男は自分の作業を続けながら呟つぶやく。

　デリダはため息をついて、周囲の荒廃した光景を見み渡わたした。都市とは、たった十年で、ここまでになってしまうものなのか。

「ここでなにがあった」

「みりゃわかるだろう」

「戦争か」

　男はちいさくうなずいた。

「ここだけじゃない。どこもこんなありさまさ。このいまいましい兵隊人形のおかげでな」

「ＤデイＺジイ……」

「こんな木偶でくの坊ぼうでも、開戦当初は最新兵器だともてはやされた。つくったやつらは大おお儲もうけだ。顔がみたいもんさ」

　デリダは自分を殺そうとした上司、アンドレイの言葉を思い出す。

　リビルド社は、ＤデイＺジイを戦争の兵器として出しゆつ荷かしたのだ。その結果が、これか。

　男はＤデイＺジイから抜ぬいた部品を鞄かばんに詰つめ込み、立ち上がる。

「待ってくれ」

　そのまま立ち去ろうとする男にデリダは声をかけた。しかし男は振り向きもしなければ、立ち止まろうとするそぶりすらない。

「おれはどこに行けばいい。ひとのいる場所は……」

「いくら出す？」

　男は振り向く。うんざりした顔をしていた。デリダは言葉に詰まる。

「おまえひとりじゃ、百メートルも歩く前に殺される。おれが安全な場所までおまえを連れて行くとして、いくら出せる？」

　デリダは周囲の霧きりに目をこらした。離れた場所のあちらこちらにＤデイＺジイの眼の明かりが点灯して、動きまわっているのがわかる。

　そのうちのいくつかのセンサーが、デリダたちをとらえたようだ。数体がこちらを向く。

「おい、近づいてくるぞ」

「じゃあ、はやく決めろ」

「金って……いくら」

「相場は二百」

　デリダは絶句して目を剝むいた。暴利だ。

「高いか？　おまえの命の値段だ」

「わかった、出そう」

　ＤデイＺジイがゆっくりと迫ってくる。この狂くるったオートマタたちが交こう渉しようの時間を与あたえてくれるほど優やさしくないのは、先刻、骨身に沁しみて理解させられた。

「おれはヴィドー」

　男はちいさくうなずき、そういった。同時にデリダへ銃じゆうを向け、引き金を引く。デリダが驚おどろきで硬こう直ちよくするも、背後でうなり声と、どさりとなにかが倒たおれる音がする。振り向けば、気づかないうちに近寄ってきていたＤデイＺジイが倒れていた。

　ほかのＤデイＺジイが足を速めて近づいてくる。ヴィドーと名乗った男はいちばん近くのＤデイＺジイを撃うった。

「来い」

　ヴィドーが走り出す。

　デリダは、慌あわててそのあとを追った。




　　　　＊




　少し離れた場所に停とまっていた武装車両のルーフの上から、小こ柄がらな赤毛の少女が顔を出していた。駆かけ寄るヴィドーに手を振っている。

「パパ！」

「こら！　顔を出すなといってるだろ」

　少女はちらりと、ヴィドーのすぐ後ろに続いていたデリダをみた。

「お客さん？」

　少女の身体からだがルーフの下に引っ込む。すぐに車のドアが開き、ひょっこりと顔を出した。デリダと視線を合わせる。見み極きわめられているような気がして、デリダは少し、居い心地ごこちが悪くなる。

「ど、どうぞ」

「この子は？」

　デリダはヴィドーに訊ねた。いかつい男はその言葉を無視して、戦利品を詰め込んだバッグを後部ラックに詰め込む。

「乗れ。もたもたするな」

「こっちだよ」

　デリダは少女に指示されて、後部座席に乗り込んだ。

　ヴィドーは運転席にその身をすべりこませると、手早くフロントパネルを操作する。ＤデイＺジイの群れが追ってきていた。たしかに、余計なことで時間を潰つぶしている余よ裕ゆうはない。

「車体あげろ、グラハム」

　フロントパネルが点灯し、車内にモーター音が響ひびく。

『四輪独立フェンダー稼か働どう』

　電子音声が告げた。わずかに車高があがり、車が急発進する。

　グラハムと呼ばれた車は、迫せまるＤデイＺジイを引き離はなし、状態の悪い路面を疾しつ駆くする。




　　　　＊




　ＤデイＺジイから逃にげる車のなかで、デリダは十年という歳月に戸と惑まどった。
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　この時代の人々は、右みぎ腕うでにチップを埋うめ込み、個人認にん証しようと口座を連動させているらしい。

　それがないデリダは、マユカと呼ばれた少女に「し、死んでるの？」とひどく戸惑われ、ヴィドーには、さもありなんとため息をつかれた。

　次に指し紋もんを利用した旧式の認証装置は、エラーを吐はいた。

　データベースの生存者ＩＤに該がい当とう者なし、とのことである。ここにいたり、デリダは自分が崖がけから転落して死亡したことにされていると知る。

　少なくとも、無実の罪で官憲に追われることだけは避さけられたというわけか。

　こんなありさまとなってしまったこの国で、いまさらそんなことを気にする意味はないのかもしれないが……。




　ヴィドーの隠かくれ家は、荒あれ地に点在する廃はい墟きよのひとつだった。

　彼は自らを、デストラクト、と名乗った。荒あら事ごとを専門にするなんでも屋、程度の意味らしい。

　窓に布を張って遮しや光こうした室内では、携けい帯たいランプが剝き出しのコンクリートの壁へき面めんを照らす。

「おれは金を持っていない」

　デリダの国民アカウントは消しよう滅めつし、財産は政府に没ぼつ収しゆうされたはずだ。

　文句をいったところで、すでに十年前の出来事である。

　そもそもデリダは、あの日、無実の罪を着せられるはずだった。のこのこ出てきたところで両手が後ろにまわるのがオチだろう。

「おれはおれのレギュレーションに従って行動する。報ほう酬しゆうがあればどんな仕事でもするが、報酬のない仕事はいっさい請うけ負わない。……だが空腹で死にそうなやつがいたら飯ぐらい食わせてやる」

　そういって、ヴィドーはデリダに晩飯を出してくれた。

　もっとも実際に携けい帯たい炉ろでレーションを溶とかし皿に盛ってくれたのは、娘むすめのマユカであった。

「おまえ、なにをやらかした」

「おれは……」

　デリダの脳のう裏りを、あの夜の出来事がフラッシュバックする。ネイサンとの逃とう走そう。アンドレイの非情な言葉。爆ばく発はつに飲み込まれるネイサン。そして……。

「おれは殺してない！」

　デリダは頭を押さえ、悲鳴をあげた。

「はめられたんだ！　ＤデイＺジイはとっくに軍に配備されていて、アンドレイはおれたちをだました！　口くち封ふうじに……」

「落ち着け。なにをいってるのか、さっぱりわからん」

「パパ……」

　ヴィドーが怯おびえるマユカを抱だき寄せた。

　デリダはうずくまり、すすり泣く。

「父さん。なぜこんなことに」

　いまの自分は幽ゆう霊れいのようなものだ。生きているようで、実質的に死んでいるに等しい。絶望が心を覆おおう。

　社会的地位、金、住み処か。そして、父と親友。十年という時間。

　大切だったなにもかもを、失った。

　いったいデリダは、これから、なにをすればいいというのか……。

　ふと思い出す。

「パッチファイル……」

　呟つぶやく。あの前日、デリダは父のジャキスにパッチファイルのアクセスキーを渡わたした。

「やつらがパッチファイルを手に入れていたなら、なぜＤデイＺジイは正常に作動していない？　父さんがキーを隠して、ファイルはあいつらの手に渡っていない？　だとしたら……」

　そう、パッチファイルのアクセスキーはふたつあった。デリダはそのひとつを父に渡し、もうひとつを……。

　デリダは顔をあげ、ヴィドーに向き直った。いかつい男は顔をしかめる。

「頼たのみがある。マージュという女の子を探さなきゃいけない。手伝ってもらえないか」

「依い頼らいなら、今日の報酬を受け取ってから聞こう」

「頼む。急を要するんだ」

「ダメだ。報酬のあてがなければ請けられん」

「報酬はここにある」

　デリダは自分を指さした。

「さっきあんた、ＤデイＺジイをつくったやつの顔がみたいといったな。おれがそのひとりだ。おれはデリダ・イヴェン。ＤデイＺジイの発明者、ジャキス・イヴェンの息子むすこだ」

「おまえがどこのボンボンか知らないが……」

「おれがハメられたのは、ＤデイＺジイ、あの新型オートマタのバグをみつけたからだ。おれはそのバグを修復するパッチをつくった。それがあれば、ＤデイＺジイをコントロールすることができる」

　ヴィドーはうさんくさいものをみるような目で睨にらんでくる。

　デリダは畳たたみかけた。

「リビルド社も、軍も政府も、喉のどから手が出るほど欲しいはずのファイルだ。だがあいつらは、まだそれを手に入れていない。おそらく、いまでもそのありかを捜している」

「おまえがその場所を知っていると」

「ああ。だが厳重にブロックして、アクセスキーがなければ開けない。そのアクセスキーを、おれはマージュという女の子に預けたんだ。……ファイルはおまえにやる。欲しがるやつらと取り引きして大金をせしめればいい。おれは」

　思い出すのは、ネイサンの最さい期ごの言葉だ。

『マージュを、頼む』

　と彼はいった。親友が死の間ま際ぎわに、デリダに残した望み。

　なにもかもを失った。

　だが、まだ果たさなければならない約束がある。デリダはぐっと拳こぶしを握にぎった。

「おれは、マージュという女の子の行方ゆくえを、無事を確かめなきゃいけないんだ」




　　　　＊




　翌日。

　ヴィドーの車、グラハムでデリダたちはシティへ向かった。

　現地でマージュ・ビルシュタインの手がかりを探すためである。あいにくと、ネットの検けん索さくではなんの成果も得られなかったのだ。

　ヴィドーはどういうツテか、政府関係のデータベースにもアクセスしたのだが……。

「マージュ・ビルシュタイン、っと。綴つづりはこれで合っているのか」

　ハイウェイを走るグラハムのなか。

　運転席のヴィドーは、片手でハンドルを握りながらもう片方の手で端たん末まつを操作する。何度調べても情報なしという結果が返ってくるだけだ。

「間ま違ちがいない。ユーリィのほうは」

「ユーリィ……フルネームは？」

「知らないんだ」

「それじゃ、検索しようもないな」

　そういう経緯いきさつもあり、とりあえず一行は、ネイサン・ビルシュタインの家に向かうことになった。

「ネイサンはマージュをユーリィの家に預けたといっていた。ユーリィの家は、ネイサンの家の近くにあるはずだ」

　成果が挙がらず、ため息をついて後部座席のシートに身を沈しずめるデリダに、マユカが絵本をみせる。

　表紙をみれば、題名はピノキオとあった。

「この本、知ってる？」

「ああ、子どものころに読んだよ」

「ピノキオは人間になるのかな」

　どういうことだと身を乗り出せば、絵本の後ろのほうが焼けてしまっていた。

「これね。拾ったんだ」

　少女は、ぺらぺらとページをめくる。

「ええと、たしかピノキオの結末は……」

「あ、いわなくていい。……最後のところはマユカが自分でつくっているんだ」

「つくっている？」

「ピノキオはね。人間になって、そのあと、コックさんになるんだよ」

「人間になって、幸せになって終わりじゃないのかい」

「人間になれても、それだけで幸せになれるわけじゃないでしょう。人間がみんな幸せなわけじゃないし」

　マユカは真顔で返してくる。デリダは息を吞のんだ。彼女の抱かかえる心の傷をみてしまったような気がした。

「だからね。ピノキオはお人形さんのときは食べられなかったおいしいものを、たくさんつくるコックさんになるんだよ」

「へえ」

「おいしいものをたくさん食べたら、幸せだと思わない？」

　デリダは、それが彼女の価値観なのだと理解した。

　ただおいしい料理を食べることすら満足にできない生活。それが、この時代を生きる子どもの直面している問題なのだと。

「難しい問題だな」

　だから、ただそう答えるしかなかった。




　　　　＊




　ネイサン・ビルシュタインの家がある高級住宅街は、見る影かげもなく荒こう廃はいしていた。木々や花か壇だんの花は枯かれ、柵さくは錆さびつき、塀へいは崩くずれて無残な姿をさらしている。

　デリダは呆ぼう然ぜんとしながらも、変わり果てたネイサンの屋や敷しきに足を踏ふみ入れる。

　彼の主観で数日前にマージュの誕生日パーティをしたリビングは、埃ほこりが厚く積もっていた。

　泥どろ棒ぼうでも入ったのかあちこち破は壊かいされ、小物のいくつかは持ち去られている。マージュの母親の写真が、昔のまま飾かざられていた。それがなぜか、ひどく物悲しい。

　あの日、ネイサンはマージュを、友人であるユーリィの家に預けたという。マージュは、あれからいちどもこの家に戻もどらなかったのだろうか。

　ふと、どこからか鼻歌が聞こえてきた。

　女性の声だ。デリダの記き憶おくのなかで、マージュの誕生日パーティのときの光景が蘇よみがえる。

　この曲は……。

　ああ、ユーリィがマージュのために、パーティの余興として歌っていた曲だ。

　時間の経過に色はない、ひとの感情こそが、記憶に色をつける。

　たしかそんな歌詞の……。

「なっ」

　不意に、デリダの視界が歪ゆがんだ。

　かん高い耳鳴り。

　思わずよろめき、額に手を当てて呻うめく。




　気づくと、目の前に人ひと影かげが現れていた。

　ひどく非現実的で、炎ほのおのようにゆらめく少女の影だ。周囲の景色は消え、濃のう霧むのようなもやに包まれている。

「きみは」

　思い出す。

　あの日、あのとき。ネイサンの車が爆発し、その衝しよう撃げきで崖がけから転落したデリダを、深い森のなか、睡すい眠みん装置がある地下施し設せつまで案内した謎なぞの少女だ。

　思い過ごしだと思っていた。

　大おお怪け我がを負っていたデリダがみた、幻げん覚かくなのだと。

　いや、これも幻覚……なのか……？　そもそも、この少女は……ああ、彼女によく似ている。

「マージュ？」

　呟いたあとで、デリダは激しく首を振ふった。

「いや、十年経たっているんだ。マージュのはずがない」

　返事など期待していなかった。幻まぼろしが話をするはずがない。夜の森の、あのときの幻ならともかく、いまは……。

「わたしは……アンジュ」

　少女が口を開いたことに、デリダは衝撃を受けた。

「アンジュ」

　やはりマージュではないのか。いや、しかし彼女の声はマージュに似ている。そもそもこの夢とも現実ともつかない光景は……。

　まばたきをした。

　次の瞬しゆん間かん、アンジュと名乗った少女の姿は消えていた。




　はっとわれに返ったデリダは、周囲を見み渡わたす。

　少女の姿は、もうどこにもない。やはり幻覚だったのだろうか。

「マージュ……ネイサン……」

　混乱しつつも、その耳がまた女性の歌声を捉とらえる。

　そうだ、自分はさきほど、これを聞いて、それから……。

「この声は……」

　長い廊ろう下かに向かって、ふらふらと歩き出す。

　裏庭に出た。ここも荒あれ果てて、雑草が好き放題に繁はん茂もしている。

　庭の片かた隅すみにちいさな温室があった。月げつ下か香こうの鉢はち植うえの花は枯れ果てている。

　思い出す。ここでデリダは、マージュと話をしたのだ。

　彼女はいった。いまは季節はずれだから、暖かくなったらここに植えてやるのだと。そう、笑え顔がおで。

　それがここにあるということは……。

「マージュ」

　彼女は、あれからもう一度、ここに来たのだ。

　鉢植えに近寄り、じっとみつめる。

「動かないで」

　と、背後で刺さすように鋭するどい声が響ひびいた。

「手をあげて」

　背中に細いものをつきつけられる。

　デリダはゆっくりと手をあげる。振り返って相手を確かく認にんしようとするが、「振り向いたら撃うつ！」と厳しい声があがる。

　慌あわてて姿勢を正した。

「誰だれ？　ここへなにしにきたの」

　ふと、思い出す。この声、そして彼女の言葉。

　マージュの誕生日パーティのことだ。

　ひとに銃じゆうを突つきつける真似まねごとが好きな少女がいた。マージュといわず、デリダといわず、カメラを銃口に見立てて「動くな」といっては笑っていた幼い子ども。

　マージュの友人、ユーリィとはそういう少女だった。そう、声も同じだ。たとえ十年経っていたとしても……。

「動かないで！　撃つわよ！」

「撃てるはずがない」

「なんですって」

「だってそれは……カメラだろう、ユーリィ」

　デリダは振り返った。直後、銃じゆう撃げき音が響く。デリダのすぐそばの鉢植えが割れる。衝撃で、思わず尻しりもちをついた。

[image: ]

　目の前に、少女がいた。あの日の面おも影かげがある、眼鏡をかけた十代後半の少女が……。

　きついまなざしをして、デリダを睨にらんでいた。

　本物の銃を、デリダに向かってつきつけていた。

　その銃口から煙けむりがあがっているのは、さきほどの一いち撃げきが本物であった証明なのだろう。

　そう、撃たれた。

　銃は本物だったのだ。

　気づいてしまう。いまの世界と、十年前の違ちがいに。

　あのときの彼女のごっこ遊び、銃など遠い世界のできごととして捉えていたからこそのそれは、もう影も形もなくなってしまった幻げん想そうにすぎないのだと。

　あの日、マージュとともに笑っていた少女は。

「二発目は外さない」

　本物の銃を構え、険しい表情で、かたい口調で、そう告げた。

　その言葉にこの十年の辛つらい日々のすべてがこもっているような気がして、デリダは悲しくなる。

　いや、その前に……。

　デリダは勘かん違ちがいで殺されようとしている。慌てて首を振った。

「待て、おれだ！　デリダだ！」

「デリダ？」

　銃じゆう声せいを聞きつけたのだろう、外で待機していたはずのヴィドーとマユカが駆かけてきた。デリダは「来なくていい」とふたりを手で制する。

「そんなはず……だって、デリダは」

「十年間、氷こおり漬づけになって眠ねむっていたんだ」

「そんなの、信じられるわけ……」

　ユーリィはちからなく銃を下ろす。

　デリダは、少女の態度に不ふ穏おんな気配を感じた。

「ユーリィ、マージュは？　マージュはどこだ。無事なんだろう」

「マージュは」

　少女はいぶかしげにデリダを観察したあと、懐ふところから一枚の写真をとりだす。

　じっと、写真をみつめる。

「死んだわ」

　デリダは最初、その言葉を信じられなかった。しばしユーリィの態度をみてそれが冗じよう談だんなどではないと悟さとる。

「そんな……マージュが」

　ユーリィが写真を差し出す。

　デリダが受けとった写真には、十六、七歳に成長したマージュが、ユーリィとともに学生服姿で並んで写っていた。

　ふたりの少女は、幸せそうに微笑ほほえんでいた。
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　デリダたちは、ユーリィの案内で、近くの墓地に赴おもむいた。

　十年前は公園だったはずの場所だ。そう指し摘てきすると、冷たい声で「もう何年も前の話」といわれてしまった。

　ユーリィは、質素な墓の前で立ち止まる。

　デリダは墓石の文字を読んだ。

　マージュ・ビルシュタインとネイサン・ビルシュタインの名前が刻まれていた。

「そんな」

「これでわかった？　マージュは死んだの」

「噓うそだ……」

　膝ひざからちからが抜ぬけていく。デリダは地面に頽くずおれた。

　救いを求めるように、ユーリィをあおぐ。

「教えてくれ。マージュになにがあったんだ」

「なにって、戦争よ。マージュだけじゃない。ここにいるひとたち、みんな」

　ユーリィは、墓石が立ち並ぶ周囲を見み渡わたす。

　そう、十年前にはここは公園で、いまはこれだけ無数の墓石が立ち並んでいる。その変化の理由は、目の前の少女が告げた、ただひとつの事実に集約されているのだ。

　戦争。

　それが、すべてを変えた。この国を、この国に住む人々を。

　そして、目の前の少女とマージュの運命を。

　デリダが知る十年前は、まだ周辺国できな臭くさい話が流れているだけだった。この国は、まだまだ大だい丈じよう夫ぶだろう、と思っていた。

　現実から目を背そむけていただけなのだろう。

　冷静に思い返せば、国際情勢は坂道を転げ落ちるように悪化していた。

　隣りん国ごくで道路が封ふう鎖さされて海産物が届かないという話。紛ふん争そうによる株価の下落。それとは逆に、軍ぐん需じゆ産業の知り合いからは景気のいい話をたくさん聞いたものだ。

　もうすぐ、たいへんなことになる。

　そのサインはあちこちに出ていた。

「なにか、おかしい？　誰でもわかっていることなのに」

「違うんだ。おれは昨日、この時代にきたばかりで」

　つまりは、そういうことなのだ。

　ユーリィが生きてきた十年は、デリダの知る十年前とは比べものにならないほどの激動で、過か酷こくなものだった。

　いまのデリダとユーリィの間に横たわっている厚い壁かべとは、そういうものなのだ。

　ユーリィは、うさんくさいものをみるような目でデリダを睨む。

「あなた、誰なの」

「デリダだよ！　デリダ・イヴェン。マージュの父親の、ネイサンの友人で……きみのことだって知っている。マージュの友だちで、カメラが大好きな……」

「噓よ！　デリダは！」

　ユーリィは視線を背けた。

　己おのれにいいきかせるように、ちからなく呟つぶやく。

「デリダ・イヴェンは、マージュのお父さんを殺して自分も死んだって」

「違う！　濡ぬれ衣ぎぬを着せられたんだ！　リビルド社に……」

　デリダは拳こぶしをかたく握にぎった。これ以上、言葉を重ねたところでユーリィの疑念を解くのは難しい。相手が混乱しているのは、わかっていた。

「アンドレイに……」

　口にしたことで、絶望が増す。昨日の夜は、まだやるべきことがあると、ただその気持ちだけで己を奮い立たせることができた。

　親友の遺ゆい言ごん。マージュを頼む、とネイサンは最さい期ごに叫さけんだ。

　デリダは、それすら叶かなえられなかった。

　ふと、足音が近づいてくる。

　花束を手にした女だ。黒いドレスをまとい、つばの広い黒の帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶった、未亡人とおぼしき女性が墓石の並ぶ道をやってくる。

「死せる魂たましいは尊しもの。あなたがたはご存じないようね」

　女性は、ふたりから少し離はなれた墓石の前で立ち止まった。

「墓参りには花を持ってくるものよ」

「あ……っ」

　ユーリィが、虚きよを衝つかれたような声を出す。

　デリダは胸にざわつきを覚え、女をみた。

　女が、ふたりに向かって花束を差し出す。ユーリィが戸と惑まどい、首をかしげる。

「なに……？」

　墓地を強い風が吹ふき抜けた。

　花束の花びらが宙を舞まう。ユーリィは顔を覆おおった。デリダはしかし、女が花束を落とす様子をみる。

　女はそのまま、ユーリィに向かって腕うでを伸のばす。

　金属の指だった。

　まばたきひとつする間に、女はその手に拳けん銃じゆうを握っている。口の端はしをつり上げる。

　直後、銃声。

　銃口が火花をあげる。

　女の銃は、しかし宙を舞った。

「デリダ！」

　少し離れたところにいたヴィドーが叫ぶ。女の銃を弾はじいたのは、彼だろう。ヴィドーは女に向かって銃を連射しながら走ってくる。

　だが女は、素す早ばやい身のこなしでヴィドーの弾だん丸がんを避よけた。尋じん常じような動きではない。おそらく、身体からだのあちこちを機械で強化しているのだろう。

　オートマタの技術の発達と並行するように、いわゆるサイボーグ技術が発達してきたことをデリダは知っていた。義体に用いられる最さい先せん端たん技術の一部は、デリダたちが開発したオートマタ、その最新機種であるＤデイＺジイにも採用されている。

　女が黒いドレスを脱ぬぐ。

　軍隊でみるような戦せん闘とう服があらわになる。女はコンバットナイフを抜き放ち、ヴィドーに対して身構える。

「なんだよ、いったい！」

　デリダはユーリィとともに、ヴィドーの背後に隠かくれた。ヴィドーは女を睨にらみつつ、巨きよ体たいでふたりを隠すように立ちまわる。

「グラハムへ行け！」

「あ、ああ！　ユーリィ！」

　デリダはまだ事態がよくわかっていない様子で目を白黒させるユーリィの手を引き、墓地の駐ちゆう車しや場に向かって駆かけだした。

「逃にがさない」

　女がぼそりと呟き、ヴィドーに目もくれずデリダを追ってくる。ヴィドーは腰こしを落として、そんな女にタックルをしかけた。

　ふたり、もろとも倒たおれ込む。

「きさまっ」

「あいつはおれの客なんでなっ」

　格かく闘とうの音が墓地に響ひびく。

　デリダたちはなんどか振ふり返りつつ、息を切らせながらヴィドーの車のもとへ辿たどりついた。

　ヴィドーはまだ、女と戦っているようだ。銃の発射音が森に響いている。

　デリダは、ユーリィを乱暴に車内へ押し込んだ。

「あなたたち、いったいなんなの！」

「グラハム！」

　デリダは抗こう議ぎの声をあげるユーリィを遮さえぎり、車のナビに叫ぶ。

「いますぐヴィドーを助けに……」

『ヴィドーにはマユカを守るよう指示されています』

「は？　でも」

　そのマユカが車から顔を出した。

「パパ！」

　振り返れば、血まみれのヴィドーが運転席に乗り込んでくるところだった。胸むなもとのおおきく裂さけた服が、戦いの激しさをものがたっている。

「パパ、これ！」

　ヴィドーはマユカから包帯や薬くすり瓶びんを受け取りつつ、素早くエンジンをかけ、計器類をチェックしていく。

「おい、おまえ。いったいなにに狙ねらわれているんだ！」

「え？」

　デリダは間の抜けた声をあげた。

　いまのは、自分が狙われたということなのか？

「あいつは白い死神のドナだ！　狙った獲え物ものは地じ獄ごくの果てまで追いかける。デストラクトなんてもんじゃねえ、最悪の殺し屋だよ！」

「なんでそんなやつがおれを」

「こっちが訊きいている！　よっぽどのことじゃないとあんなやつ雇やとわねえ！」

　デリダが息を吞のむなか、ヴィドーはぐっとアクセルを踏ふんだ。

　ヴィドーがハンドルを握る車は、勢いよく走り出す。

『背後、狙われています』

　グラハムの電子音声が警告してくる。

　デリダは、バックミラーに女が映っていることに気づいた。対戦車ライフルのようなものを構えて、こちらに狙いをつけている。

「一気に振り切る！」

　ヴィドーがハンドルを切る。一行が乗る車はスピンしながら直ちよく撃げきを避け、風圧で少し吹き飛ばされながらも立て直すと、そのまま加速する。

　女の姿は、あっという間にその姿がみえなくなった。

「報ほう酬しゆうの上積みはさせてもらうからな！」

　ヴィドーの悪態を、デリダは呆ぼう然ぜんとしながら聞く。
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　舗ほ装そうされていない廃はい墟きよの道路を、グラハムが土つち煙けむりをあげて疾しつ駆くする。窓の向こう側の崩くずれた家々が高速で後ろに流れていく。

「ねえ、どこに向かっているの！　わたし、関係ないんだけど！」

　後部座席に押し込められたユーリィが叫ぶ。

「じゃあいますぐ飛び降りろ」

　運転するヴィドーの返事は、そっけないものだった。

「なっ、ちゃんと停とめてくれればいいでしょ！」

「安全を確保できるまでは停まらない。それがおれのレギュレーションだ」

　ユーリィは振り返り、「もう誰だれもきてないじゃない」と抗議する。

　バックミラーごしに映るヴィドーの表情は、いまだ険しい。

「あのドナがそう簡単にあきらめるものか」

　いっぽう、デリダはその会話を遠い出来事のように聞いていた。混乱している。マージュの墓、そして暗殺者の襲しゆう撃げき……。

「デリダ、あなたがこなきゃ、こんなめに遭あわなかったのに！」

　ユーリィの矛ほこ先さきがデリダに向いた。デリダははっとわれに返る。

「おれだって」

　とっさにいいかえしていた。

「ずっと悪夢のなかにいる……。死神って女に追われたり、そのうえ、マージュが死んだなんて……。この世界はどうなってるんだ！」

　両手で顔を覆ってうめく。

　ユーリィが気まずそうにしているのは気配でわかるが、いまはデリダも、自分のことだけでいっぱいいっぱいだった。

「そのひとね、十年前から飛んできたんだって」

　助手席のマユカの声。

「十年……っ」

　ユーリィは困こん惑わく気味に呟つぶやく。

　と、後方からヘリのローター音が響いてきた。

『背後、上空です』

　グラハムの電子音声。

　振り返れば、ガラス窓ごしに、軍隊で使用される戦闘用の単座型ヘリコプター、通つう称しようキャノピーが迫せまってくる様子がみえる。

「やっぱりきやがったか！」

　ヴィドーのつぶやき。デリダとユーリィは目をこらし、キャノピーを操縦するさきほどの女の姿を確かく認にんした。

「うそっ、ほんとにさっきのひと！」

　ユーリィが悲鳴のような声をあげる。

「よっぽどだいじな仕事のひとなんだね」

「そんなに大物にはみえないんだがなあ」

　マユカとヴィドーが、他人ひと事ごとのようにそんな会話をしていた。

「おい、いくら上乗せできる。あの女から守るのは高くつくぞ」

　ヴィドーの言葉に、デリダは「いくらでも構わない！」と叫さけび返した。

「全部つけてくれっ」

「ほんとにそんな持ってんのかよ」

　ヴィドーは呆あきれた様子で呟いたあと、まあいいとばかりにフロントパネルを操作した。

「全員、しっかりと摑つかまっていろ」

　後部座席のデリダたちの上半身に安全バーが下りる。

「え、ちょっ」

　慌てたユーリィの声を無視し、グラハムが加速する。




　キャノピーが機き関かん銃じゆうの銃身を回転させ、弾丸を途と切ぎれなく撃うちおろしてくる。グラハムは激しい蛇だ行こうでそれを回かい避ひした。

　車内は激しく揺ゆれ、ユーリィが悲鳴をあげる。

「口を閉じてろ！　舌した嚙かむぞ！」

　ヴィドーが叫び、車をさらに加速させる。

「グラハム、近くに拠きよ点てんは」

　ナビの画面が切り替かわり、周辺の地図が表示される。山のなかの洞どう窟くつに赤いマークが点灯した。

『キャンプ・エクソンが約四キロのところにあります』

「よし」

　ヴィドーはハンドルを切る。

　車はドリフトしながら、尻しりを振って道を曲がった。上空からの機関銃の掃そう射しやをかわしつつ、ふたたび急加速していく。

　がくん、と衝しよう撃げきがあった。

『後部フェンダー、居住区装そう甲こう版に被ひ弾だん』

「持ちこたえろ！」

　グラハムの電子音声にそう投げ返し、ヴィドーは鋭するどいステアリングで続く射撃をかわしていく。

　見事な腕うで前まえだった。だからといって、座っているだけのデリダとしては生きた心地ここちがしない。ユーリィは車が揺れるたび、悲鳴をあげていた。

　車は途と中ちゆうで山道に入る。

『拠点まで八百メートルです』

「オフロードモードだ！」

　フェンダーが上下に動き、車高があがる。変形したグラハムは、険しい上り坂を一気に駆かけ上がった。

　ほどなくして、洞窟の入り口がみえてきた。

　グラハムはスピードを落とさず、洞窟のなかに突とつ入にゆうする。

　さすがにこの先までは、キャノピーでは追ってこられないだろう。デリダはほっと安あん堵どの息をつく。

　と、後方で激しい揺れが走った。慌てて振り返ると、車が通ってきた道の壁かべが崩れ落ち、退路が塞ふさがれていた。

　さらにおおきな揺れ。激しい爆ばく発はつ音が立て続けに響く。

　ユーリィがなんども悲鳴をあげる。




　　　　＊




　洞窟の終点、ドーム状に広がった空間でグラハムが停車する。

　幸いにして、それ以上の敵の追つい撃げきはなかった。洞窟の入り口は塞がれてしまったが、当座の危機は脱だつしたといえる。

「おい、全員降りろ」

「うう、やっと」

　ドアが開き、よろめくユーリィを先頭に外に出る。

「ここは」

　デリダは腰こしを押さえてうめくユーリィから視線をそらし、周囲を見み渡わたした。ドーム状の空間のあちこちに、食料や工具、生活用品が並べられている。

「非常用の補給基地だ。ここのほかにも、いくつかある」

「へー。撮とってもいいかな」

　ユーリィがカメラをとりだした。

　少し元気が戻もどってきたようだ。ヴィドーの許可をもらってぱしゃり、ぱしゃりとやりはじめる。

　マユカが、そんなユーリィのそばにやってきた。幼い少女は、カメラをもの珍めずらしそうに眺ながめている。

「写って、いい？」

「うん！」

　マユカがポーズを決め、洞窟の壁を背景にユーリィはそれをファインダーで切り取る。ヴィドーはやれやれ、とグラハムの損傷を確認していた。

　車体はぼろぼろの泥どろだらけで、あちこちへこみ、破損しているパーツもある。

「くそっ、派手にやりやがって」

　ヴィドーは工具をとりだし、修理をはじめる。

　そんな一行を眺め、ため息をついたあと、デリダはドームの隅すみに座り込む。疲つかれた。まだ頭が混乱している。

　移り気なマユカが今度は読書をはじめたからか、ユーリィがそんなデリダに近づいてくるのが足音でわかった。

　なおも俯うつむいていると、カメラのシャッター音がすぐそばで響ひびく。

　顔をあげる。

　ユーリィがカメラを構えていた。

「このまえもやられたよ。変わってないな」

「いつの話？」

「誕生日会。マージュの八歳の……」

　ユーリィは、また怪け訝げんな表情になる。

「ほんとうにわたしのこと、知っているの？」

「おれにとっては、ついこの前のことだからな」

　ユーリィは胡う乱ろんなものをみるような顔でデリダをみつめる。

　と、ヴィドーがデリダを呼んだ。修理を手伝って欲しいらしい。デリダは立ち上がり、彼のもとへ向かった。

　背中に、眼鏡の少女の視線が突つき刺ささっているのがわかる。

　もし逆の立場だったとして、相手をうさんくさく思わないでいられるかというと、デリダとしても自信がなかった。

　ましてやあのとき、ユーリィはまだ八歳だったのだから。

　彼女とわかりあうためには、ゆっくりと時間をかけるしかない。

　いや、その時間があるのだろうか。

　命を狙ねらわれてたのはデリダだ。いまにして思えば、マユカがデリダに対して旧式の認証装置を使ったあのとき、政府のデータベースにアクセスしたのだろう。

　過去の亡ぼう霊れいとなっていたはずのデリダに対して張られた古い網あみに引っかかったとしたら、あのタイミングしか考えられない。

　誰がデリダを殺そうとしたのか。

　リビルド社の上層部だ。おそらくは、アンドレイ。

　デリダが生きていて不都合な者となると、それしか考えられない。

　ダメだ。ユーリィをこれ以上、デリダの事情に深入りさせるわけにはいかない。彼女の家に届けて、それきり彼女と会わないほうがいいだろう。
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　ユーリィを家に送り届けるため、修理したグラハムで洞窟の裏から出て、ハイウェイに乗った。

　懸け念ねんした暗殺者の追つい跡せきはない様子である。あれでデリダたちが死んだと判断してくれればいいのだが……。




　走る車のなかから、デリダは窓から街を見下ろした。

　壊こわれたビルの周囲にひとが集まり、自然発生したとおぼしき市ができている。経済活動は活発なようだった。

　建物が壊れても、国が崩ほう壊かい寸前でも、ひとは生きている。

「ねえ、これをみて」

　後部座席で並んで座ったユーリィが、デリダにカメラを渡わたしてくる。モニタに映し出されているのは、デリダの顔だった。

　はっと気づく。

　これは、さきほど撮さつ影えいされたものではない。十年前、マージュの誕生日パーティでほかならぬユーリィが撮った写真だった。

「消していなかったのか」

「大切な思い出、だから」

　ユーリィはじっとデリダの顔をみる。

「デリダ、十年前とそっくり」

「そりゃ、おれにとっては数日前のできごとだからな」

「さっき確かく認にんして、びっくりした」

「少しは信じてくれたか」

　ユーリィはちいさくうなずいた。

「あのさ、デリダ。わたしの部屋で、みせたいものがあるの」
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　ユーリィの家は、街はずれにあるボロボロのアパートだった。

　用心のためヴィドーとマユカはグラハムに乗ったまま近くの林で待機、デリダとユーリィのふたりだけで、アパートへ赴おもむく。

　四階まで、錆さびついた階段を登った。手すりが一部、壊れていて少し怖こわい。

「ずいぶん静かだな」

「ほかに誰だれも住んでいないもの」

「ここに、きみとマージュが……」

「ええ」

　ずっと、ふたりだけで住んでいたのだという。

　四階の階段をあがってすぐの一室、たてつけの悪い玄げん関かんのドアを開けた。ユーリィが照明のスイッチを入れる。

　質素な室内だった。

　ものが乱雑に置かれていて、部屋主の性格をよく表している。

　デリダは部屋の隅でじっとしているオートマタを発見した。見慣れたフォルムに、すぐに気づく。

「ミセスハドソン！」

　デリダはオートマタに駆け寄った。彼の声にも反応しないところをみると、スイッチが切れているのだろう。

「どうしてここに」

「ずっといっしょだったわ。わたしと、マージュと」

　ユーリィが近寄ってきて、動かないオートマタをやさしく撫なでた。

「バッテリーは」

「いまはスリープ状態にしてあるのよ。電源が安定しないことも多くて。でも、ちゃんと充じゆう電でんすれば動くわよ。彼女も、わたしたちにとっては、ちいさいころからの大切なともだち」

「そうか、ずっと……」

「ねえ、これをみる？」

　ユーリィは棚たなからフォトフレーム式のモニタをとりだし、デリダに渡してきた。

　写真が、連続して切り替かわる。そのいずれもが、マージュを写したものだった。

　ユーリィと並んで笑っているマージュ。

　ひとりですまし顔をしているマージュ。

　切り替わるたびに、少しずつマージュの背せ丈たけがおおきくなっていく。だんだんと大人になっていく。

　そこには、デリダの知らない歳月があった。子どもが成長し、一人前になっていくまでの長い長い月日である。

　最後の一枚の写真は、ユーリィがいうには「十六歳の秋」とのことであった。

　落ち着いたものごしの、美しい少女が立っていた。

「そうだ、ネイサンがいっていた。マージュはきみの家に預けたと」

「うん。最初はわたしの実家にいたわ。でも戦争が始まって、わたしの家は外国にいくことになった。でも、わたしとマージュはこの国を離はなれたくなくて、両親を説得して、ここで暮らしていたの」

「そうだったのか……」

　写真のなかには、制服姿のものもあった。笑っている。ふたりきりの生活は、幸福だったのだろうか。そうであればいい、とデリダは願った。

「マージュとふたり暮らしをしている間、警察のひとやリビルド社のひとが何度もきたわ。『デリダはこなかったか』って」

　デリダは慌あわてて顔をあげる。

「おかしいわよね。デリダは死んだって、ニュースでいってたのに」

　ではリビルド社は、デリダの死を信じていなかったのか。

　だからこそ彼らは、デリダのデータにアクセスした者がいたその瞬しゆん間かん、動くことができた？

「でもマージュはいっていたわ。デリダはぜったいに生きてる、って。いつか必ず、ここにくるって」

「マージュはおれのこと、信じてくれていた。なのにおれは……間に合わなかった……」

　ユーリィは、フォトフレームにマージュの八歳の誕生日の写真を出した。

　マージュがひとりきりで写っている写真だ。

　あの日のユーリィは、たくさんの写真をとっていた。心から楽しそうに、あの大切な楽しかった空間を切り取っていた。

　まさか、そのすぐあとにあんなことが起こるなんて、目の前の少女はちっとも想像していなかったに違ちがいない。

　写真が切り替わる。

　マージュとデリダが並んで写っている写真。マージュも、デリダも、笑いあっていた。

　デリダの頰ほおを涙なみだが伝う。

　それはもう、けっして戻もどってこない過去だ。
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　親友の最さい期ごの言葉だけをよりどころに、ここ数日の嵐あらしを生き延びてきた。でも、もう彼女の笑え顔がおは戻らない。永遠に失われてしまった。

「う……っ」

　情けない。デリダはうめく。

　マージュのために、ネイサンのために、自分はなにもできなかった。すべての努力は無む駄だだった。無意味だった。

　ユーリィが、じっとデリダをみつめているのがわかる。彼女が罪を感じる必要などないというのに。

　そう、これはデリダの罪だ。

（すまない、ネイサン）

　デリダは心のなかで親友に謝罪した。

　マージュとの別れ際ぎわを思い出す。けっきょく、彼女に謝ることすらできなかった。なにもかも、後こう悔かいすることばかりで……。

　と、ユーリィがおおきく息を吸い込む。ぐっと拳こぶしを握にぎる。

「あのね」

　少女が、かたい声でいう。

　デリダは顔をあげた。眼鏡のフレームごしの少女の双そう眸ぼうに、強い決意の光が宿っていると気づく。

　意を決して、少女は告げる。

「本当は、生きている」

　デリダは最初、その言葉の意味がわからなかった。ユーリィはデリダをまっすぐにみつめる。その言葉に、ちからを込める。

「マージュは、生きている」

　デリダは目を大きく見開いた。
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「あの墓は、わたしがつくった偽にせ物ものよ」

　驚きよう愕がくしたデリダに、ユーリィは告げる。

「マージュが誰かに狙ねらわれているのはわかっていたから。死んだことにして、目くらましにお墓をつくったの」

「マージュは、いまどこに」

「それが、わからないの。去年の秋、突とつ然ぜん、出ていってしまって……。ずっと捜さがしているんだけど」

「マージュ……」

　デリダは思い出す。

　マージュは、心優やさしい少女だった。ユーリィを巻き込まないために用心するほど、彼女が為なそうとしていることとはなにか。

　アクセスキーだ。

　誕生会の夜に、デリダが渡わたしたあれの存在こそが、いまマージュとユーリィを苦しめている。

「おれの……せいだ。おれが、マージュにあんなものを渡したから」

　うつむき、唇くちびるをきつく嚙かむ。

「おれとネイサンが襲おそわれたのは、おれが開発した、あるデータのせいなんだ。おれはあの夜、そのデータへのアクセスキーをマージュに渡した。彼女が狙われているとしたら、それをまだ持っているからだ」

　ユーリィが視線をそらす。

　その表情は、デリダには読めなかった。

　違うんだ、と叫さけびたかった。きみが悪い理由などひとつもないのだと。

　すべてはデリダのミスだった。

　十年前のひとつの出来事のせいで、彼女たちはいまも……。

　いや、と首を振ふる。

　少なくとも、いまデリダにはやるべきことがみつかった。すべては失われていなかったのだ。まだ、できることがある。

「はやく探し出さないと」

「デリダ。あなたの話、信じるわ。あなたがマージュのことを思って流した涙は、本物だと思うから」

　ユーリィはカメラのモニタを切り替える。

　今日、彼女が洞どう窟くつでとった、デリダの写真。

　続いて、十年前の誕生日会の、デリダの写真。

「十年の刻ときを飛び越こえてきた話も、信じてみる」

「ありがとう、ユーリィ」

　デリダは、微笑ほほえんだ。

　彼女の信しん頼らいを得たことが嬉うれしかった。これで少し、十年で消えたものの一部をとりもどせたような気がした。

「それで、どこか心当たりは？　マージュがいきそうな場所の」

「それは……」

　ユーリィは無念そうに、首を横に振る。

　まあ、それはそうかと思った。もしユーリィに心当たりがあったなら、行動力のある彼女のことだ、とうに直接いって、調べていたことだろう。

「でも、生きているなら。……必ず、会える」

　デリダは拳をかたく握る。

「ユーリィ。話してくれてありがとう」
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　デリダは「ヴィドーを呼んでくる」といってユーリィを部屋に待たせ、ひとりでアパートから出た。

　外からもういちど、ユーリィの部屋のある四階のあたりを見上げる。

　いや、ユーリィとマージュの部屋、だ。

　デリダが眠ねむっていたこの十年、ふたりの少女が、互たがいを支え合って生きてきた思い出の地。

　デリダが知らない、マージュの想おもいが詰つまった場所。

　マージュをもういちど、ミセスハドソンと会わせてやりたいと思った。あの部屋で別れたユーリィのためにも……。

　小走りに駆かけ出す。

　だが、数歩で足をとめた。

　まだ日は高いというのに、あまりにも不自然なもやが出てきたからだ。

「霧きり……」

　そう呟つぶやいた瞬間、一気に霧が濃こくなる。

　周囲が白はく濁だくに染まる。




　目の前で、炎ほのおが揺ゆらめいた。

　炎のなかから、赤いワンピースの少女が姿を現す。

「きみは……」

　そう、これまで二度、デリダの前に現れた不思議な少女である。

　思えば、彼女と初めて会ったのは十年前だった。その次は、今日。ユーリィと出会う直前である。

　興味深いのは、デリダの記き憶おくが確かなら、彼女が十年前もいまも、まったく姿かたちが変わっていないことであろう。

　少女は訴うつたえかけるようにデリダをみつめたあと、なにかを激しく拒きよ絶ぜつするように首を振った。

　少女は口を開く。なにかを語ろうとしているようだ。

　しかし、その声は聞こえない。

「なんだ？　なにをいいたいんだ？」

　少女が、すっと右手をあげた。人差し指が、アパートの上層部を指す。




　次の瞬しゆん間かん、その姿がかき消える。

　同時に、濃のう霧むも噓うそのように消しよう滅めつする。




　太陽の光が戻もどってくる。

「まさか、ユーリィの身になにか」

　デリダが振り返った、その瞬間だ。

　アパートの上層部、ユーリィとマージュの部屋のあたりで爆ばく発はつが起こった。耳を聾ろうする爆音とともに、爆風がデリダを襲う。

「ユーリィっ」

　デリダはアパートに駆け寄った。

　ユーリィが、アパートの窓からぶら下がっていた。苦く悶もんの声をあげ、足をぶらぶらさせながら、かろうじて窓まど枠わくにしがみついている。

　長く保もちそうにはなかった。

　デリダは彼女の名前を叫びながら、その真下に走る。

　少女が悲鳴をあげて、四階の窓から落下した。

　デリダはギリギリのところで滑すべり込んで、落ちてきた栗くり色いろの髪かみの少女を抱だきとめる。

　ユーリィをかばうように、アスファルトの上を転がった。

「ユーリィっ、あ……っ、よかった、もうだいじょうぶだ。……立てるか」

「え、ええ」

　デリダはユーリィの手を引き、立ち上がる。

　草の焼ける臭においがたちこめていた。火の粉が舞まっている。デリダとユーリィは身体からだを起こし、ともにアパートのあった方をみる。

「あ……あ……っ」

　さきほどまで健在だったアパートは、いまやおおきく炎えん上じようしていた。

「助けなきゃっ！　ハドソン！　マージュの写真も！」

　少女は慌あわてて、アパートへ向かって走り出そうとする。デリダはとっさにその腕うでをつかんだ。

「どこへいく気だ！」

「だって！　あそこにはだいじなものが……っ」

　アパートは激しく燃え盛る。

　もろくなった建材が、音を立てて落下する。

　もともと老ろう朽きゆう化していたこともあるだろうが、アパート全体がいまにも崩くずれ落ちそうだった。

　デリダは、自分もあのなかに突とつ入にゆうしてマージュとの思い出の品を回収したい気持ちを、ぐっとこらえる。

「もう無理だ」

　と、車のエンジン音が接近してくる。

　少し離はなれて待機していたグラハムだった。タイヤのゴムをきしませ、デリダたちのそばに滑り込んでくる。横のドアが勢いよく開く。

「乗れ！」

　ヴィドーが切せつ羽ぱ詰つまった表情で叫んだ。

　デリダはユーリィの手を握にぎって、グラハムに乗り込む。少女はちからなくデリダに従った。まだ放心している。無理もない。

　グラハムが急発進する。幸いにして、敵の追つい撃げきはなかった。

「まさか建物ごと吹ふっ飛ばそうとするとはな」

　ヴィドーのつぶやき。

「もしかして、またあの、ドナって女が」

「いや、おそらく別だ」

　デリダの言葉を、ヴィドーが否定する。

「爆発する前、妙みようなやつらをみた。……ったく、面めん倒どうなのを拾っちまったぜ」

「マージュ……。ごめん、ごめんね」

　ユーリィは両手で顔を覆おおって泣いていた。デリダはそんな彼女をじっとみて、しかしなにも言葉をかけられなかった。
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　夕日が差している。

　追っ手がいないことを確かく認にんした一行は、森のなかでキャンプすることにした。

　ユーリィは車から降りたあと、呆ぼう然ぜんとして街のほうを眺ながめていた。

　思えば、長い一日だった。

　デリダにとっては十年後の世界にきてから二日目。ユーリィと出会い、マージュが死んだと教えられ、彼女とネイサンの墓をみて、女暗殺者に追われて洞窟に逃にげ込み……。

　そしてさきほどは、ユーリィのアパートに赴おもむいた。

　ユーリィは、マージュがじつは生きていると教えてくれた。ただし、いまどこでなにをしているかはまったくわからないとも。

　そのユーリィとマージュが長く共に暮らしたアパートは、なにものかによって爆ばく破はされた。

　少女は、親友との思い出ごと、帰る場所を失った。

「すまない。おれがきみの家にいたせいで」

　デリダは、まだ放心しているユーリィのそばに寄った。

「明日あした、ヴィドーに頼たのんで、ご両親のところへ送ってもらうよ」

　ユーリィの両親は海外に移住したという。いまのこの国の状じよう況きようを考えれば、彼らも娘むすめのことが心配でたまらないはずだ。

「おれはマージュを探しにいく。もしも逢あえたら、きみにも連れん絡らくするよ。……必ず」

　少女はぼうっとしたまま、デリダの言葉を聞いているのかどうかもわからなかった。本当に申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　彼女を巻き込んでしまったことに。

　彼女とマージュの、過去の傷をえぐってしまったことに。

「だから、明日でお別れだ。きみはご両親のもとで安全に……」

「決めたわ」

　ユーリィがつぶやく。

　え、と戸と惑まどった次の瞬間、デリダは少女に襟えりぐりをつかまれ、ぐいとちから強く引っ張られていた。

「わたしもいく！　マージュを探しに！」

「え？」

「だって！　あなたのせいで、わたしも帰る場所が無くなっちゃったんだもん！」

「またいつ襲おそわれるか、わからないんだぞ」

「構わないわ。マージュに会えるなら、どんな危険な目に遭あったって構わない！」

　ユーリィは強い意志のこもった瞳でデリダをみつめる。てこでも動かないと、そう決めているのはよくわかった。

　ひょっとしたら、さきほどまで放心していたのも、ずっと考えごとをしてただけなのかもしれない。

　彼女に必要だったのは救助の言葉ではなく、ただ己おのれの意志をかためるための時間だけだったのかもしれない。

　強い子だ、とデリダは舌を巻いた。

　だけど、この先は危険すぎる。言葉を尽つくして彼女を止めようと思考を巡めぐらせる。

「ユーリィ……」

「もう決めたから！」

　しかしデリダがなにかいう前に、ユーリィはキャンプの準備をするヴィドーたちのもとへ走っていってしまった。

「わたしもいっしょに行くことにしました！　ヴィドーさん、マユカさんも、よろしくお願いします！」

「は……？」

　ヴィドーが戸惑い、あんぐりと口を開ける。

　マユカは、わーいと両手をあげて喜んでいた。

「やったーっ、おねえちゃんといっしょだーっ」

「おい、誰だれが金を払はらうんだ」

「それは……」

　ヴィドーにじろりと睨にらまれ、デリダは視線をそらした。一同の視線が集まっているのを感じる。

　まあ、乗りかかった船だ。

　はあ、とおおきくため息をつき肩かたを落とす。

「もうぜんぶ、つけてくれ」

　悲鳴のような言葉に、皆みなが笑う。

　やれやれだった。デリダは肩を落とす。
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　映像のなかでは、十六歳のマージュが、組んだ手をテーブルに置いて座っていた。

　少女は悲しそうに唇くちびるを嚙かんだあと、意を決した様子で語りはじめる。

『ユーリィ、勝手に出ていくことを許して。でも、きっとまた会えるわ。いままでありがとう。……大好きよ』

　ユーリィのカメラに残された動画だった。彼女が知らないうちに、マージュが自分で撮さつ影えいしたのだという。

　去年の秋、つまり一年と少し前。

　この別れの挨あい拶さつを残して、マージュはアパートから消えたのだと。

　再生が終わる。

　デリダとユーリィは、じっとカメラのモニタを眺めた。

「マージュ……」

　デリダは無言で、もういちど再生ボタンを押した。

　寸分たがわぬ映像が再現される。

　そこに少しでも手がかりを見み出いだそうとするも……。もとより、この映像はユーリィがなんどもなんども、舐なめるようにみたに違ちがいない。

　いまさら新しい発見があるだろうか。

　それでも、再生を繰くり返した。ボタンを押す手を止められなかった。食い入るように、その映像に見入った。




　ユーリィは、アパートが爆破された次の日の朝、この映像を皆にみせたのである。

　最初の一回で、ヴィドーとマユカは飽あきてしまったようだが……。

　デリダとユーリィだけは、諦あきらめずになんども映像を再生した。次こそ、そこに新しいなにかを発見できると信じて。

「その子が追われているのが、おまえが渡わたしたパッチファイルのキーのせいだっていうなら、もういっかいつくって、とっとと売っちまえばいいんじゃないか」

　呆あきれたように、ヴィドーがいう。

「設備もいるし時間もかかる。そんな簡単な話じゃ……」

「じゃあ、おまえの頭の中身が金になるってのは噓うそか」

「欲しがるやつは必ずいるんだ！　……いや、待てよ。リビルド社はどうなったんだ？　暴走の責任はとらされていないのか」

　オートマタの暴走。それによる破は壊かいの爪つめ痕あとは、これまであちこちでみてきた。とんでもない大災害だ。

　その主犯は、間ま違ちがいなくリビルド社である。

　いま、あの会社はいったいどうなっているのか。ひょっとして、潰つぶれかかっているのではないか。

　ヴィドーは、デリダの言葉を鼻で笑った。

「責任どころか、暴走したＤデイＺジイの対策を国に任されて、いまじゃこの国最大の軍事企き業ぎようだ」

「そんな……」

「リビルド社の責任を追つい及きゆうすると、それを導入した国の責任も問われることになるからな。そこは曖あい昧まいにしたまま、戦争だけがダラダラ続いている」

　想像を絶する現実だった。デリダは汚きたない言葉を吐はき捨てる。リビルド社の上層部が腐くさっていることを薄うす々うす察してはいたものの、ここまでだったとは。

「ねえ、リビルド社よ！」

　と、ユーリィが叫さけんだ。皆の視線が栗くり色いろの髪かみの少女に集まる。

「デリダの話が本当だとすれば、パッチファイルを手に入れたいと思っているのは、国とリビルド社でしょう」

「ああ、そうだ」

「リビルド社になら、マージュを探す手がかりがあるかもしれない」

　デリダとヴィドーは、はっとして顔を見合わせた。
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　綿密に計画を立てた。

　最初の予定では、ネット経由でリビルド社のシステムに侵しん入にゆうし、データを盗ぬすみ出すはずだった。デリダはこんなときのために、外部からアクセスするための専用のアカウントを作成していたのである。

　このあたりは社の上層部も知らないはずのことだった。本当は、父に対する反発心だけで用意したものである。

　用心というより、負けん気だ。

　それがこんなところで役に立つとは……。

　となるはずだった、のだが。

「ネットが使えない？　噓だろ？」

「戦争でインフラがずたずたにされたからな」

　苦虫を嚙み潰したような顔でヴィドーがいう。

「いまや都市の中ちゆう核かく以外は、ほとんど繫つながらない」

　先日、デリダの生体認にん証しようをしたように、いくつかの政府のデータベースへのアクセスならまた別らしいのだが……。

「リビルド社に潜もぐり込んで、社内の端たん末まつから直接、データを盗むしかないってことか」

「それもひとつ、問題がある」

　ヴィドーはグラハムのモニタに映像を出した。

　高い壁かべが映し出されている。

　中央タワー周辺の繁はん栄えいと、その周囲に横たわる荒こう廃はいした市街地。そのふたつを切り分ける、高く堅けん牢ろうな、そして異様な灰色の壁だ。

「なんだ、これは」

「ダズ・バンド。街の周辺部から流れ込んでくる戦争難民を遮しや断だんする壁だ」

「おれが眠ねむっていた十年でこんなことに……。どうする？　なかに入れるのか？」

「警備が厳重だ。上からは無理だな」

　ヴィドーの言葉には、含ふくみがあった。

「上からは、か」

「ああ。だからおれたちは、下から入る」
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　夕方になってから動き出す。リビルド社に侵入するのは深夜であるほうが、都合がいい。

　入り口となるのは、灰色の壁の外側、廃はい墟きよと化した街の一角である。

　ヴィドーが案内してくれた場所では、地面がおおきく裂さけて、地下鉄のトンネルが隆りゆう起きし、洞どう窟くつのように口をあけていた。

「地下にこんな抜ぬけ道が」

　デリダはグラハムから降りて、廃はい線せんとなった地下鉄のトンネルを眺ながめた。

「国はこれを知っているのか」

「ここはわけありでな。ま、予算が潤じゆん沢たくにあれば別なんだろうが……ただでさえ行政予算なんて削けずられる一方だ、面めん倒どうなところはあとまわしなのさ」

「だからこその、あの灰色の壁、か」

　デリダは数百メートル先に立つ巨きよ大だいな壁へき面めんをみやる。こうして近くでみると、まるで世界を切り分けているような、巨大な壁だった。

　これがいまの世界なのだ、とデリダは思う。

　この十年で、世界はこれほどに変化してしまった。その変化の原因のひとつが、リビルド社の開発したオートマタ、ＤデイＺジイの暴走である。

「だが、ここにはよくないうわさがあってな」

「うわさ？」

　トンネルの奥は不気味に静まり返っている。どのみちいまさら、引き返すことなどできないのだが……。

「グラハムに戻もどれ。いくぞ」

　ヴィドーの声に、デリダはうなずく。




　トンネルのなかは明かりひとつなく、グラハムのヘッドライトだけが頼たよりだった。

　少し車高を高くしたグラハムが、ゆっくりと線路の上を進む。巨大なネズミがライトの強い光にびっくりして、鳴き声をあげて逃にげていく。

「ひゃっ」

　マユカが悲鳴をあげる。

　デリダやユーリィにしても、もし車内でなければ狼ろう狽ばいしていたかもしれない。装そう甲こうのついた武装車のなか、という安心感はなにものにも代えがたいものだった。

「なあ、ここになにがあるんだ」

「さあな。ガスか落らく盤ばんか、とにかく死人がバタバタ出て、補修も進まず……さ」

「まさか、その……幽ゆう霊れい、とか」

　ユーリィが、ぼそっと呟つぶやく。

　ヴィドーは鼻で笑ってみせた。

「そんなかわいいもんだったら苦労はねえな。上乗せもなしにしてやる」

「上乗せ？」

　デリダは思わず、運転席のヴィドーを睨にらんだ。

「いっただろ。タダ働きはしない」

「そんな……」

　ユーリィが抗こう議ぎの声をあげる。

「お金がなかったら、困ってるひとがいても見捨てるの？」

　それに対して、ヴィドーは平然と「そうだ」と切り捨てた。

「人助けでも裏の仕事でも。仕事には対価がいる。それがおれのレギュレーションだ」

「良心は痛まないわけ？」

「おれは自分の良心を信じない」

　ヴィドーはにべもなく、そう告げた。重苦しい沈ちん黙もくが車内にたちこめる。デリダは、やがて意を決して声を出した。

「金はつくる。いや、取り戻す。おれの父親を殺し、その罪をおれに着せたアンドレイという男がいる。そいつを告発し、疑いが晴れれば、おれの身分も財産も戻ってくるはずだ。……そうだ、アンドレイ。あいつだけは、ぜったいに許せない」

　デリダの言葉には、どれほどの呪じゆ詛そがこもっていたのだろう。ユーリィが、少しびっくりしたようにみつめてくる。

　運転席のヴィドーは、ため息をつく。




　しばし線路の上を進み、一行の乗るグラハムは、廃はい棄きされた地下鉄の駅にでた。

「ここを抜ければ壁の向こうだ」

　運転席のヴィドーが告げる。

「よし、地上への出口を探そう」

　と、そこでユーリィが口をぱくぱくさせて、車の窓の向こう側を指さす。

「なんだ」

「あ、あそこ！　柱のそばに誰だれか……」

　ユーリィの手が震ふるえていた。マユカが押し殺した悲鳴をあげる。デリダはぎょっとして、身をこわばらせた。

　唯ゆい一いつ、冷静なヴィドーが舌打ちして、ポケットライトをとりだすと、ユーリィが指さすほうを照らす。

　なにもない。誰もいない。

　ライトの光が揺ゆれて、おおきな柱の周囲に行き当たり……。

　そこに、人ひと影かげが立っていた。

　柱の陰かげに、なかば隠かくれるようにして。

「なっ」

　ヴィドーの押し殺した声。

　うなり声のような、不気味な音が響ひびく。

　人影の首がありえない角度にねじ曲がり、その顔面、ひび割れた装甲の隙すき間まから赤い双そう眸ぼうがデリダたちを睨んだ。

　双眸の輝かがやきが、不規則に明めい滅めつする。

　デリダは気づいた。これは肉体のない亡ぼう霊れいなどではない。それどころか、ヒトのたぐいですらない。

「ＤデイＺジイ！」

　その言葉と同時にヴィドーがライトをおおきく振ふった。ホームのいたるところに立つ、無数のＤデイＺジイが照らし出される。

　狂くるったオートマタたちは、ライトの光が当たると同時に、次々と動き出しはじめた。

「思った通り、うじゃうじゃいやがる！」

　ヴィドーは舌打ちして、強きよう行こう突とつ破ぱするべくグラハムのハンドルを握った。

「待て、ライトを消せ！　エンジンもだ！」

　デリダはとっさに、そのヴィドーの行動を制止する。

「なんだと」

「バッテリーアラートだ！　あの目の光りかた、緊きん急きゆうモードに入っている！」

　ヴィドーはすみやかに反応し、さっとグラハムのライトを切った。

「グラハム、エンジンは切るな。説明しろ、デリダ」

　窓の向こうではオートマタたちの眼めの赤が明滅し、やがてすっと消えていく。

「あいつら、燃料切れで動けないんだ」

　デリダは冷静に告げる。

「でも、ライトの光には反応した。センサーは死んでいない。周囲を探さぐって敵対反応があったら反はん撃げきできるギリギリのバッテリーを残して、休きゆう眠みん状態に入ってるってことだ。刺し激げきを与あたえなければ、通り抜けられる」

「確信はあるのかよ」

「おれが軍用の設計を任されたら、そうプログラムする」

　デリダはきっぱりといいきった。

　ヴィドーは考えこむ。

「……よし」

　デストラクトのためらいは、一、二秒にすぎなかった。修しゆ羅ら場ばをなんども潜ったのだろう素す晴ばらしい決断力で、ヴィドーはうなずく。

「グラハム、すべてのセンサーを切れ。忍しのび足だ」

　グラハムは明かりもなくエンジンの出力も最小限の状態で、ゆるゆると動き出す。闇やみのなか、無数に立ちつくすＤデイＺジイの影かげの間を這はい進むようにして、じりじりと進む。

「いったい、どれだけいるんだ」

　デリダは呻うめいた。想像以上にＤデイＺジイの数が多い。ＤデイＺジイはどれほどの数が生産され、暴走したのか。この国にどれだけの災さい厄やくを招いたのか。

　駅のホームの終わりがみえてきた。あと少しだ。ヴィドーはいっそう慎しん重ちようにハンドルを握にぎる。

　だが、あと少しでＤデイＺジイの包ほう囲い網もうを突とつ破ぱするというところで、グラハムのタイヤがおおきめの瓦が礫れきを轢ひいた。

　コンクリートの欠片かけらが粉ふん砕さいされ、破は片へんが飛び散る。

　かたい音がトンネルに響く。

「ちっ」

　一同、息を吞のむ。

　破片の一部が勢いよく転がり、それが遠くで金属に当たったのだろう、高いおおきな音が駅中に鳴り響いた。

　周囲の闇から、ＤデイＺジイが起動するうなり声のような音がする。数十対ついの赤い目が、暗くら闇やみで爛らん々らんと輝く。

「やばっ」

　デリダが狼狽の声をあげた瞬しゆん間かん、天てん井じようから衝しよう撃げき音が響き、グラハムの車体が上下におおきく揺れた。

　ユーリィとマユカの悲鳴。みれば後部席の窓に、上下逆さまとなったＤデイＺジイの顔が張りついている。

　前後左右からも、大量のＤデイＺジイがグラハムめがけて殺さつ到とうしてきていた。ヴィドーがちからいっぱいアクセルを踏ふみこむ。

　車が急加速した。ＤデイＺジイの群れを一気に引き離はなす。

「けっきょく、こうなるのかよっ」

　ヴィドーはハンドルを切り、グラハムの左側面を壁かべに押しつけて、張りついてきたＤデイＺジイを引き剝はがした。

　窓ガラスを下ろし、銃じゆうを握る。

　地面に落ちたＤデイＺジイに一撃を入れ、トドメを刺さす。

　その間もハンドルは握り続け、加速。

　グラハムは駅を抜ぬけ、トンネルの闇に飛び込んだ。




　　　　＊




　ダズ・バンドの内側、中央タワー周辺の夜の街は、煌こう々こうとライトアップされた別世界だった。デリダからすると、ここだけは、十年前からなにも変わっていないように思える。

　それどころか、まるで壁の外の世界が噓うそのように平和だった。戦争なんて起こっていないかのようだ。

　きっちりとアスファルトで舗ほ装そうされ、街灯の明かりに照らされた大通り。

　そこを、デリダとヴィドーは並んで歩く。

　ふたりとも、スーツとサングラスで変装していた。

　壁の外での恰かつ好こうは、ここでは目立ちすぎる。街の内部が十年前ならば、歩いている男たちも十年前のそれでなければならないということである。

「準備完かん了りようだ」

　デリダは端たん末まつを手に、小声で告げる。

　たしかに、壁の内側に入ったとたん、簡単にネットに繫つながるようになった。こんなところも十年前と同じなのだ。

　こちら側の世界だけは、戦争の災さい禍かなど存在しなかったかのようだった。

　落ち着くな、とデリダは思う。一いつ瞬しゆん、なにもかもを忘れてしまいそうになるほどに。

　もっとも、目的の端末には接続できなかった。最初の予定通り、リビルド社の内部から探る必要がある。

「落ち着かねえな」

　いっぽうのヴィドーは、スーツの着き心地ごこちが悪いようで、そわそわと肩かたをゆする。大おお柄がらな身体からだを無理に収めたため、ひどく似合っていなかった。あえて指し摘てきはしないが……。

『あー、あー、てす、てす』

　端末からマユカの声が聞こえてくる。

『聞こえるー？　デリダー』

　次はユーリィの声。

「よし、接続完了だ。無線の出力も暗号化レベルも最大にしてくれ、グラハム」

『了りよう解かいしました』

　グラハムの電子音声が反応を返す。ヴィドーが「うお」と身体をのけぞらせた。

「なんでグラハムがここに」

『リモートアクセスです』

「連れてくるっていったろ」

　グラハムの本体は駅近くの地下トンネルにある。ふたりは階段をみつけて上にあがり、変装してここにいるというわけだ。

「ここからは優ゆう秀しゆうなＡＩのサポートが必要だからな」

『恐おそれ入ります』

「おい、おれの知らないグラハムの使いかたをするな！」

　ヴィドーの抗こう議ぎに、デリダは笑いをこらえた。さすがに、グラハムの性能を生かしていない、といってしまうのは憚はばかられるが……。

　本来、このＡＩはただの車しや載さいナビ程度の役割を果たすには高級すぎるシロモノであった。ヴィドーがいったいどういう経緯いきさつで手に入れたのか、少し興味のあるところだ。

「グラハム、タワーの地図を出せ」

『リビルド社内の出退勤管理システムから社員および警備の位置データを取得』

　グラハムが返答する。

　誰でも閲えつ覧らんできる地図アプリに仕込まれていた秘密のコードを使って、本来は一部の社員だけが閲覧できるデータを手に入れたのだ。

「おーけー、全員退社してる」

「なんでそんなことがわかるんだ」

「社員だったころに、ちょっとね」

　デリダはポケットから、薄うすいシール状のパスをとりだした。彼がつくった偽にせ物もので、二次元コードの発光部分まで巧こう妙みように偽ぎ造ぞうされている。

「この偽造パスがあれば、警備ロボットはおれたちをみても記録に残さない」

「おまえ……いやに手て馴なれてるな」

「じつは入社してすぐ、タイムカードのシステムに細工したんだ。働く時間を機械に決められたくないからな」

　ヴィドーは、心の底から愉ゆ快かいそうに笑った。

「真ま面じ目めなやつかと思ったが、とんだ不良社員だな。見直したぜ」

「ああ、会社に泊とまり込みたくても定時で追い出されるんで、頭にきてさ」

　デリダは得意げにそういって、にやりとする。なぜかヴィドーは、ぽかんと口を開けたまま、呆あきれたように立ち尽つくす。




　ふたりは、清せい掃そう員いん用の飾かざり気のない裏口からリビルド社の内部に侵しん入にゆうした。

　平然とした様子で通路を歩くデリダに、いつでも銃を抜き放てるよう緊きん張ちようした様子のヴィドーという、対照的なコンビである。

「だいじょうぶだよ、ヴィドー。ひとはいない。機械はコイツで騙だませる」

　デリダは偽造パスをひらひらさせ、胸に貼りつけた。ヴィドーも渋しぶい顔でそれに倣ならった。

「十年前の記き憶おくでは、だろう」

「おれの記憶より、むしろ警備は手て薄うすだ。警備員の詰つめ所も兵器部門のフロアに移されている。……本当に軍事企き業ぎようになっちまったんだな」

　それは父の意向ではなかったはずだ。もちろんデリダも、ネイサンもこんな方向性は望んでいなかった。

「アンドレイ……」

　だからこそ、十年前、ああして排はい除じよする動きに出たのだろうか。

「なあ、デリダ。おまえ、アンドレイ、っていってたな」

「あ、ああ。おれやネイサンの上司だった男だよ」

「いま、このビルにそいつがいたらどうする」

　デリダは立ち止まった。

「はあ？　あいつがこんな時間まで」

「仮の話さ。おまえの親父おやじと親友を殺した男がいま、目の前にいたらどうする」

「それは」

　即そく答とうできなかった。うつむき、拳こぶしをかたく握る。

　そんなデリダの様子をみて、ヴィドーは腕うで組ぐみしたまま、「おれは復ふく讐しゆうには手を貸さない」と告げた。

「どんな理由があろうとな。おまえが復讐を選ぶなら、おれはここで手を引く」

「あんたのレギュレーションか」

「もっと強い戒いましめ……。絶対に譲ゆずれない信念だ」

「それが、正義のための復讐でも？」

「デリダ。もし本当に正義のための復讐なんてものがあると思ったら、そんときは鏡を探せ」

「鏡……」

「自分の顔をみてみろよ」

　ヴィドーは強い口調で告げる。

「きっと頭に血がのぼって、正気とは思えない顔をしているはずだ」

　デリダはなにもいい返せなかった。

　黙だまって、ふたたび歩き出す。

　ヴィドーもそれ以上、余計なことは口にしなかった。




　　　　＊




　かつてデリダの研究室があったフロアで、ふたりはいちど別れた。

　ヴィドーは重役室へ向かった。もしアンドレイがいるとしたら、そこだ。デリダには近寄らせたくないという彼の気持ちは受け取った。

　なんどか警備ロボットとすれ違ちがった。

　現在、このビルに配備されている警備ロボットはデリダが知るものより大型で、胸部に大型のスタンガンが据すえつけられた物々しいシロモノである。

「十年前は武装なんてなかったのに」

　デリダは呻うめく。

　幸いにして使用されているＯＳは同じ、プログラムされているルーチンもほとんど同じのようで、デリダたちは特に見み咎とがめられることもなく、偽造パスをみせることですれ違うことができたのだが……。

「この会社は、どうなってしまったんだ」

　眩暈めまいを覚える。




　デリダとネイサンの研究室のドアは、ロックすらされていなかった。

　内部は当時の姿のままだった。掃そう除じに入る者すらいなかっただろう、床ゆかに埃ほこりが積もり、手すりは錆さびついている。

　デスクの電源コードが引き抜かれていた。どうりで、外からアクセスできないわけだ。

「殺人犯が使っていた部屋は、誰だれも使いたくないってことか」

　デリダは電源を入れて、ネイサンのデスクに座り、端末を起動させた。

　モニタにパスワードの入力画面が表示される。

「パスワードとは古典的な……。最終アクセス日は、２０５０年12月20日……あの日、か」

　少し考えて、埃のかぶったキーボードで『HAPPYBIRTHDAY』と入力する。

　すぐに認にん証しよう成功の文字がモニタに映る。

「ハッピーバースデー、か」

　デリダは過去を思い出す。

　いまとなってはあまりにもなつかしい、数日前にして十年前の記憶。この部屋で、デリダはネイサンに、マージュの好きな花について訊たずねた。

「マージュの好きだった花は……。なんだったかな」

　あの二日間の記憶が連れん鎖さ的に蘇よみがえる。朝、ネイサンとの会話。マージュの誕生日パーティ。雪の降る夜の庭にたたずむマージュ。

　そして、炎ほのお。

　真っ赤な炎が暴れ狂くるう。

　ネイサンの車が炎えん上じようし、苦痛を訴うつたえる親友の顔が浮うかび……。

　次々と現れては消えるイメージ。

「デリダ……マージュを……」

　銃じゆう声せいが響ひびく。爆ばく発はつ。アンドレイの耳みみ障ざわりな笑い声。

「うっ、あ……っ」

　ひどい頭痛がデリダを襲おそった。視界に、薄くもやがかかる。デリダは頭を抱かかえて、身をふたつに折った。

　霧きりはまたたく間に濃こくなり、周囲が白はく濁だくに染まる。




　周囲に濃い霧が漂ただよっていた。ふと思い出すのは、崖がけから落ちたあと、朦もう朧ろうとする意識のまま森を彷徨さまよったときのことだ。

　あのときも、こんな風にねっとりと濃のう厚こうな霧が周囲に満ちていた。

　そして、そう……。

　顔をあげる。
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　目の前に、幼いマージュによく似た、赤いワンピースの少女が立っていた。

　いつの間にか、デリダは白い空間に浮かんでいる。ここにいるのはデリダと、そして目の前の少女だけだった。

　ひとけのない研究室にいたはずなのに、これはいったいどいうことなのか。それ以前に、彼女はいったい……。

「きみは」

「わたしは、アンジュ」

　ふたたびアンジュと名乗った少女はデリダをまっすぐに見つめてくる。

「きみは……マージュじゃないのか」

「マージュはあなたを待っているわ。長い間、ずっと」

　少女の澄すんだ声は、胸の奥に染しみわたるようだった。

　アンジュは淡たん々たんと語る。

「西せい暦れき２０５０年12月20日……」




　ふたりの男の話し声が聞こえてくる。

　声が少しずつおおきくなる。

　デリダは気づいた。これはネイサンと、そして……デリダ自身の声だ。

「マージュの好きな花はなんだったかな」

「月げつ下か香こう。忘れたのか」

　ふたりの会話は、たしかにあの日、研究室で交かわしたものだった。

「今日はだいじなレディの誕生日だろ。パーティは何時いつからだ」

　デリダはそう語る過去の自分に意識が吸い込まれるような感覚を覚えた。途と中ちゆうから、まるでいま、自分でそう意識してしゃべっているような気がしてくる。

　考えてみれば、それは当然なのだ。

　これは自分の発言なのだから。過去であり、いまである自分。本来それに区別など必要なくて……。

「デリダ。父上に、ジャキスに話す決心は？」

　ネイサンがいう。デリダは親友が示したモニタのプログラム画面をみた。

「重役どもは、このバグがどれだけ危険なものか、わかっていない。だがＤＺの産みの親、ジャキスの後ろ盾だてがあれば、あいつらも認めざるを得ないだろう」

　この翌日、デリダはジャキスと話し合いの場をもった。

　結果、ジャキスとネイサンは殺された。

　しかし、なぜこんな光景を思い出す？

　違う。これは記き憶おくの再生などではない。

　仮説は存在した。理論だけは立てていた。なんども実験した。論文を書いた。

　笑いものになった。

　それでも実験を続けた。

　ついには記憶に障害を負った。ときおりデリダを襲う偏へん頭ず痛つうは、そのなごりだ。最後には、心がくじけてしまった。そんなものは夢物語だったのだと、そう思おうとした。

　なのに、いまになって……。

（タイムライド……？　まさか）

　デリダは意識を集中した。

　身体からだを掌しよう握あくしようとする。まるで逆風に煽あおられているかのように全身が重い。それでも少しずつ、少しずつ指先が動いた。

　手もとにあったペンにそろそろと手を伸のばす。震ふるえる手でそれを握にぎる。己おのれの手の甲こうに、ペン先を突つき刺さす。

　鋭するどい痛み。顔をしかめる。

　それ以上に、驚きよう愕がくがあった。

（このとき、こんなことをした記憶はない！　過去を改変している……それとも、これはただの夢なのか？　夢をみているのか？）

　まだ信じられない思いだった。カレンダーをみる。

（おれはこのあと、マージュの誕生日パーティにいく。そして、明日あした……）

　と、ネイサンがデリダの様子に気づいたようで、「デリダ？」と訊ねてきた。もちろん、こんな彼の行動も記憶にはない。

　ネイサンに呼びかけられたおかげなのか、デリダの身体を包む重しが消えた。いまなら自由に身体を動かせるだろう。

「ああ、いや」

　デリダは素す早ばやく手もとの端たん末まつに目を落とした。

　いける。確信を抱いだき、端末を操作する。

　タイムカードのシステムに侵しん入にゆうする。出退勤のリストを確認。

（アンドレイはすでに退社している、か）

「ＤデイＺジイの生産を止めるよう、きみの父上、ジャキスに進言するんだ」

　ネイサンが言葉を重ねてくる。

「事故を未然に防ぐ方法は、それしかない」

「わかってる。明日、おれが直接話す」

「明日？」

「今日はマージュの誕生日だ」

　本来、デリダはこのあとなんといったか。

　そう、たしか、こうだった。

『来るかどうかもわからんアポの返事を待って、パーティに遅れるわけにはいかないだろう』

　だがデリダはこう返事をした。

「パーティにいく前に、ちょっと用事を思い出したんだ」

　いえた。

　あの日、あのときと違ちがう言葉をネイサンにかけることに成功した。

「花屋に寄るつもりなら、いつものエディの店に……」

「いや、そうじゃないんだ。すまないがネイサン、先に帰っていてくれないか。すぐにいく」

　ネイサンの表情をみれば、少しいぶかしげに首をひねっていた。

　デリダの様子がいつもと違うことに気づいたのだろうか。だとしたら、さすがに親友だなと思う。

　彼を殺させない。

　デリダは強く願った。

　ネイサン、わが親友。

　いまならデリダは、なんだってできるのだと、そう信じた。




　デリダは自宅に急いで戻もどった。

　乱暴にドアを開け、ベッド脇わきのサイドボードの引き出しを荒あら々あらしく開ける。記憶と違たがわず、護身用の拳けん銃じゆうがそこにあった。

「アンドレイを殺す。迷っている暇ひまはない。このままでは父さんも、ネイサンも、マージュも……」

　熱に浮かされたように呟つぶやき、デリダは拳銃に手を伸ばす。

　だが、そこで身体が思うように動かなくなっていることに気づいた。まるで鉛なまりを背負ったかのように、全身が重い。

　手が震える。それは自らの行動に対するためらいなのか、それとも別のなにかなのか……。

「やるんだ！」

　デリダは必死で己を鼓こ舞ぶした。

「これが正しい選せん択たくだ！」

　強く、激しく、そう信じた。

　誰だれかがやらなければならないことで、そしていまがそのときなのだと。意を決して、手にちからを込める。拳銃を摑つかもうとする……。

　その寸前、窓に映った己と視線が合った。

　恐おそれと怒いかりで歪ゆがんだ顔が、そこにあった。おおきく見開かれた目は充じゆう血けつし、とうてい正気とは思えない。

　不意にヴィドーの言葉を思い出す。

「鏡を探せ」

　デリダはとっさに、手を引っ込めた。

　自分の顔に触ふれる。全身を包んでいた熱が、噓うそのように引いていく。

「あ……ああっ」

　眩暈めまいを覚える。かん高い耳鳴りが聞こえてきた。頭がぼんやりとしていく。

　不意に、身体がずれるような感覚を覚えた。

　突とつ風ぷうが吹ふいて、身体が吹き飛ばされる。

　いや、デリダの身体が目の前にあった。

　過去のデリダの身体から未来のデリダが追い出されたのだと気づく。手を伸ばしても、もう過去のデリダには届かなかった。過去の光景がぐんぐん遠ざかる。

　未来のデリダは、強い強い風に吹き飛ばされていく。

　過去の光景が、消える。

　そして、光に包まれる。




　はっと気づくと、デリダは無人の研究室に立っていた。ネイサンの机の前である。

　埃ほこりだらけの研究室。十年間、立ち入る者もいなかった部屋。

　では、さきほどの光景はいったいなんだったのか。

「いまのは……」

　夢、だったのか。それにしては、やけに生々しかったが……。

「時間だ、なにをしている！」

　と、ドアが開き、ヴィドーが顔を出した。

　デリダは身をかたくする。

　そうだ。いまのデリダはリビルド社のビルに侵入した身分だ。ぼんやりとしていては捕つかまる。ぐずぐずしている場合ではない。

「マージュ・ビルシュタインに関するファイルをかたっぱしからコピーした。そっちはどうだ」

「すまん、いまやる」

「早くしろ。おれは廊ろう下かを見張る」

　ヴィドーが出ていく。デリダは頭を振ふって、作業を再開した。端末にメモリカードを刺し、キーボードを叩たたく。

「このファイル……。ネイサンはおれの知らない情報源を。パスワードはこのためか」

　メールがあった。親友の秘密を開くのは心苦しいが、しかしいまはためらっている暇もない。

　意を決し、キーを叩く。

　メールファイルがオープンされる。

　そこに出てきたデータをみて、デリダは目をおおきく見開いた。

「これは……。まさか、そんな」

　思わず手がとまった。

「おい、みつかった！」

　ヴィドーがドアを開け、鋭く告げる。

「エレベータはまずい。非常階段で下りるぞ」

　ヴィドーが走り出す。デリダは慌あわてて端末のメモリカードを引き抜ぬき、よろめきながら後を追った。

　いちどだけ立ち止まり、名残なごり惜おしい気持ちでネイサンのデスクをみる。

　首を振って、前を向き、ふたたび走り出す。
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　非常階段を下りる途と中ちゆうで、けたたましい警報が鳴り響ひびいた。

　デリダとヴィドーはかろうじてタワーを脱だつ出しゆつし、警備システムを強きよう行こう突とつ破ぱしてきたグラハムに飛び乗る。

　運転していたのはユーリィで、まだ無む免めん許きよだという。めちゃくちゃな運転だった、とマユカがぐったりしていた。

　警備の包囲を無事に突破し、灰色の壁かべの外側まで逃にげ延びることができたのは、そうとうに運がよかったからといってもいい。




　ボディが傷だらけになったグラハムで安全圏けんまで離り脱だつした一行は、廃はい屋おくに身を潜ひそめて夜が明けるのを待つことにした。

　このご時世だ、夜に車を走らせていればそれだけで目立つ。

「ここまでくりゃ、ひと安心だ」

　マユカは早々にベッドで眠ねむりにつき、ヴィドーはそういって持ち出してきた書類の束を眺ながめている。

　ユーリィはそんなヴィドーに「マージュの行方ゆくえはわかったの？」と訊たずねていた。

「まだわからん。が、少なくともマージュ・ビルシュタインに関するファイルはけっこうな量、ストックされていた」

「期待できるってことね！　よかったね、デリダ！」

　少女の陽気な声に、そばの椅子に腰こしかけて沈ちん黙もくしていたデリダは「ああ」とちいさくうなずいた。

「どうしたの」

　デリダが考えごとをしていたことに気づいたのだろう。ユーリィが心配そうに訊ねる。

　そうだな、とデリダは思った。

　彼女に隠かくしておく意味はない。

　デリダはメモリーカードをユーリィに差し出す。ネイサンの端末のデータを落としたものだ。

　ユーリィはそれをヴィドーに渡わたし、ヴィドーが端たん末まつでデータを展開する。モニタに映る文字列の洪こう水ずいを、ユーリィとヴィドーは食い入るように眺めた。

「デリダ、これって……」

「おれは、十年前の事件は、アンドレイが黒幕だと思っていた。ＤデイＺジイのバグを隠すために、事実を知る人間を殺そうとしたんだと」

「違うの？」

「そのデータは、ＤデイＺジイのバグがリビルド社によって故意に仕込まれたものだということを示している」

　ユーリィとヴィドーが、同時に驚きよう愕がくの声をあげた。

　ふたりとも、信じられない、という顔をしている。

　無理もない。デリダもこのデータから導き出される結論にたどりついたとき、こんなことはありえないと思った。

　違う、そうじゃない。

　ありえないと信じたかったのだ。

　しかし考えれば考えるほど、そう考えたほうが筋道が通ることに気づいてしまった。なによりこのファイルには、この件に関して無数の証しよう拠こが残されていたのである。

「おれの父親以外の重役たちや、政治家の署名もある。ＤデイＺジイの暴走は、国とリビルド社によって、最初から仕組まれていたことだったんだ」

　デリダは両手で顔を覆おおった。

　最悪の気分だ。このまま消えてなくなりたいほどに。

「ど、どういうこと？」

「ＤデイＺジイの暴走で戦争は泥どろ沼ぬま化かした」

　黙だまったデリダにかわり、ヴィドーがいった。

「おそらく、そうなることで得をする連中が計画的に……」

「そんなっ」

「おれがつくったパッチファイルは、そいつらにとっては必要ない……むしろあってはならないものだったんだ」

　十年前、裏で進行していた出来事を、いまこそデリダは理解した。

「パッチファイルのアクセスキーを狙ねらっているのはリビルド社だけじゃない。国も、おそらくほかの戦争当事国も……」

　だが、とデリダは顔をあげる。拳こぶしを握にぎり、立ち上がってみせる。

「マージュはこのことを知らない」

　そう、この事実が明らかになったいま、パッチファイルのアクセスキーを持っているマージュの身の危険はいっそう増したといえる。はやく彼女を見つけて、このことを伝えたうえで保護する必要があった。

　リビルド社に侵しん入にゆうしたのがデリダたちだということは、とうに知られているだろう。彼らも本気になるはずだ。もはや一刻の猶ゆう予よもない。

　デリダはヴィドーに向き直った。

「ヴィドー、これ以上巻き込めない。ここで別れよう。いままでの金は必ず払はらう。ユーリィをどこか安全な街まで運んでくれないか」

「デリダ！」

　悲鳴のように叫さけぶユーリィに、デリダは首を振る。

「ぜんぶおれの甘さが招いたことだ」

　ユーリィはうつむき、拳をかたく握っていた。

「デリダだけのせいじゃない。わたしも……」

　彼女はどこか、マージュのことには自分も責任があると感じているフシがある。そんなことはない、と第三者の誰がいっても、きっとがんとして聞き入れないだろう。

　責任感が強いのだ。

　だからこそ、ここまでデリダたちにつきあってくれた。

　それもここまでだ。これから先は、十八歳の少女が立ち入るにはあまりにも危険すぎる世界である。

「どうするつもりだ」

　ヴィドーが椅子に座ったまま、顔だけをデリダに向ける。

「とにかくマージュをみつける。それから……。誰だれかによって泥どろ沼ぬまになったこの戦争をなんとかしたい」

　ヴィドーはその言葉を聞いて、ふっと笑った。

「復ふく讐しゆうよりだいじなものをみつけたやつには、手を貸してやる」

　デリダはヴィドーの意外な態度に驚おどろいた。てっきり彼は、事務的に別れを告げると思ったのだ。

　思い出すのは、さきほどリビルド社のビルでの彼との会話である。

　彼は信念に沿っていきてきた。デリダはその信念によって、これまでずっと、見み極きわめられてきたのだ。

　彼に認められたことが、なによりも嬉うれしかった。

「それもあんたのレギュレーション、ってやつか」

「いいや、いまの気分さ」

　ヴィドーは立ち上がり、背を向ける。

　乱雑に書類の束を振ってみせた。

「じつはおまえのデータもコピーしてきた。たしかに特許だけでもひと財産だ。濡ぬれ衣ぎぬが晴れたら、こいつはいただくからな」
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　皆みなが寝ね静しずまったあと、デリダはひとり、廃屋の隅すみで端末をいじっていた。

　今日、盗ぬすみ出してきたデータを解かい析せきしている。ここにあるものはすべて、十年前のあのときの失策と繫つながっていた。それを少しでも多く知りたかった。

　集中して作業したあと、ふと手をとめる。

　ぼんやりと天てん井じようをみあげた。

「考えごと？」

　ユーリィに声をかけられた。

　いつの間に起き出してきたのか、と驚き、振り向く。少女は物もの憂うげな顔で、少し寂さびしげにデリダをみつめた。

　明日で彼女とはお別れだ。

　そのことが不満で、しかし直接はいいだせないのだろう。

　ユーリィがあくまでもマージュにこだわるのも、わからないでもない。

　そのうえでなお、命の危険や足手まといとなる可能性を考こう慮りよして、おとなしく従う道を選んだということも理解している。

　彼女は賢けん明めいだった。マージュをみつけることができたら、まっさきに連れん絡らくしてやろう、と心に誓ちかう。

「ああ、マージュの誕生日の夢をみていたよ」

　冗じよう談だんめかして、デリダはいった。

「夢のなかのおれは……あれじゃたぶん、遅ち刻こくだろうな」

「誕生日って、十年前の？　デリダは遅刻してきたじゃない」

「え？」

　記き憶おくとの違ちがいに、デリダはまばたきした。

　ユーリィは平然として、カメラをとりだす。

「動画があるよ。……ほら、わたしより遅おくれてやってきて……」

　動画のなかで、八歳のマージュとユーリィが玄げん関かんのドアをあける。

　ちょうど屋根から落ちた雪が、戸口に立っていたデリダのうえに、どさっと落ちた。

　デリダは食い入るようにモニタをみつめた。

　信じられない。

　こんな映像が存在することなど、ありえない。

「あの日、マージュがひとりでドアを開けてくれて、ユーリィが遅れてきて……。そもそもおれが到とう着ちやくしたとき雪はまだ降ってきたばかりで……」

　ぞくりと背筋に冷たいものが走る。

　本当にそうだったか？

　デリダは自問する。記憶力には自信があった。なのに、どうだ。

　信じられないことに、いまデリダの頭のなかで、この動画の光景と同じ実体験が存在したかのような感覚が浮うかび上がっている。

　たしかにあの日、あのとき。

　デリダは遅刻したのだ。屋根から落ちてきた雪をかぶって、ユーリィがけらけら笑って……。

「た、誕生日おめでとう、マージュ。……笑いすぎだろ、ユーリィ！」

　ひきつった笑え顔がおでそういった記憶もある。

　遅刻した理由も、覚えている。

　アンドレイを殺そうとして、いちど自宅に戻ったからだ。

　自宅にある拳銃をとりに帰って、しかしすんでのところで踏みとどまった。

　窓に映った鬼気迫る己の姿をみて、ヴィドーの言葉を思い出したのだ。

　どういうことだ？

　デリダは激しく混乱した。ひどい眩暈めまいを覚える。歯がカチカチと鳴った。全身に走る震ふるえがとまらない。

「だいじょうぶ？　デリダ」

　心配したユーリィがデリダの顔を覗のぞきこんでくる。

「これは……」

　デリダは呻うめく。

「タイムライドによる過去改変」
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　デリダが大学時代に構築した、トラウト理論。

　トラウト理論をもとにネイサンが実験していたタイムライド。

　それには、専用の大型設備が必要のはずだった。

　そもそも、人体というハードウェアが認にん識しきできるパラメータは三次元までで、時間軸じくの認知を可能とするには相応の外部装置が必要である。

　ゆえに研究は、そのハードウェアの構築が中心となって進められた。ネイサンの努力により、ほぼ完成形に近いものができていたはずであったが、それでもタイムライドの実現にはまだいくつかの障害があったという。

　そのはず、だったのだ。

　それがどうして、いま、デリダが設備もなしにタイムライドを実現させてしまっているのか。

　デリダは必死で記憶を探さぐる。




　同じ時間に起きた、ふたつの出来事の記憶があった。

　雪が降り出したころ、マージュの誕生日パーティに定刻通り到着したデリダ。ひとりで出で迎むかえてくれるマージュ。遅れてきたユーリィ。

　いちど帰宅したため遅刻したデリダ。ネイサンの家のまわりには雪が降り積もっていて、出迎えてくれたのはマージュとユーリィのふたり。

　どちらの記憶も、濃こく存在する。

　当然だ。デリダにとっては、たった数日前の出来事なのだから。

　ネイサンとマージュとの、忘れるはずがない、印象的な思い出だ。

　それがどうして、両立しているのか。

　どちらかが、噓うそだというのか。だとすれば、いまここにこうしているデリダとはいったい……。




　廃はい屋おく、屋根裏部屋にて。

　デリダはけっきょく、朝までほとんど眠ねむれなかった。考えれば考えるほど、『なぜ』と『どうして』ばかり増えていく。

「たしかに、記憶が書き換かわっている……。タイムライド、成功したっていうのか。ハードウェアもないのに」

　タイムライドによる過去改変。

　大学時代、あれほど求めても得られなかったものを手に入れた。

　だが、なにもいま、こんなときでなくてもよかったではないか。

　そもそも、機器もなしに成功したのがおかしい。純じゆん粋すいに研究者として、その理り不ふ尽じんに立ち向かいたい気持ちが沸わき上がってくる。

　だからといって状じよう況きようはそれを許さなかった。

　なにせいま、デリダたちは……。

　と、梯子はしごをあがってくる音がする。

　はっと顔をあげれば、窓から朝日が差し込んできていた。

「デリダ、みつかったわよ。マージュの足取り」

　ユーリィが階下から顔を出す。デリダは、ああ、と返事をして立ち上がった。
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　リビングのテーブルには、リビルド社で回収してきた資料が散らばっていた。マユカとヴィドーがリビングにきたデリダに気づき、顔をあげる。

　デリダは挨あい拶さつをしたあと、ユーリィから渡わたされた資料にざっと目を通した。

「ヴァンフォート近代ミュージアム？」

　資料には日付と日時が事細かく記されていた。その最後の記録は、とある日時のヴァンフォート近代ミュージアムとなっている。

「なんでそんなところに」

「さあ。行ったらなにかわかるかもしれないけど」

「ヴァンフォートならここからすぐだが」

　ユーリィの言葉を受けて、ヴィドーがいった。

　ユーリィは、はっと顔をあげる。

「行こう、デリダ！」

「ああ」

　デリダはうなずいた。いまはとにかく、前に進むしかない。
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　ヴィドーが、ヴァンフォートに行くならついでに用事がある、といって寄り道をした。

　ヴァンフォート。十年前は都会だったこの街だが、ほかの多くの都市と同様、いまは無残な廃はい墟きよであった。

「ひとの気配がない」

　デリダは呟つぶやく。電気の供給は止まっていないのだろう、信号機や電光掲けい示じ板ばんがところどころ動いているのが余計に哀あわれを誘さそう。

　戦せん闘とうで破は壊かいされたとおぼしきＤＺが何台も転がっていた。

　グラハムを物もの陰かげに停とめ、マユカ以外の一行が降車する。

「たしか一年くらい前に、大規模な戦闘があったの」

　ユーリィがいう。

「それ以来、ここは破は棄きされたと聞くわ。でも行政上はまだ都市として存在している。だから自動的に電力会社にお金が行って、送電も行われる。盛大な無む駄だよね」

　ヴィドーのいう「寄り道」はおおきなビルだった。

　徹てつ底てい的に破壊されて、外側も内部もボロボロの建物は、いまにも崩くずれ落ちそうである。

　ヴィドーはためらいもなくビルのなかに入っていき、デリダとユーリィはゆっくりと彼に続いた。

　薄うす暗ぐらい通路を、デリダとユーリィはおっかなびっくりと並んで歩く。足もとは瓦が礫れきが散乱し、思った以上に足場が悪い。

「ここ、なんの建物なんだろ」

「警察だ……」

　デリダは近くの壁へき面めんをみて、呟いた。指さしてみせた先には、この国で州警察を表す紋もん章しようが飾かざられている。

　と、ふたりの背後で、なにものかが瓦礫を踏む音がする。

　慌あわてて振ふり返れば、通路の陰かげから四足歩行の犬型オートマタが姿を現すところだった。

　犬型オートマタは、目を青から赤に変色させて警けい戒かい状態となる。

『不法侵しん入にゆう者を発見。抵てい抗こうは無駄です。従いなさい』

　電子音で警告してくる。きしんだ音をたてながら、肩かたの銃じゆうを変形させてデリダたちに狙ねらいをつける。その胴どう体たいは、ぐらぐらと不安定に左右に揺ゆれていた。

「壊こわれてる……？」

「どうした。……こいつは」

　ヴィドーが急いで戻ってきた。

　彼の姿をみて、オートマタの動きがぴたりと止まる。

『顔認証開始。……フェルカー警部と認定』

「なっ」

　デリダは驚おどろきの声をあげた。ヴィドーは黙だまったまま、じっとオートマタをみつめる。機械の目が青に戻った。

『補助モードに移行します』

　オートマタは銃を下げ、ぎしぎしと揺れながらその場に座り込む。まるでヴィドーに敬意を抱いだいているかのような態度であった。

「と、止まった」

　ユーリィが安あん堵どの息をつく。

「なあ、警部って、もしかして」

「ああ、おれだ」

　ヴィドーはオートマタのそばに立ち、なつかしそうに見下ろした。

「まだ生きてるのがいたんだな」

「警察官だったんだね」

　ユーリィが、少し感心するように、じっと立つヴィドーをみあげる。
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　ロッカールームでヴィドーがなにかを探している間、デリダはユーリィとともに機能停止したオートマタを観察した。やはり、とうなずく。

「こいつ、リビルド社で出したポリス用の後発機か。ずいぶんコンパクトになったんだな」

「デリダが開発したの？」

「根幹のシステムはな。直接は関かかわっていない」

　ユーリィはなるほどと鼻を鳴らし、カメラを構えた。

　オートマタの写真を撮とって、にっと笑う。

「記録に残すの」

　少女が、ぼそりと呟く。

「家、友達、ううん、この国のいろいろなものが。この十年で、わたしが大切にしていたものは次々と消えていったよ。だから、このファインダーのなかに収めておく。みんなが忘れてしまっても、データに残っていれば思い出せるから」

　ユーリィは顔をあげる。

「デリダもだよ」

「おれ、か？」

「わたし、このカメラの写真がなければ、デリダが十年前からきたなんて信じられなかった」

　そういえば、そうだったなとデリダは肩をすくめた。デジタルの画像は、月日を越こえても色あせない。

　それは、ひとに歳月を越えて記き憶おくを蘇よみがえらせてくれる。

（時間を越える鍵かぎになるものはなにか。消去されない思い出、特別な時間と場所。ひとの意識はなぜ、特別と定義した、その時間へ戻もどりたいと熱望するのか）

　デリダは昨日のことを改めて考えた。

　なぜタイムライドは成功したのか。その鍵は、やはり……。

「待たせたな。博物館へいくぞ」

　ロッカールームからヴィドーが出てきた。どうやら目的を果たしたようだ。

　これで寄り道は終わりだ。
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　ヴァンフォート近代ミュージアムは、モノレールの駅のそのすぐそばにあった。

　錆さびて擱かく座ざしたモノレールが、無残に横たわっている。

　デリダは、じっとその残ざん骸がいをみつめる。

「なんだろう。ここ、来たことがある気がする」

「有名な場所だし、子どものころに家族と遊びにきたんじゃないの」

　ユーリィの言葉に、デリダは首を振った。

「母さんは、物心ついたころにはもう家にいなかった。父さんは……。あいつは、おれとの時間をつくるくらいなら仕事をするようなひとだったよ。ずっとオートマタの開発をしていた。ＤデイＺジイはその集大成で……。父さんは知っていたんだ。最初から、ＤデイＺジイがこうなることを。あの意図的なバグも、ひょっとしたら……」

「そ、そっか」

　気まずそうな顔をする少女に、いまさらだと首を振った。

「まずはマージュのことだ。おれたち大人の汚きたないはかりごとに彼女を巻き込んでしまった責任は……とらないとな」




　博物館もまた、廃墟と化していた。中庭は荒あれ果て、建物の壁面は一部が崩れ落ちて、かつての美び麗れいな様子は見る影かげもない。

　かつて？　デリダはいぶかしむ。なぜ自分は、全盛期の博物館の外見を知っているのか。

　ネットでみた？　それとも……。

「う……あ……？」

　脳のう裏りをよぎる光景がある。

　幼いデリダは、誰だれかに手を引かれ、モノレールに乗る。

　モノレールの窓から外をみて、「うわあ」と感かん嘆たんの声をあげる。駅について、博物館の前に立つ。隣となりにいる大人をみあげる。

　父の姿が、そこにあった。

　まっすぐに前を向く父を、デリダは誇ほこらしげに眺ながめた。

　そう、あれは八歳のとき……。

「父さんと？　まさか。あのひととでかけたことなんて……っ」

　頭痛を覚え、デリダは呻うめく。

「なん、なんだ」




　デリダたちは館内に足を踏ふみ入れた。

　外から差し込む太陽光だけを照明として、通路を歩く。

　展示物も、その大部分が荒らされていた。ガラスが割れて中身のない台座、崩れ落ちた柱、瓦礫の間を縫ぬっていく。

　ユーリィにとっては物もの珍めずらしいのか、歓かん声せいをあげてあちこち眺めている。

　そんな彼女の後ろをデリダがついていき、さらに最さい後こう尾びではヴィドーが周囲を観察しながらゆっくりと歩いていた。

「これ、なに？　天てん……球きゆう……儀ぎ？」

　ユーリィは地球儀のようなかたちをした、球形の、ひとの背せ丈たけの数倍はある巨きよ大だい展示物を眺めて首をかしげる。

「あ……これ、は」

　デリダは、吸い寄せられるように操作パネルへ手を伸のばした。パネルに触ふれた瞬しゆん間かん、電子音が響ひびく。

　地球が青く輝かがやいた。

　球体の周囲に無数の光の粒つぶが生まれ、デリダやユーリィの周囲はホログラムの星の海に包まれる。

「わあ、すごい！　きれいーっ」

[image: ]

　少女は星に囲まれてご満まん悦えつだった。そのそばで、デリダは星空をみあげ、既き視し感かんを覚える。

「ああ、そうだ」

　記憶が蘇る。

　あのときの自分もまた、ユーリィのように無む邪じや気きに笑っていた。

　父であるジャキスとともに、星の光を表す無数の光点に囲まれて。




　　　　＊




「すごいね、父さん」

「横から、みてみるといい」

「え？」

　父のいう通り立ち位置を変えてみると、平面的にみえていた星座が立体的になった。

　地球からみれば同じでも、実際には遠い星、近い星がある。そのことが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「並んでみえても、この赤い星は近くで、こっちの青い星は遠くなんだ……」

　デリダは興奮して父をみあげる。

「ねえ、父さん。星の光って、おれたちがみているのは昔の光なんでしょ」

「ああ。遠くにある星ほど、その輝きがみえるには時間がかかる」

　父は懇こん切せつ丁てい寧ねいに、天文について語った。

　とても嬉うれしそうに、誇らしげに。

　あのとき。宇宙のことを語る父は、当時のデリダと同じように夢をみるような表情をしていたように思う。

　同じ景色をみていた。

　同じものを夢想していた。

　たしかに、デリダとジャキスの心は繫つながっていた。

　あのときの父の言葉は、そう。
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「星の光は長い時間をかけて宇宙を旅して、何百年も経たって、やっとおれたちの目に届くんだ」

　デリダは呟つぶやく。ユーリィが感心した様子で相あい槌づちをうつ。

「すごいよね」

　少女はいう。

「いまとは違ちがう時間に存在してたのに、この瞬間、同じ時間にいるんだなって感じられるなんて」

　デリダはくすりと笑った。

　同じことを、昔の自分もいっていたように思うのだ。

「星の光は天然のタイムマシン、か」

「え？　なにそれ」

「父さんがいっていたんだ」

　ユーリィが、きょとんとする。

　デリダはそっと、模型に触れた。

　目を細める。心に温かいものがこみあげてくる。

　ここにはたしかに、それが存在したのだ。

　ひとの意識はなぜ、特別と定義した、その時間へ戻りたいと熱望するのか。

　その答えは……。
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「マージュはここに、なにしにきたのかな」

　しばしののち。

　ユーリィがいった。

「監かん視しカメラの映像でもあれば、わかるんだが」

　ヴィドーが呟く。

　デリダは周囲を見み渡わたした。

　視界の隅すみに、薄うす霧ぎりがみえる。霧がどんどん濃こくなる。

　ここは屋内だ。天てん井じようをみても、ヒビひとつない。なのにどうして、霧が発生するというのか。

　デリダはうすうす、悟さとっていた。これは前兆なのだ。

「なん、なんだ」

　デリダはふらふらと、ひとり歩き出す。

　ひどい頭痛を覚え、額に手をあて、顔をしかめる。一歩、また一歩と、なにかを探すかのように廊ろう下かを歩く。

　目の前に、少年の姿がみえた。八歳のデリダだ。

「いまのは、なんの記き憶おくだ……っ」

　少年は博物館のなかをひとりで走っていく。デリダは彼を追って駆かけ出した。

「逃にげるな、思い出せ……」

「おい、ひとりでいくな！」

　ヴィドーの声が背中を叩たたく。

　デリダの足はとまらない。強い衝しよう動どうが身体からだを突つき動かす。

　前へ、この先へ。焦しよう燥そう感かんに駆られて、回かい廊ろうを進む。

　奇き妙みような確信があった。向かうべき場所も身体が覚えていた。




　だから周囲への警けい戒かいなど、微み塵じんもなかった。

　ましてや人間が落ちて襲おそってくることに対する備えなど。

　天井がぶち抜ぬかれ、真昼の日差しが差し込み、襲しゆう撃げき者を照らし出す。

　先日の女だった。たしかドナという暗殺者だ。デリダが奇襲を回かい避ひすることができたのは、運がよかっただけにすぎない。

　轟ごう音おんが響いた直後、飛び散るガラスとコンクリートの欠片かけらを転がるように避よけた。

　同時に落下してきた女が繰くり出したナイフの一いち撃げきが、デリダの靴くつ先さきをかすめて床ゆかを切り裂さく。

「なっ」

　転てん倒とうすることで落下の衝しよう撃げきを吸収した女は、すっくと立ち上がり、デリダに向き直る。

　ヴィドーの投げたナイフが彼女を襲う。

　ドナは機き敏びんな動きでそれをかわす。

「なにぼんやりしている！」

　ヴィドーの怒ど声せいではっとわれに返り、デリダはユーリィと並んで駆け出す。

　ドナがデリダたちに向かって数本のナイフを投げる。

　デリダとユーリィは、左右に転がってナイフを避けた。

「ちっ」

　ヴィドーは舌打ちとともにドナを銃じゆう撃げきする。ドナはその牽けん制せいに対して鬱うつ陶とうしそうに舌打ちした。

「邪じや魔まよ」

「これがおれの仕事なんでな」

「だいじょうぶか、ユーリィ」

　ヴィドーが注意を引きつけている間に、デリダはユーリィを助け起こし、ふたたび駆け出す。

　背後でヴィドーとドナの戦せん闘とう音が響くが、振ふり返りはしない。

「雇やとい主にいうんだな。おれを倒たおさねえとデリダのところへは行けねえって」

　さらなる銃撃の音が響く。

　お互たがいに射しや撃げきを繰り返しているのがわかった。ヴィドーの身は心配だが、いまデリダたちが戻もどってやれることなどなにもない。

　ヴィドーにとっての最大の援えん護ご射撃は、デリダたちが安全圏けんに逃げ延びることだろう。




　走りながら、ユーリィが己おのれの手のカメラをみて、悲しそうな顔をする。デリダが注視してみれば、カメラのフレームに惨むごたらしいヒビが入っていた。

「さっき倒れたときか」

　立ち止まり、涙なみだをぬぐうユーリィに、デリダは「すまない」と謝った。

　ドナが襲撃してきたのは、デリダを狙ねらってのことだ。ユーリィはそのまきぞえだった。

「デリダは悪くない。仕方ないよ」

　ユーリィは気き丈じようにそういって、走り出す。

「いこ。マージュの映像をみつけなきゃ」

　その通りだった。ヴィドーの足留めがいつまで続くかもわからないのだ。

　でも、どこに？

　と……デリダは濃い霧に包まれる。

　さきほどと同様、いやそれ以上の頭痛が走る。デリダは足をとめた。視界にノイズのような線が走る。

　前方に、父の幻まぼろしがみえた。

　この回廊の先に、父、ジャキスが立っている。

　父が振り返る。

「デリダ！」

　父が叫さけぶ。

　記憶が、蘇よみがえる。




　無数のモニタが上下左右に並ぶ部屋だった。博物館の監視室だ。監視カメラの映像がひとつひとつのモニタに映し出されている。

　警備員がそばに立ち、デリダは椅い子すに座り、足をぶらぶらさせて、その映像を眺ながめていた。

　部屋のドアが勢いよく開かれ、ジャキスが入ってくる。

「デリダ！」

　父が叫ぶ。

　幼いデリダは「父さん！」と椅子を蹴けって立ち上がり、父のもとへ駆け寄る。

「ごめんなさい。もう勝手に行ったりしないから」

　泣きそうな顔で謝るデリダに、父は……。

　優やさしく、微笑ほほえむ。

「そうだ。昔、ここにきたとき、おれは迷子になって」

　どうして忘れていたのだろう。父のこんな素す敵てきな笑え顔がおを。

　こんな大切な、家族の思い出を……。




　デリダは立ち止まり、反対側の通路へ入った。

　ユーリィが驚おどろいて振り向く。

「こっちだ」

「え、ちょっと、どこに」

　デリダには、もうわかっていた。記憶にある部屋の前で立ち止まり、ドアノブを握にぎる。

　鍵かぎはかかっていなかった。

　部屋のなかは、記憶の通りだ。

　監視室である。無数のモニタが並ぶ部屋。ユーリィがデリダの脇わきから顔を出す。

「わあ、これぜんぶ、監視モニタ？」

「どれが記憶メディアかわかるか」

「みてみる」

　ユーリィは機器を操作し、ほどなくして目的のものを発見した。指先ほどのサイズのカードをとりあげる。

「あった。マージュが映った映像は、チップに記録したわ。これならグラハムでも再生可能よ」

　よし、とデリダはうなずく。

　これでもう、ここに用はない。
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　いや、本当にそうだろうか。

　部屋から出てしばしののち、デリダは立ち止まる。ひどい頭痛が襲ってきた。その場に座り込む。

「どうしたの。だいじょうぶ、デリダ？」

「ダメだ、まだ行けない」

「え？」

　顔をあげる。

「なにかあるんだ。ここに、まだ、だいじな記憶が……」

「えええ？」

　デリダは立ち上がり、駆けだす。ユーリィが慌あわててついてくる。

「ちょっと、デリダ。待ってよ！」

「くそ……なんなんだ……。痛みが増していく……」

　デリダはこみあげる頭痛に顔をしかめた。




　デリダとユーリィは、広いホールへたどり着く。

　中央の台座には、オートマタのプロトタイプが展示されていた。ホールの入り口には、ジャキスの写真とプロフィールが飾かざられている。

「そうか、ここは……。おれがここにきたのは、こいつのお披ひ露ろ目めのときだ！」

　立ち止まったデリダは、いまこそ思い出していた。

　彼が八歳のとき、父のジャキスはこの場の式典に招待されていたのである。

　試作品のオートマタが台座の上に立ち、その横にジャキスがいる。記者やカメラマンがそのまわりを囲んでいて、子どものデリダは正面の特等席に座っていた。

　少年は上気した顔で、ジャキスをみつめている。

　父のことが誇ほこらしかった。父のようになりたかった。

　万ばん雷らいの拍はく手しゆと歓かん声せいに包まれる。

　カメラのフラッシュが連続して焚たかれる。

「そうだ。子どものころ、父さんはヒーローだった」

　デリダは手を振った。

　ジャキスはそんな息子むすこに、やさしい微笑みを返す……。

「こんな大事な記憶、いまのいままで失なくしていたなんて」

　その原因も、いまならわかる。タイムライドの実験に伴ともなう記き憶おくの欠損だ。それが、こんなにも致ち命めい的てきなすれ違ちがいを父との間に生んでいたなんて……。

　記憶と違い少し薄うす汚よごれた台座のプレートには、こうあった。

『オートマタ・プロトタイプ　記念式典　開発者　ジャキス・イヴェン（生年２００２～没年２０５０）』

　デリダはそっと、プレートに触ふれた。

　当時の情熱ごと、父との記憶が鮮あざやかに蘇る。

「父さん……っ」

　デリダは胸を押さえてうずくまった。

「いまごろ思い出しても遅おそい。ずっと突つっかかって、避けて……。危険を知らせることも遅おくれて……。おれは……っ」

　無念だった。息が苦しい。

　もう取り戻せない、大切なもの。それは、ここにずっとあったはずなのに。やるせない思い。かたく握った拳こぶしに、いっそうちからをこめる。

　胸のうちに、熱いなにかを感じた。

　周囲の音が消える。

　はっとして、顔をあげる。




　濃のう霧むに包まれたような空間に、デリダはいた。

　もう何度目か。

　ゆらめく奇き妙みような炎ほのおに包まれて、赤い髪かみの幼い少女がデリダの前に立っていた。少女は澄んだ瞳ひとみで、デリダをみつめてくる。

　アンジュだ。

「すれ違った思い」

　少女が告げる。その口は動いていなかった。その言葉は、デリダの心に直接、響ひびいてきた。

「交わらなかったふたりの時間。もし、紡つむぎなおせるのなら……」

　少女の身体からだが光の粒つぶとなって消える。

　ひときわ強くなった霧きりの光こう輝きが、デリダの全身を包む。強い風が吹ふく。きらめく霧が嵐あらしのようにデリダの周囲で渦うず巻まく。

　デリダは悲鳴をあげた。
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　はっと気づくと、デリダは車の運転席にいた。十年前の愛車が、ハイウェイを軽快に走っている。

　とっさに時計に目をやった。２０５０年12月21日、ＡＭ８：45。

　デリダは息を吞のんだ。

　なにが起こったのか、すぐに気づく。

「マージュの誕生日会の翌日！　また飛んだのか？」

　タイムライドだ。ふたたび、あの現象が起こった。

　以前のタイムライドで起こした改変は、たしかに現実のものとなった。ユーリィの記憶にもある通り、デリダはマージュの誕生日パーティに遅ち刻こくした。

　それはささやかな変化であったが、たしかに過去の改変が可能であるという証しよう拠こだったのである。

　あれは偶ぐう然ぜんだったかもしれないが、ただいちどきりの奇き蹟せきではなかった。

　そして、ああ。

　いまふたたび、デリダはチャンスを得た。

「ジャキスからの返答は」

『本日のアポイントＯＫ。面会場所、指定あり』

　ナビの返答に、決意をかためる。




　しばしののち。

　デリダは面会の時間を無視して、ジャキスの研究室のドアを叩たたいていた。

「一刻もはやく、父さんと話を」

　その一心で、ここまで駆かけてきたのである。

　必死だった。三度目の奇蹟があるかどうかは、わからない。

　ならばここで、必ず。

『網もう膜まく認にん証しよう。デリダ・イヴェンと認識。開かい錠じようします』

　電子音声が響きドアは簡単に開いた。父はデリダのことを信用し、自身の研究室にデリダの網膜を登録しておいてくれたようだ。

　照明の消えた部屋にジャキスの姿はなかった。

「まだ来ていないのか」

　デリダは時計をみる。

「はやく会って、アンドレイのことを話したいのに」

　仕方なく、デスクのＡＩに話しかける。

「ジャキス・イヴェンの現在地は？」

『現在地、不明。ＧＰＳが機能していません。本日は夕方より、ご子息とのお約束があります』

　無む駄だ足あしだったか。デリダは呻うめいた。

　と、デスクの上にフォトフレームがあることに気づく。何枚かの写真が一定時間ごとに入れ替かわりで表示されるタイプだった。

　そのフォトフレームが、少年のデリダを写し出したのだ。

　幼いデリダがコンクールで表ひよう彰しようされたときの写真。

　高校時代のデリダがロボット開発にいそしんでいる写真。

　大学の入学の日にジャキスと並んで写っている写真。

　どれも、デリダの記憶にはないものだった。

「これ……」

　気付いてしまう。

　タイムライド実験の事故でデリダが忘れていた、父との記憶。

　ジャキスは、それを大切に保管していたのだ。

「おれは……っ」

　デリダは、父の研究室から逃にげるように出た。
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　そして、夕刻。約束の時間。

　デリダは父より先に、公園に来ていた。

　ジャキスが階段を登ってくる。

「もう来ていたのか」

　デリダはベンチから立ち上がる。ジャキスが、あの死んでしまったはずの父が、目の前にいる。

　さきほど不意に蘇よみがえった、この父との記憶。

　どんな態度でジャキスに向かうべきなのか、当とう惑わくしてしまう。

「久しぶりだな。どうだ、最近、仕事のほうは」

　デリダがためらっているうちに、ジャキスが話しはじめる。

　話題は、記憶にあるものと同じだ。

　あのときデリダは、満足に父との会話を終えることができなかった。けっきょく、それが永久とわの別れとなった。

　本音では、少しでも長く父と話をしたい。心の距きよ離りを埋うめたかったが……。

「悠ゆう長ちように話をしている暇ひまはないんだ」

　単刀直入に告げた。

「父さん、おれといっしょに逃げよう」




　ジャキスは、デリダから手て渡わたされたアクセスキーをじっとみつめている。

　彼はこの先に待ち構える運命を知らないのだ。だから、デリダは知らせなければならない。

　今夜なにが起こるか。彼の命を絶つのは誰だれなのかを。

　デリダは語った。

　情報源は伏ふせて、いかにもタレコミがあったかのように。

「アンドレイが、わたしを？」

「あいつはバグのことはとっくに知っていて、なにも対処しないままおれたちを亡なき者にしようとしているんだ」

「そうか、やはりな」

　ジャキスは動どう揺ようした様子がなかった。

　あまりにも平然としていた。デリダは啞あ然ぜんとして、父をみる。その口から出た言葉が信じられなかった。

　絶句する息子むすこを一いち瞥べつして、ジャキスはアクセスキーを握にぎりしめる。

「デリダ。おまえはこの件から一刻もはやく手を引け」

「なんで……。まさか、気づいて？」

「ああ。いまさらバグの修正パッチをつくっても意味がないこともな」

「そこまで！　なら、いますぐここを出よう！」

「ダメだ。わたしには責任がある。バグのあるＤデイＺジイをどうすることもできず見過ごすことになってしまった責任だ」

　デリダは悟さとる。それこそが、彼の父が抱かかえる闇やみであったのだと。いままでのジャキスの行動における不自然さが、すべて腑ふに落ちた。

　だがしかし、それでは……。

「だからわたしには、まだやらなければならないことがある」

「そんな……っ！　意味わかんねえよ！」

　デリダは首を振ふった。

　まるでダダをこねる子どものように。父のそんな言葉を聞きたくなかった。せっかく、わかりあえると思ったのに、これでは。

　そんな息子に、ジャキスは柔にゆう和わな笑えみを浮うかべた。

「デリダ、おまえにはつくれたんだな、パッチを。わたしにはできなかった。わたしは、おまえがいつかわたしを超こえるだろうと思っていた。……誇ほこらしいよ」

「な……っ」

　デリダは狼ろう狽ばいして、後ずさる。

「いま、そんなこと……っ」

「だから、こんなところでおまえを失うわけにはいかない。失いたくないんだ。あとのことはわたしに任せて、ここから去れ」

「でも！　父さんもいっしょじゃないと！」

「その言葉だけでいい」

　ジャキスの表情は変わらなかったが、デリダには、父が心の底から喜んでいるのがわかった。

　わかってしまった。ジャキス・イヴェンの本当の気持ちが。

「ありがとう。逃げるんだ、デリダ。そして、生きろ」

　ふざけるな、と思った。

　生きろ、とはどういうことか。まるで自分の命ははなから捨てているかのようなそんな言葉、許されるはずがないだろう。

　きびすを返し公園を去ろうとするジャキスの腕うでをとろうと、デリダは駆け寄った。

「行かせるかよ！　あいつらのために無む駄だ死じになんて……っ」

　あと一歩で、父の腕をとれる。

　ちからをこめたはずのその動きが、まるで水でいっぱいのプールで漕こぎ出すかのように重くなる。

　デリダの手の先が、透すけていく。

　ジャキスの腕をすり抜ぬける。

「なっ」

　デリダの周囲の空間が歪ゆがむ。ジャキスは振り向かず、息子の異変にも気づかず去っていく。

「待ってくれ！　ダメだ、父さん！」

　デリダはそれでもジャキスに手を伸のばす。

　なんどやっても、その手は空を切る。

　次し第だいに動きが重くなっていく。空間へ干かん渉しようするちからが消えていく。

「行くな！　父さん！　父さん！」

　視界が揺ゆらぐ。

　タイムライドが終わるのだと、デリダは気づく。

　デリダは自分の過去の身体からだから弾はじき出された。

　２０５０年のデリダの背中がみえる。２０５０年の自分の身体が遠ざかっていく。２０５０年そのものが離はなれていく。




　その後のできごとを、走そう馬ま燈とうのようにみたような気がした。

　遠くで、電話のベルが響ひびいた。ドアを蹴け破やぶって突とつ入にゆうしてくる男たちに、ジャキスが銃殺される。

　デリダはそこに干渉できなかった。なにひとつ。

　過去を変化させる努力は、無む駄だだったのだ。
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　気づくと、デリダは２０６０年の博物館に戻もどっていた。台座の前で荒あらい息をつく。ユーリィが、そばで心配そうにしていた。

「止められなかった」

　こみあげる悔かい恨こんの念に、肩かたを震ふるわせる。

　はっと顔をあげた。

「そうだ、もういちどいけば……」

「え、え？」

　ユーリィが戸と惑まどった様子でおろおろしている。デリダは構わず、胸むなもとを押さえて強く念じた。

「思い出せ、過去を。記き憶おくを。もういちど、父さんに会いに……」

　なにも起きなかった。

　周囲の景色に変化はなく、いつもの兆候も現れない。

　肩を落とした。

　戻りたかった、父のもとへ。

　あと少しで腕を摑つかめた。

　あと少しで父を止められた。あと少しで、現在を変えられたのに。

「うう……っ」

　まぶたからこぼれた雫しずくが頰ほおを伝う。

「うう、うわああああっ」

　いちど溢あふれた涙なみだは、もう止まらなかった。こみあげる感情をすべて吐はき出すように、デリダは泣き叫さけぶ。

「行かせてくれよ！　頼たのむから！　せっかく思い出したのに！　やり直そうって思ったのに！」

　手が痛くなるほど、台座を叩たたく。

「父……さん……っ」

　頽くずおれるように、膝ひざをつく。

　なぜ肝かん心じんなときに戻ってきてしまったのか。あと少し、あと一歩なのだ。いまなら、父と素す直なおな感情で向き合えるはずだった。

　しかしそれは、叶かなわない願いだ。

　本当に大切なものが、手のうちをすり抜けていく。圧あつ倒とう的な喪そう失しつ感かんを埋めるように、デリダは号ごう泣きゆうする。

　少し離れたところで、腹に響く音が響く。

「デリダ、聞こえる？　戦いの音」

　そばでユーリィが、切せつ迫ぱく感のある声で告げる。

「デリダ、行かなきゃ」

　うつむいたまま、返事をしなかった。できなかった。心のなかがからっぽで、ひと欠片かけらほどの気力も持てなかった。

　しばらく、このままにして欲しかった。

　ほかのことなど、知ったことではなかった。

　自分の命すらもいっそ……。

「デリダ！　この泣き虫！」

　唐とう突とつに、胸むな倉ぐらをつかまれた。

　デリダはカエルが潰つぶれるような声をあげる。ユーリィの怒ど気きに満ちた表情が目の前にあった。

「なにがあったか知らないけど、泣くのはあとにして！　わたしたち、こんなところで死ねないの！」

　はっとする。

　そうだ、自分のことだけならともかく、いまここにはユーリィがいる。真しん剣けんな目でデリダをみつめる少女は、本来ならこんな命のやりとりに巻き込まれるいわれなどないはずだ。

　ユーリィひとりが助かるなら、彼女ひとりでいちもくさんに出口へ走ればいい。

　その彼女が、身の危険を冒おかしてでもデリダのそばについてくれている。叱しかってくれている。

　彼女の強い思いが伝わってきた。

「そうだった。……すまない」

　この博物館では、彼女の大切にしていたカメラを失った。

　それでもユーリィは、笑っていた。

　カラ元気だったとしても、すべてはデリダを心配させないため、そして落ち込んだデリダを守るためにいま……。

　うん？　とユーリィが首から下げたカメラをみる。

　さきほどひどく破損したカメラには、いま、傷ひとつない。

「ユーリィ、カメラ、どうしたんだ」

「え？」

「壊こわれてたよな」

　ユーリィは、まるで阿あ呆ほをみるような目でデリダを睨にらんだ。

「なにいってんの」

　デリダはきょとんとした。わけがわからない。

　いや……そうではない。

　デリダの脳のう裏りをよぎる記憶があった。警察署で出で逢あった四足歩行のオートマタ、あの場で機能停止したはずの機体が、ドナの攻こう撃げきからユーリィをかばったのだ。

　よって、カメラは破損しなかった。

　まったくの無事だった。

　無事……だった？　この記憶は……？

「これは……っ」

　デリダは目をおおきく見開く。




　その瞬しゆん間かんだった。

　頭上から轟ごう音おんが響く。ホールの天てん井じようを突つき破り、無数の瓦が礫れきとふたりの人ひと影かげが落下してきた。

　ヴィドーとドナだ。

　台座を囲む柱のうち数本が倒とう壊かいし、破は片へんがデリダたちの頭上に降り注ぐ。デリダとユーリィは、とっさに身構えた。

「おい、なにしてる！　用がないなら、さっさとグラハムのところへ行け！」

　着地したあともドナと格かく闘とう戦を演じながら、ヴィドーが叫ぶ。

　デリダたちは慌あわてて、彼らから遠ざかった。

　逃にがすものかと、ドナがデリダたちのほうへ手しゆ榴りゆう弾だんを投とう擲てきする。ヴィドーの横やりで狙ねらいはそれるも……。

　手榴弾は柱の一本にぶつかり、盛大に爆ばく発はつ。

　巨きよ大だいな柱がデリダたちのもとへ横よこ倒だおしになる。

「うわあっ」

　デリダは悲鳴をあげて、ユーリィをかばった。

　目をつぶる。衝しよう撃げき音が響くも、デリダに痛みはない。

　顔をあげれば、デリダとユーリィを守るように柱を支える四足歩行オートマタの勇姿があった。

「おまえ……おれたちを」

　オートマタの上半身を支える四し肢しが、煙けむりをあげている。

　柱を脇わきに投げ捨てたあと、オートマタは座り込むように四肢を折り畳たたみ、そして動かなくなった。

「あ……っ」

　ユーリィが涙ぐむ。

　と、ドナがデリダたちにナイフを投擲してきた。いつの前にかデリダのそばにまわりこんだヴィドーが、それを弾く。

「そいつのことは気にするな。職務を全まつとうしただけだ！」

「あ、ああ」

　デリダはユーリィの手を引いて、こんどこそ出口に向かって走り出した。

　背中で爆ばく音おんがなんども響く。

　建物が揺れて、破片がぱらぱらと舞まい落ちる。

　それでも、もう振ふり返らなかった。
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　デリダたちは、マユカが待機するグラハムのもとに迷わず戻ってきた。ほどなくして単身で生せい還かんしたヴィドーを乗せ、グラハムが滑すべるように走り出す。

　ヴィドーによれば、博物館の天井が崩ほう壊かいし、ドナは生き埋うめになったという。

「死んだのか」

「あれくらいで死ぬようなタマじゃないさ」

　平然と、そういってのける。
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　しばらく後ろを気にしていたものの、ドナが追ってくる気配はなかった。

　街かい道どうを走る車のなかで、皆みな、ほっと胸をなでおろす。

　デリダはユーリィのカメラの写真を確かく認にんした。

　予想通り、一部の写真の内容が変化している。写真を眺ながめているうちに、デリダのなかに『もうひとつの記憶』が蘇よみがえってきた。

　犬型オートマタがなぜかヴィドーについてきたこと、このオートマタのおかげでドナの奇襲に対応できて、結果的にユーリィのカメラが破壊されなかったこと……。

　タイムライドの影えい響きようなのは明らかだったが、具体的になにをどう行動したせいで警察所における過去が変化したかについては、あとで詳しよう細さいに調べる必要があるだろう。

「そうだ、パパも頼まれものは回収できたの？」

　マユカが運転席のヴィドーに訊たずねた。

　ヴィドーは「ああ」と胸むなもとから写真をとりだす。マユカはその写真を受け取って、わあ、と笑え顔がおになった。

「パパだ！」

「かっこいい！」

　写真を横から覗のぞきこんだユーリィも感かん嘆たんの声をあげる。

　デリダもマユカの手のなかの写真をちらりとみた。いまより少し若いヴィドーが、制服姿で警察署の前に立っていた。隣となりには、同じ制服を着た青年の姿がある。

「隣のひとは？」

「昔の部下だ」

　ユーリィの問いに、ヴィドーは少しなつかしそうな表情で返事をした。

「あの街でやられた。回収は、同じく警察官だった親父おやじさんに頼まれたんだ。生前の記録はそれしかなくてな」

「このひと、お父さんと同じ仕事を選んだんだね」

「親父さんには、まだまだ程ほど遠とおかったけどな」

　デリダはさきほどのタイムライドのことを思い出す。父の言葉を。

（父さんは……おれのことを、どれほど）

「それより、おまえらのほうはどうだったんだ」

「そうだ！　映像みなきゃ！」

　ユーリィが慌てて、記録チップをとりだす。
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　グラハムのモニタで、記録チップの録画データを映し出す。博物館の監かん視しカメラの映像だ。

　資料室で調べものをするマージュと男性の姿が、そこにあった。

「いっしょにいる男のひと、誰だれだろう」

　デリダは男の顔をじっとみつめた。映りの悪い画面だが、この男は……。

「こいつは……カシエル」

　そんな名前だったはずだ。

　リビルド社の研究員のひとりだったのだ。もっとも、面識がある、程度で深いつき合いはしていなかった。マージュの父であるネイサンとも、たいした接点はなかったはず。

「なんで、マージュはカシエルと」

　車内で、デリダの呟つぶやきに返事をする者はいなかった。
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　ヴィドーからの情報によれば、カシエルは現在、ヴィドーと同じデストラクトになっているという。

　彼になにがあったかはわからないが、おおよその居場所は見当がつくとのことだった。

　ところが、その場所というのが……。

「ガーボンドらしい」

「遠いね」

　ユーリィがため息をつく。




　長旅になるだろう。これまでとは違ちがい、準備が必要だ。

　グラハムの調子が悪いため、ヴィドーとマユカはバイクで近くの街へ牽引車両を借りに行くことになった。デリダとユーリィは、留守番である。

「どのくらいかかるの」

「ひと晩だな」

　ようやくみつけた、マージュの手がかりだ。一刻も早くガーボンドまで行きたかったが、足が壊こわれているのでは仕方がない。
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　ヴィドーは、街道沿いは発見されやすい、とアドバイスをしていった。

　よってデリダとユーリィは、一夜を過ごす場所として、街道から少しはずれた街区を探す。

　爆ばく撃げきを受けたとおぼしき一角に、ちょうどいい塩あん梅ばいの、二階部分がおおきく崩くずれた屋や敷しきがあった。

　そこを、ひとときの隠れ家と決める。




　デリダはリビングでひとりきりになると、さっそくモバイル端たん末まつを立ち上げた。

　マユカから貰もらった、廃はい品ひん寸前のものだ。

　考えをまとめるため、メモアプリにこれまで入手した情報を打ち込む。

　タイムライドについての情報を。




　タイムライドは、意識を過去の自分に乗り移らせることで時間をさかのぼる、トラウト理論という仮説をもとにした現象である。

　デリダはこれまで二度、タイムライドした。

　一度目は、昨日の夜、リビルド社の研究室で。

　そして二度目が、今日。

「ヴァンフォート国立博物館にて」

　ユーリィの声がすぐそばで響ひびく。

　デリダが端末に打ち込んだ文字を読み上げたのだ。

　はっとして振り向くと、すぐそばにユーリィの姿があった。

　屋敷を散策すると離はなれていたはずの少女が、いつの間にか、すぐ後ろから端末を覗きこんでいたのである。

　夢中でタイプしていたデリダは、彼女の接近にまったく気づいていなかった。

　昔からそうだったように思う。ひとつのことに集中していると、まわりにまったく目がいかなくなってしまうのだ。

　過度の集中については、過去になんどもネイサンにからかわれてきた。

　ついでに、ときどきはマージュにも。

「ねえ、デリダ。これって」

「ああ」

　デリダは観念して、驚おどろくユーリィにうなずいた。




　　　　＊




　ユーリィはデリダの対面のソファに座り、手て渡わたされた端末の文字を追う。デリダは、教授にレポートを読まれる学生のような居い心地ごこちの悪さを覚えていた。

「博物館のデリダ、様子がへんだとは思ったんだけど」

　時折、湯気のでているコーヒーをすすりながら呟く。

「過去の自分に戻もどって、お父さんと話してたなんて……信じられない」

「事実なんだ」

　デリダは正直に、これまでの出来事を告げる。

「しかし、タイムライドには専用の設備が必要なはず。それもなしに、おれは、どうして」

「トラウト理論って、デリダが発表した論文だよね」

「知っていたのか」

「マージュから聞いたことがある」

　ユーリィはちいさくうなずいた。

「マージュはいってた。デリダの理論は間ま違ちがいない、って、なんども」

　だから、か。デリダは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「マージュが……」

「デリダ。過去の自分に戻れたとして、なにが可能なの」

「十年前のあの日をやりなおせたなら……。できることなら、父さんやネイサンを救いたい」

　いまマージュが狙ねらわれているのも、もとはといえばぜんぶ自分の責任だ、とデリダは考えていた。

　そのことを伝えると、ユーリィは悲しそうな、辛つらそうな顔になるのだけれど。

　少女は、なんどかためらうように言葉を飲み込んだあと……。

「デリダ、話があるんだけど」

　そう、口を開いた。

「ん、なんだ？」

「その……」

　ユーリィは、ちいさく首を振ふった。

　まるで、なにかを振り払はらうように。

　元気なく、うなだれる。いつもの彼女らしくないな、とデリダは思った。

「本当に、やり直せるの？」

　やがて、少女はぽつりと呟く。

「十年前の出来事を」

「『時間。その大河を遡そ上じようする鍵かぎとなるのは、強く、鮮せん明めいな記き憶おく』」

「えっと」

「タイムライドは、記憶を鮮明に想起することで起こる現象だ。おれは、まだ十年前の記憶を昨日のように思い出せる」

　ユーリィはため息をついた。

　彼女がなにを思っているのか。どう考えているのか。デリダにはさっぱりである。

　少女は、しばしの沈ちん黙もくののち、自分のカメラをデリダに差し出してきた。

「写真、好きにみて、いいよ」

　デリダは戸と惑まどいつつ、カメラを受けとる。

　ユーリィは、デリダの隣となりに座りなおした。

「タイムライド……実験、するんだよね？　このなかには、デリダの記憶の記録もあるはずだから。……デリダが初めてタイムライドしたあたりのフォルダは、これ」

「あ、ああ」

　デリダはフォルダをスクロールしていく。写真ファイルにまぎれて動画ファイルもあることに気づいた。

「これは？」

　動画をタップして再生する。ユーリィの声が響いた。

『今年中には……免めん許きよとれる自信がある！』

　そう叫さけぶユーリィが、グラハムのハンドルを握にぎっていた。

　夜の道を爆ばく走そうしている。

　手ぶれと角度、状じよう況きようから考えて、撮さつ影えいしているのはマユカだろう。そのマユカの、慌あわてた声も入っている。

　動画の日付は、リビルド社に潜せん入にゆうした日だ。

　リビルド社からヴィドーとともに脱だつ出しゆつするとき、グラハムで迎むかえにきてくれた際の出来事なのだろう。

「わっ、それは！」

　ユーリィが慌てる。

　デリダは笑った。鬱うつ々うつとした気持ちが一気に吹ふき飛んでしまった。

「こんな風に、来てくれたのか」

「うう……。しかたないでしょ、必死だったんだから……」

　デリダの脳のう裏りに、似た光景の記憶が蘇よみがえる。

　夜の森を疾しつ走そうする車のなか。運転席にいるのはネイサンだ。

「く……っ」

　唐とう突とつに頭痛が襲おそってきた。デリダは顔をしかめる。

「もうっ。それは関係ないよね」

　まるで遠い遠いところにいるかのように、ユーリィの声が遠ざかっていく。

　少女の腕うでが、デリダの手もとに伸のびる。

　動画を止めようとしている。すべてがスローモーションのように歪ゆがんでいく。霧きりが漂ただよっているような気配があった。

　デリダは目をつぶった。

　これは、サインだ。前兆だ。

（思い出せ。強く、強く）

　はっきりと思い出せるのは、こわばった表情でハンドルを握るネイサンの姿。街灯が右に左にぶれて、背後に遠ざかる。

「とにかく逃にげよう」

　親友の声が聞こえてくる。

「できるだけ遠く」

　アスファルトをタイヤがすべる音が耳に届く。だんだん、その音がおおきくなっていく。

　そして……。




　ゆっくりと目をあける。

　デリダの身体からだは、いちめん濃こい霧が漂う白い空間に浮ういていた。

　目の前に、ゆらめく炎ほのおをまとった赤いワンピースの少女が立っている。

「パンドラの箱は開かれた。これはあなただけの、もうひとつの旅のはじまり」

　デリダは、強い落下の感覚を覚えた。

　霧が渦うずを巻き、デリダを吸い込む。デリダは落ちていく。

　どこまでも、どこまでも……。




　　　　＊




　デリダは走行中の車の助手席に座っていた。

　隣の運転席には、ネイサンが座っている。

　車は深夜の森を走っていた。忘れもしない２０５０年12月、日付が変わって22日になったばかりの、深夜。

　デリダの父、ジャキスと目の前のネイサンが死んだ、その日である。

「……そして、バグの存在を知っているおれたちを始末する」

　ネイサンが話している。

　それに対してデリダは「死人に口なしってわけか」と応答していた。

　過去と同じ会話だ。

　まだ身体の主導権はとれていないが……。

（成功した。だが、時間がない。このままでは……っ）

「とにかく逃げよう。できるだけ遠く」

　ネイサンの声には切せつ迫ぱく感がある。

　だが彼は知らない。すでにこの先で、アンドレイによる検問が張られていることを。この先には破は滅めつが待っているということを。

　デリダは右手を開いたり閉じたりして、ゆっくりと身体の掌しよう握あくを果たしたことを確かく認にんする。よし、とうなずく。

「そういえば、アクセスキーは？」

「その話は後だ！　ネイサン、いますぐ車を……」

　停とめろ、と叫ぼうとしたそのとき、急に耳ざわりな高周波のノイズが響ひびく。

　デリダは、ひどい頭痛を覚えて呻うめいた。

　視界が歪む。掌握したはずの己おのれの身体から、はじき飛ばされた。

　景色が消える。

　デリダの意識は彼方かなたへ飛んでいく。




　　　　＊




　気づくとデリダは、廃はい屋おくのソファに座っていた。

　握っていたカメラを、顔を赤くしたユーリィが奪うばいとっていく。デリダはユーリィに顔を寄せた。

「ユーリィ！　ネイサンは？　ネイサンは無事か？」

「え、ネイサン……？　マージュのお父さん？　なにをいっているの、もう、とっくに……」

「変えられなかったのか……」

　デリダはテーブルに置いてあったモバイル端たん末まつをとる。

　キーをタイプするのももどかしかった。ただメモをするだけなら、音声入力のほうが速い。端末を口もとに近づける。

「トリガーは強い記憶だ！　強い記憶を想起できれば、狙ったポイントに跳とべるかもしれない！」

「ちょっと待って、タイムライドしたの？　そんな、いつ……？」

　デリダはユーリィにちいさくうなずきながら、続けて端末に声を吹き込む。

「２０５０年12月22日の夜に跳んだ。時刻はおそらく、零れい時じすぎ」

　デリダは端末のマイクから顔を離はなして考え込んだ。

「このポイントでは遅おそすぎる……。もっと前の記憶へ跳ばなければ……っ」




　　　　＊




　これまでの経験から、タイムライドにはいくつかの制約があることは理解していた。

「おそらく、おおきな改変をしようとすると、歴史の修正作用によって引き戻もどされるんだ」

　公園で父の手をつかんで止めようとしたとき。

　車を走らせるネイサンに引き返すよう口にしようとしたとき。

　タイムライドは即座に打ち切られてしまった。

「どこまでなら可能なんだ？」

　サンプルを増やす必要がある、と研究者としてのデリダがいっている。

　なぜタイムライドできるようになったかはわからないが、その条件はだんだんわかってきた。

　あとは試行回数で勝負するしかないだろう。




　　　　＊




　次のタイムライド先は、マージュの誕生日の翌日の夕方、デリダの研究室だった。

「マージュが倒たおれた？」

　ネイサンと通話している過去のデリダがそういった直後……。

　未来のデリダが、すっとその意識に入る。

　同時に、ネイサンの声が端末のスピーカーから流れてくる。

『たいしたことはないんだ。いまは容態も落ち着いている』

　親友に相あい槌づちを打ちながら、デリダはデスクの上のペンを手にとった。メモ用紙をとり、走り書きする。

『Derrida Yvain from 2060』（デリダ・イヴェンは２０６０年から来た）

　いまのところ、あのノイズは聞こえてこない。

　こんなメモを残したところで、タイムライドが終わったあと、この時間帯のデリダはメモの意味もわからず捨ててしまうに違ちがいなかった。

　だから、歴史の修正力も働かない。

　少しほっとして、ペンを手帳に挟はさむ。

『デリダ、聞いているのか？』

「あ、ああ。おだいじにと、マージュに伝えてくれ」

　なるべく、さりげなく。

　相手に異常が起こったことが伝わらないように。

　それがタイムライド終しゆう了りようの合図になりかねないと、デリダは懸け念ねんした。

　これは実験だ。不測の事態が起きる可能性はなるべく排はい除じよしておきたい。

　そのうえで、次は、もう一歩、踏ふみ込んでみよう。

　デリダは覚かく悟ごを決め、口を開く。

「それと、アンドレイのことだが」

　そういった瞬しゆん間かんだった。

　高周波のノイズが聞こえてくる。タイムライド終了の合図。強きよう烈れつな頭痛を覚え、デリダは呻いた。

『それは明日あした、会社で話そう』

　ネイサンの声。

　電話を握にぎるデリダは手にちからを込めた。

「明日では遅いんだ！」

　そう叫さけんだはずだったが……。

　それは、言葉にならなかった。

　すでにそのとき、２０６０年のデリダの意識は２０５０年のデリダの身体からはじき出されていたからだ。

　２０５０年のデリダは、口を開けたまま、しばしぽかんとしていた。

　ふっとわれに返ったように、言葉をつむぐ。

　まるで最初からそういおうとしていたかのように、ごくごく自然な様子で。

「いったい、なにがあったんだ」

　２０６０年のデリダは、遠くの出来事のようにその言葉を聞く。

　光景が歪ゆがむ。意識が遠のく。




　　　　＊




　現代の廃屋に戻ったデリダは、モバイル端末にキーボードを繫つなぎ、文字を打ち込む。

「そもそも改変が成功したかどうか、確かめようがない。狙ねらったポイントに跳べても、改変できなければ意味がない。考えろ……考えろ……っ」

　叩たたきつけるようにタイプしていくうち、端末の電源がぷつっと切れた。

「あっちゃあ、電池切れか」

　デリダはため息をついてソファに沈しずみ込んだ。

　そのとき隣となりの部屋から、騒そう々ぞうしい音とともに、ユーリィの「ひゃああっ」と間の抜ぬけた悲鳴が聞こえてきた。

「なんだ」

　デリダは立ち上がり、部屋を出る。

　書しよ斎さいに赴おもむくと、ユーリィが崩くずれた本の山に埋うもれていた。

　本ほん棚だなを倒してしまったようだ。

「なにをやっているんだ」

　本をどけてユーリィを助け出しながら呆あきれた声でデリダが訊たずねると、少女は「これをとろうと思って」とノートを差し出してきた。

「これは？」

「え？　紙のメモがないか探してくるって、わたしいったじゃない。ペン、持ってるんだよね？」

「ペン？」

　デリダはきょとんとした。

　いや、と思い出す。

　自分は手帳からペンをとり出して、ユーリィがそれをみて部屋を出ていったではないか……。

　慌あわてて手帳をとりだす。

　手帳に挟み込まれていたペンは、間ま違ちがいなく、さきほどのタイムライドで手に入れた研究室のものだった。

　改変の結果だ。

　デリダは十年前の研究室から、ペンを一本、手に入れたのである。

（十年前の改変が、いまのユーリィの行動に影えい響きようしたのか？　……だとしたら）

「ユーリィ、頼たのみがある」

「え、なに」

　デリダのちから強い口調に、ユーリィが戸と惑まどう。




　　　　＊




　廃屋のリビングにて。デリダとユーリィは向かい合ってソファに座った。デリダはテーブルにノートを開き、ペンを構える。

「みっつ、確認させてくれ。ジャキス・イヴェン……おれの父は十年前、２０５０年12月21日に殺された。間違いないか」

「え？」

「必要なことなんだ」

　ユーリィはためらいがちに、うなずいた。

「うん。デリダのお父さんは、その日に亡なくなった」

　デリダはノートの最初のページに『Jaques Yvain DEAD』（ジャキス・イヴェン　死亡）と記した。

「ネイサン・ビルシュタインもだな」

「うん」

『Nathan Bilstein DEAD』（ネイサン・ビルシュタイン　死亡）と記す。

「そして……マージュはいま、行方ゆくえ不明」

「……うん」

　少女はためらいがちにうなずく。

　デリダは『Mage Bilstein LOST』（マージュ・ビルシュタイン　行方不明）と記す。

「おれが改変に成功したら、いまの会話も変わる。このメモも書き換かわるはずだ」

　ユーリィは半信半疑の様子だった。

「本当にそんなことが」

「確証はないが、試ためす価値はある。あの二日間を洗うぞ！」




　　　　＊




　デリダは、次のタイムライドでマージュの誕生日の朝に戻った。

　本当はそれより以前に戻りたかったのだが……。

「アクセスキーの問題がある」

　デリダはそう考えた。

「アクセスキーが完成していなければ意味がない。いったん、これより前の時間のことは置いておこう」

　そういうわけで、デリダは後こう悔かいのなかで最たるものを修正するべく、この時間へのタイムライドを試みたのだ。

　マージュにアクセスキーを渡わたしてしまった。

　本来、彼女が災さい禍かに巻き込まれるいわれなどなかった。

　誕生日パーティまで待たず、この朝のうちにネイサンにアクセスキーを渡してしまえば、少なくとも問題のひとつは解決するだろう。

　そう思って、アクセスキーのひとつを持ちネイサンの研究室に向かおうとしたのだが……。

　自分の研究室から廊ろう下かに出たとたん、高周波のノイズが頭に響ひびいてくる。

　ひどい頭痛とともに、タイムライドが終わる。




　　　　＊




　デリダは廃はい屋おくのソファで目を醒さます。

　即そく座ざに、テーブルのノートを覗のぞく。

　ノートの内容は変化していなかった。肩かたを落とす。

「跳とべるポイントに跳ぶしかない」

　デリダは集中して、あの二日間の出来事を思い出す。

　キーとなる出来事をノートにまとめていく。特に鮮せん明めいなのはマージュの誕生日パーティだが、あの時点でやれることは少ない。

　最大の問題は、本来の歴史からおおきく外れる行動をとるとタイムライドが終了してしまうことだろう。

　そのルールから逃れつつ目的を達成するためには、どうすればいいのか。

　もっと視野を広くして考える必要があるかもしれない。

　カオス理論だ。非線形の数式をイメージする。古典的な時間ＳＦでいうなら、バタフライ効果である。状態にわずかな変化を与あたえておおきく違う結果を出す。

「よし、次は……っ」




　なんどもタイムライドしたが、結果は変化なしだった。

　ユーリィが淹いれてくれたとおぼしきコーヒーを飲む。

　冷めていた。

　ふと顔をあげると、窓の外の空は夕焼けに染まっている。

「くそっ、なら、こんどは……っ」

　目を閉じて、立ちあがる。

　もう慣れてしまった、タイムライドが始まるときの浮ふ遊ゆう感かんがある。




　　　　＊




　その日、九回目のタイムライド。

　マージュの誕生日の翌日、その深夜だ。

　デリダは家の陰かげに隠かくれていた。

　ネイサンの車がタイヤをきしませて横よこ滑すべりし、デリダの家の前で停とまる。ドアが開き、ネイサンが出てくる。

　しかしデリダは、隠れたままだ。

「デリダ？　どこだ！」

　デリダは考えた。自分が積極的な行動に出るのがダメなら、他人に行動してもらえばいい。

　特にネイサンは親友で、デリダの無茶にも理解がある。ならば……。

「気づいてくれ」

　物陰から、デリダは祈いのるように親友の行動をみつめる。

　ネイサンは玄げん関かんに寄って、ドアを眺ながめた。

　玄関のドアにはメモが張ってある。

　その内容は、『MAGE has your Access Key』（マージュはきみのアクセスキーを持っている）だ。

　ネイサンは不思議そうな顔をしてメモを手にとった。

　デリダは、よし、と拳こぶしを握にぎる。

　だがそこで、いつもの高周波ノイズが聞こえてくる。

「……ぐあっ」

　思わず声を出してしまった。

　ネイサンがデリダに気づく。

「デリダ！」

　ネイサンがデリダに駆かけ寄ろうとする。まずい、これでは……。

「なんでだよぉっ」

　デリダの叫さけびは、声にならない。

　タイムライドが終わる。




　　　　＊




　夕焼けが差し込む廃屋のリビングにて。

　デリダはタイムライドから帰ってきてすぐ、ノートをみる。メモの量は増えたが、相変わらず、最初のページの各かく項こう目もくに変化はなかった。

　ジャキスとネイサンは死者のまま。マージュは行方不明のままだ。

　デリダは表情の抜ぬけた顔で、じっとノートをみつめた。

「デリダ」

　ユーリィが心配そうな声で呼ぶ。

「どうしたの。すごく疲つかれてる。なんか……実際よりずっと長い時間、がんばっていたみたい」

　正せい鵠こくを射たその言葉に、デリダは驚おどろく。この一日で体験した時間の合計は、はたして何日ぶんだろうか。

「だいじょうぶ、もう終わりにするよ」

「そう？　じゃあ、ごはんにしよう」

　部屋を出ようとするユーリィをデリダは呼び止めた。

「ユーリィ、ありがとう」

　といまの素す直なおな気持ちを告げる。

「タイムライドの実験は、ひとりでやるつもりだった。信じてもらえないと思ったんだ。でも、きみに話してよかった」

　ユーリィは戸惑い、焦あせった様子で首を振ふる。

「いや、わたしにはデリダのやっていることがよくわかってないし……。なにかやってるなーってみていただけ。……できれば、理解したいけど」

「それで充じゆう分ぶんだ。タイムライドは本人にしか認にん識しきできない。証明のしようがないんだ。だからすべてわかって欲しいとは思わない。ただ聞いてくれるだけでも、おれには救いになる」

　時間をさかのぼって、過去に変化を促うながす。

　その結果、デリダはまるで、周囲すべてから浮ういてしまったような気分になる。

　まわりみんなが当然と思っていることが、彼にとっては初めて知る事実になってしまう。そんな、強きよう烈れつな疎そ外がい感だ。

　はたしてユーリィは、複雑そうな表情で押し黙だまった。

　ただ戸と惑まどっているだけなのか、それともなにか別の理由があるのか、よくわからない。

　気まずい沈ちん黙もくがたちこめる。

「そうだ」

　デリダはふと思い立ち、テーブルに置いてあったユーリィのカメラを手にする。

「ユーリィ、近ごろ自分の写真、とってないだろ」

　カメラのデータをざっとみて、被ひ写しや体たいとして彼女自身が写っていることはほとんどないことは知っていた。特にマージュが消えてからは。

　それはつまり、このカメラを託たくせるような相手がいなかった、ということだ。

　デリダはちょうどいい高さの棚たなの上にカメラを起き、セルフタイマーをセットした。

「そこ、動くなよ」

「え、いや、わたしは撮とる側だから！」

　デリダは素す早ばやくユーリィのそばに駆け寄り、並んで立った。
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「これもだいじなメモだ」

「わっ、わわっ」

　ユーリィが慌あわてて、腕うでをばたばたさせる。

　シャッター音が響く。




　夕焼けが差し込むなか、微笑ほほえんで立つデリダと、目をそらして赤面するユーリィのツーショットが取れていた。

　デリダとユーリィの距きよ離りが微び妙みように開いている。

　もういちど、ちゃんと撮るかと訊たずねたところ、猛もう烈れつな勢いで拒きよ否ひされた。よほど恥はずかしかったようである。




　　　　＊




　月明かりのもと、昼間のタイムライドの経験をもとにメモを整理する。

　ジャキスとネイサン、マージュを救うという最終目的を達成することはできなかったが、データは大量に得ることができた。

　研究としては大成功である。

　なぜタイムライドができるのか、という問題については依い然ぜんとして手がかりが皆かい無むなのだが……。

　できるのだから仕方がない、とその点については先送りにする。

　デリダは科学者として、現実的に割り切ることにした。すなわち、やれるうちに、とれるだけのデータをとるのだ。

　もしネイサンが生きていたら、きっと大喜びで、このデータを貪むさぼるように読み込んだだろうなと思う。残念でならない。

　いや、このデータを渡わたすためにも、ネイサンを救うのだ。これはそのための戦いなのだと気を引き締しめる。

　いっそう気合いを入れて、ノートにペンを走らせる。

　どれほどそうしていただろう。ペンのインクが切れてしまった。

「ユーリィなら、ペンの替かえを持っていないかな」

　デリダはため息をついて立ち上がり、ノートを手にユーリィが占せん拠きよしている部屋に赴おもむく。




　ノックをして、返事がないのでそっとドアを開ける。

「すまない、ペンの替えは……」

　デリダは言葉を切った。ユーリィがベッドで眠ねむっている。そういえば、もうそんな時間であったかといまさらのように気づく。

　部屋を見み渡わたすと、ナイトテーブルのうえにペン立てがあった。

　テーブルにそっと歩み寄る。

　ペン立ての陰かげにユーリィの拳けん銃じゆうが置いてあった。護身用の、女性でも扱あつかいやすい小型のものだ。

　デリダは、なにげなくその拳銃をみつめた。そういえば、この時代で初めて会ったとき、彼女にはこの拳銃をつきつけられて……。

　脳のう裏りにイメージが走る。

　ユーリィの拳銃が、過去にデリダが持っていた拳銃にかぶる。

　そう、アンドレイを殺そうとして自宅に戻もどり、己おのれの拳銃をとりだしたデリダは……。

　視界が歪ゆがむ。

　タイムライドの兆候が現れる。




　　　　＊




　引き出しを開けて拳銃をとりだそうとした恰かつ好こうのまま、デリダはかたまっていた。

「おれはなにをしているんだ？　花屋にいくつもりだったのに」

　デリダは時計をみて、慌てた。マージュの誕生日パーティに遅ち刻こくしてしまう。慌てて部屋を飛び出す。

　タイムライドしたデリダは、その様子をぼんやりと眺ながめていた。

（２０６０年のおれが抜けたあとの２０５０年のおれは、こうして行動を続けたんだ。もちろん、いまのおれは、この出来事も覚えている）

　タイムライドした前後の記き憶おくを、デリダは保持していた。

　同時に、タイムライドしていなかった過去の記憶も。

　いまのデリダは二重の記憶を保持している。時折、頭が混乱してしまうほど、それは奇き妙みようなことであった。

「よし、ここだ」

　デリダは、過去のデリダの身体からだに入った。車の運転中の身体を奪うばい取り、ハンドルを握にぎる。

　タイムライドを繰くり返すうち、介かい入にゆうのコツはだいぶ摑つかめるようになっていた。

　あとの問題は、タイムライドが終しゆう了りようするポイントを捉とらえることなのだが……。

　それに関しては、相変わらず境界線がわからない。

　デリダは運転中に花屋に電話をかけて、あらかじめ誕生日プレゼントの月げつ下か香こうを用意してもらうことにした。

　これで、少し時間が短縮できる。

　記憶より前に、ネイサンの家へ到とう着ちやくすることができた。

　デリダはそこで、月下香を持ったまま、玄げん関かんではなくガレージに赴く。

「ネイサンの車の自動運転プログラムに細工して、待ち伏ぶせされていないルートに向かわせるのはどうだ」

　ふと、その可能性を思いついたのだ。

　しかしデリダがガレージのシャッターを開けようとしたとき、ビルシュタイン邸ていの玄関のドアが開いた。

　ユーリィとマージュの声が響ひびく。

「デリダってば！　マージュの誕生日に遅刻するなんて」

「きっとお仕事に夢中になっちゃったのよ」

「甘いんだから……」

　デリダはとっさに、植え込みに隠かくれた。マージュとユーリィが外に出てくる。

「ねえ、デリダのプレゼント、なんだと思う？」

　ちいさなユーリィがいう。

「なんでも嬉うれしいよ」

「もう……それじゃ、予想にならないじゃん」

「じゃあ絶対に当たる予想」

　マージュがふふ、と笑う。

「え、なになに」

「プレゼントを渡すとき、デリダなら絶対に……」

　あ、とユーリィがなにかに気づく。

　ふたりの少女は、声を揃そろえて「キザなことをいう！」と叫さけぶ。ふたりは顔を見合わせたあと、ぷっと噴ふき出した。仲良く笑う。

「前から思ってたけど、わたしたちって似たもの同士、かもね」

　マージュの言葉に、ユーリィはどきりとした様子で、「う、うん」と返事をした。なにか遠えん慮りよした様子は、いかにも彼女らしくないが……。

「寒いね」

　マージュはそれに気づかぬ様子で腕をさすった。

「やっぱり、なかで待とう」

「デリダ、はやく来ないかなあ」

　少女たちは屋や敷しきのなかに戻り、玄関のドアを閉めた。




　その様子をみていたデリダは、あれ、と首をかしげる。が、ドアが閉じた音を聞いて慌てて立ち上がった。

「そうだ、ネイサンの車を……」

　改めてシャッターを開けようとする。

　これ以上、邪じや魔まが入るはずはない。いまなら心置きなく……。

　そのときだった。かん高い高周波のノイズが響く。

　タイムライドが終わる。




　　　　＊




　デリダはユーリィがベッドで寝ねている部屋でタイムライドから戻ってきた。

　とっさに、手にしたノートを開く。月明かりのもと、文字を読む。

　最初のページの表記は変わっていない。

「ダメか……」

　ため息をつき、新しいペンを手にして白紙のページにメモを追加する。

（だが、そうか。当然だが、おれが行動を変えると、おれがいたはずの場所にいたひとたちの行動も変わるのか。おれが遅刻したせいで、マージュとユーリィは、おれのことを待ってくれていた）

　デリダは、はたとペンを止める。

　あのときの、ユーリィの言葉を思い出す。

　書きかけのノートのページを破り、丸めてポケットに入れた。

　寝ね息いきをたてているユーリィをみる。

　一歩、彼女に近寄ろうとして、足を止める。

　ちいさく首を振ふった。

「おやすみ、ユーリィ」

　デリダは、部屋からそっと出た。




　　　　＊




　翌朝。リビングのソファでうたた寝していたデリダは、騒そう々ぞうしい足音で目が醒さめた。

　派手な音を立ててドアを開いて飛び込んできたのは、ヴィドーの娘むすめ、マユカだった。デリダが初めてみるほど焦あせっている。

　思わず、飛び起きた。

「どうした」

「ユーリィみてない？」

　早口でそう訊たずねる少女に、デリダは思わず、ぽかんと口を開けた。




　デリダとユーリィがまる一日を過ごした廃はい墟きよから少し離はなれた路地で、ヴィドーがアスファルトに膝ひざをつき、真しん剣けんな顔でなにかの痕こん跡せきを探している。

　マユカと共に駆かけつけたデリダは、ヴィドーが「みろ」と指さす道みち端ばたに、カメラが転がっているのを発見した。

　間ま違ちがいようもない、それはユーリィのカメラだった。

「ユーリィ……」

　デリダは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　彼が寝ていた昨夜から今朝にかけて、彼女の身になにかあったのだ。

「こりゃ、暴漢や物とりの仕し業わざじゃねえな」

　ヴィドーは冷静に呟いた。

「誘ゆう拐かいされたんだ」
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　ユーリィは考える。

　一年前のことを。

　まだ彼女が、マージュといっしょに暮らしていたころの話だ。

「このファイル、開いた？」

　マージュがそう訊ねてきたのは、はたしていつだったか。

　当時のユーリィの意識では、なんでもないことのはずだったのだ。ずっと続く日常のひとつで、悪気のないミスで、繰り返す日々に埋うもれていくはずだったのだ。

「ごめんね、勝手に。自分のだと思って」

　ユーリィは気楽に、そう返した。深くは考えていなかった。マージュとは、この程度のことで壊こわれるような関係ではない。それをよく知っていた。たかがオンラインでファイルをひとつ開いたくらいのことで、なにか起きるはずはないと……。

　そう、たかをくくっていた。

「そう……」

　だがマージュの反応は、不ふ穏おん当とうなものだった。思いつめた表情で視線をそらす。

「マージュ？」

　ユーリィは少しそれが気になったが、肝かん心じんのマージュは少しぎこちない笑え顔がおで「ううん、なんでもない」と首を振った。

　だから、すぐ忘れてしまった。

　本当に忘れていたのは、昔からマージュが責任感の強い少女だったということ。

　マージュ・ビルシュタインは、いちどこう、と決めたら絶対に譲ゆずらない、頑がん固こな人間だということ。




　マージュ・ビルシュタインがアパートを出て二度と戻もどらぬ旅に出たのは、それからしばらくのことだった。

　アパートになんどか、政府やリビルド社の人間が現れたのだ。

　彼らの口くち振ぶりから、ようやくユーリィは悟さとる。

　あのファイルを開いたことで、政府やリビルド社の監かん視し網もうにひっかかってしまったのだと。マージュはこれを危き惧ぐしていたのだと。

　ほどなくして、マージュの姿が消えた。

　さよなら、と告げる映像を残して。

　ユーリィも、その意味がわからないほど無知ではなかった。

　だから。




　　　　＊




　廃はい屋おく。

　深夜の、ユーリィが寝ている部屋にて。

「おやすみ、ユーリィ」

　デリダがそう囁ささやき、忍しのび足で部屋を出ていく。

　寝息をたてていたユーリィは、デリダが退室したあと、がばっと起き上がった。

「マージュが追われているのは、デリダのせいじゃない」

　ぽつりと、呟く。

「わたしのせいだ」

　手で胸を押さえる。




「わたしとマージュって、意外と似たもの同士なの。同じものを好きになることも、よくあった」

　昼間、ユーリィはデリダにそう語った。

　壁かべに立てかけられた、花の絵を見ての言葉だ。




「話さなくちゃ……。デリダに、本当のことを話さなくちゃ」

　いつからだろう。

　彼女がデリダ・イヴェンに想おもいを寄せていたのは。

　再会して、共に行動して、しばらく。

　気づくと彼のことを目で追っていた。

　もっと彼のもとにいたいと、そう願っていた。

　いつの間にか、マージュを探すためという動機が、デリダと共に行動したいからという動機にすりかわっていた。

　こんなの、ひどい裏切りだと思う。

　どの口が、マージュのことを親友と囀さえずるのだろうか。

「わたし……ずるいよね、こんなの」

　たまらず、部屋を抜ぬけ出した。

　ふらふらと、夜の道路を彷徨さまよい歩く。

　ふと立ち止まり、カメラのモニタをみる。

　デリダと自分のツーショットの写真。

　きっと、マージュこそがなによりも願っていた、その場所に。

　いま、なぜかユーリィがいる。

「最低だよ」

　こんなのダメだと、わかっていた。

　自分には、デリダにやさしくされる資格なんて、これっぽっちもないのだと。

　マージュが消えた原因は己おのれにあるのだと、デリダは自分を責める。そんな姿をみて、胸が苦しかった。でも、いいだせなかった。

　本当に悪いのが誰だれなのか、打ち明けられなかった。

　真実を吐と露ろして、デリダに嫌きらわれたくなかった。

　なにより、いま彼の隣となりにいるというのが、たまらなく心地ここちよくて……。

　同時に、そんな自分の汚きたならしさを激しく嫌けん悪おしている。
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　でも、とユーリィは、荒こう廃はいした大通りで立ち止まる。

　もう終わりにするべきだ。

　カメラのモニタに指をあてる。デリダと自分の写真をスワイプして、ゴミ箱に捨てようとする。

　なのにその指先が、震ふるえる。動きが止まる。

　己の臆おく病びようさに嫌いや気けがさす。

　うなだれ、唇くちびるをきゅっと嚙かむ。

　あと少しの、勇気が欲しかった。親友の微笑ほほえみと、デリダの笑顔を思い浮うかべる。胸が張り裂さけそうだった。それでも、あと少し。

　指先に、ちからを、入れる。

　ぐっとスワイプして……。




　そのときだった。背中に、銃じゆう口こうとおぼしき硬かたいものが当たる。

「動くな。声を出したら撃うつ」

　見知らぬ男の、低い声。

　ユーリィの背筋に冷たいものが走る。








あとがき






　はじめまして。あるいは、お久しぶりです。

　瀬せ尾おつかさです。




　RErideDリライデツド、上巻をお届けします。
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